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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　学校と寮りようのみなさんと、両親へ。

　どうしても行きたい場所があるので、行ってきます。

　そこには友だちもたくさんいますから、心配しないで下さい。




　そこまでノートに書き記し、少女はペンを置いた。

　窓の外には歪ゆがんだ形の白い月が見える。午前四時。もうすぐ夜が明ける。夏の夜明けは時間も速度もはやい。あっという間に地上を隅すみ々ずみまで照らし、あっという間に人々を日々の生活へかき立てる。

　動きたくなくても。

　寮の隣となりの部屋から、生徒の笑い声が聞こえる。夜が明ければ、一学期の終業式だ。夏休みの予定を立てるのに、みんな忙いそがしい。眠ねむる時間を惜おしんで、行きたい場所を探しているのだ。

　私にも行きたい場所がある。

　ノートを閉じて、少女は呟つぶやいた。目を閉じてその場所を想おもった。

　そして窓を開けた。




　診しん察さつ室しつの窓ガラス越ごしに、触ふれたら火傷やけどしそうな、濃こい色の日光が差し込んでいる。窓のすぐ外に張りついているのか、蟬せみの鳴き声が驚おどろくほど近くから聞こえてきた。

　蟬は地中で何年過ごせば、地上に出て来られるのだったか。漠ばく然ぜんとそんなことを考えながら、一いち条じよう京きよう介すけは光の強さに目を細めた。

　あの蟬は、やっと出られた地上が思ったよりも暑いので、腹を立てて鳴いているのだろうか。それとも土の中に戻もどりたくて、泣いているのだろうか。蟬は蟬で色々と大変だなと、京介は欠伸あくびを嚙かみ殺す。

　昨夜、退院祝いだと言って、同じ病室の入院患かん者じやが宴えん会かいを開いてくれた。だがそれは、彼らが酒を飲んで騒さわぐだけの会で、祝われた京介は単純に寝ね不ぶ足そくになっただけだった。働きの悪い頭で、ぼんやりと計算をする。四週間は二週間の倍。

　六月の下げ旬じゆんに、ある事件に巻き込まれて怪け我がをした京介は、当初二週間の予定で入院をした。しかし治りが遅おそかったせいもあり、入院期間は最終的に倍にまで延長した。今日の日付は七月二十六日。京介の通う県立虹にじ原はら高校の終業式は、一週間前だったそうだ。一学期はとっくに終わり、世間一いつ般ぱんの高校生は夏休みに入っている。そしてこの診察室を出れば、京介のもとにもようやく夏休みが訪おとずれる。

　自分が「世間一般の高校生」という枠わく組ぐみに収まるとは京介自身も思っていないし、夏休みだからといって、浮うかれ回る活発な性格でもない。それでも何となく胸の内が清すが々すがしいのは、長期休校への期待感ではなく、この病院からの解放感のせいだろう。

　四週間の入院生活は拷ごう問もんに近かったと京介が思い返していると、診察室の扉とびらが開いた。

「どうも、お待たせしましたね」

　太った医師が狭せまそうに入り口をくぐってきた。診察中に、入院棟とうの方で騒そう動どうが生じたので、医師は様子を見に行っていたのだ。医師の周辺には、外から連れてきてしまったのか、熱風のオーラが漂ただよっているようだった。

「患者さんの一人が、酒を隠かくし持っていましてね」

　医師は京介の前の椅い子すへ窮きゆう屈くつそうに座ると、大きく息を吐はいた。

「どうにも、夜通し宴会をやっていたようなんですよ。夜間見回りの看護師も気がつかなかったということは、恐おそらく病室の外に内部の音声が漏もれないよう、結界術を施ほどこしていたのでしょう。困った患者ですよねえ」

　京介は小さく咳せき払ばらいをし、返答を誤ご魔ま化かした。結界術の呪じゆ文もんなら、自分も昨夜強要されて三回ほど唱えた。──もちろん、そんなことは答えない。

「それで私が説教しましたらね……」

　窓に向かって椅子を回し、医師は強く顔を顰しかめて言う。

「『日本では昔っから、門かど出での際には酒で祝うと決まってるんだ』って、逆に叱しかられちゃいまして。何を言ってるんでしょうねえ。一条さん、どう思います？」

「さあ」

「全く近ちか頃ごろの患者ときたら……。ああ、あなたに向かって愚ぐ痴ちを言っても、仕方ないですね。ええっと、どこまで確かく認にんしましたっけ」

　京介が昨日受けた、退院直前検査の結果表を手に取り、医師が言う。診察室にはエアコンが入っているが、医師の額からは汗あせが静かに流れていた。

「ええっと、心しん拍ぱく数すう、脳波、問題なし。体温、血圧、血糖値、コレステロール値は……異常とは言いませんけれど、ちょっと低いですねえ。まああなたは、生まれつきそういう体質なんでしょうが。テンションも低そうな顔をしていますし」

　医師は京介の顔を眺ながめると、肉の厚い顔の中で、どことなく嫌いや味みな感じに目を光らせた。

「一条さん、高校一年生でしたっけ？」

「はい」

「そうですか。学校の成績も低かったりしてねえ」

「…………」

「あ、冗じよう談だんですよ。真に受けない、真に受けない」

　京介は床ゆかに向かってため息をついた。何とでも言ってくれと、心の中で静かに呟く。

　入院によって一学期の期末試験は受けられず、入院延長をしたせいで、追試も受けられなかった。今日にでも学校に行って、担任教師の指示を仰あおぐつもりだが、日頃生活態度の悪い自分は、ひょっとしたら留年や退学になるのかもしれない。そうなったら、まあそうなった時に考えようと京介は思っていた。

「学生さんは、成績が全すべてではないですからね。学校の成績が悪くても、充じゆう分ぶん立派に生きていける」

　結果表に目を戻もどし、医師が何やら一人で納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「ですが、人間は体の機能が悪くなると、立派に生きていけなくなる。それはどうしようもない真実です。──ええっと、外傷はほぼ完治。内臓機能も異常なし、と」

　顔を上げた医師は、頰ほおを震ふるわせて笑った。

「よかったですねえ、肺も随ずい分ぶん綺き麗れいになりましたよ。私の禁きん煙えん指導が効いた証しよう拠こですね」

「はあ」

「退院後も禁煙は続けて下さい。約束ですよ」

　入院生活が拷問だと京介が感じたのは、この禁煙指導が原因だった。これまで周囲まわりから、法律違い反はんだの校則違反だのと、どんなに詰なじられてもやめられなかった煙草たばこが、入院中はやめられた。正確に言うと、やめざるを得なかった。この医師がただ異常にしつこいという理由からであるが、そんな日々も今日で終しゆう了りようする。

　約束ですよという言葉へ適当に頷き返した京介に、医師は鼻の穴をぴくりと動かした。

「一条さん、知ってます？」

「何が」

「私はね、風とお友だちなんです」

「へえ」

「担当した患かん者じやさんが、煙草をどこかで吸っているとね、風が煙けむりの匂においを乗せて流れてきて、教えてくれるんです。地球上ならどこだろうと。すごいでしょう」

「ふうん……」

「だから、今後も隠れて吸ったりしたら、ただじゃおきませんからね」

　医師の目が日光よりも強く輝かがやいた。

　日本の法律では、喫きつ煙えんは二十歳はたちから許されている。あと四年我が慢まんすればいいのか。それともこの医師の力は、法律をも超こえるのか。京介は自分の胸の中で、清すが々すがしさが急速に激減してゆくのを自覚した。

　満足そうな笑え顔がおに戻り、医師が続ける。

「あとは、精神力も潜せん在ざい精神力も、もう問題なしですね。いいでしょう。退院後は、矯きよう正せい術者の仕事に復帰して大だい丈じよう夫ぶです。どうぞお大事に」

「ありがとうございました」

　一度だけ頭を下げ、京介は言った。下げた頭で、高校は夏休みがあるが、術者には夏休みなんてないんだったと考えた。

　学生以外に、京介はもうひとつの職業を担になっている。大地を網もう羅らする特とく殊しゆな力を操あやつり、不可思議な現象を起こす者──光こう流りゆう脈みやく使つかい。矯正術者とは、光流脈使いの職種のひとつだ。入院のきっかけとなった事件も矯正術者の任務中に起こったことであり、この病院も、全すべての光流脈使いを束ねる組織「本ほん家け」の付属機関が経営しているものだった。

「それにしても、さっきからうるさいですねえ。蟬せみ」

　京介より先に、医師が椅い子すから立ち上がった。丸めたハンカチで額の汗を押おさえ、医師は窓へ歩み寄る。医師がガラスの内側を手のひらで強く叩たたくと、鳴き続けていた蟬は殺気立った羽音を上げ、どこかへ飛び去って行った。

　室内に静せい寂じやくが戻った。エアコンが空気を搔かき回す鈍にぶい音に鼻を鳴らし、医師が呟つぶやいた。

「もう戻ってこないで下さいよ」

「蟬が、ですか」

「そうじゃなくて、あなたが」

「はあ」

「私が一番困るのは、酒や煙草をやる患者ではなくて、私の治ち癒ゆ術が効かないほど傷ついた患者です」

　京介は首から吊つるし、シャツの内側に隠かくした証明書の存在を自覚して頷いた。

　無効治癒体質証明書。今の京介には、そんな面めん倒どうくさい肩かた書がきがついて回る。生命いのちにかかわるほどに強い治癒術を受けると、光流脈使いの体内には抗こう体たいができ始める。やがてその術者にはどんな治癒も効かなくなり、第七段階の診しん断だんを下された時点が、同時に死への出発地点となる。これはその第三段階にあるという証明書だった。

　京介が「はい」と答えたつもりの返事は、欠伸あくびが混ざって、どこか他人事ひとごとのような気の抜ぬけた響ひびきを残した。

　こうして一条京介の夏休みは、穏おだやかに始まった。




　かき氷を発案した人は天才だ。そんなことを考えながら、一条豊花ゆたかはイチゴシロップをトッピングさせたかき氷を食べていた。

　氷に味をつけて食べてしまおうなんて、なかなか思いつかないものだ。発案した人は、よほど独創的な発想の持ち主だったのか、あるいは食べるものに困って、切せつ羽ぱ詰つまった末に氷へ手を出したところ、それが結構美味おいしかったのか。何にせよ、人間の考えることには限りがないということだ。

「四杯はい目。新記録……二十六秒ね」

　豊花は空のカップをプールサイドの上に置き、一時的に冷えた息を吐はく。二十六秒で食べ終えたかき氷は、物足りなかった。そもそも氷の半分以上が、口に運ぶ前に、熱気によって蒸発してしまった気がする。

　ビーチパラソル越ごしに太陽を見上げ、仕方ないかと豊花は呟く。自宅のテレビで観みた天気予報によれば、虹原市の今日の最高気温は三十六度だという。さっさと日にち没ぼつが来てほしいところだが、太陽はまだまだやる気を見せていた。

　正面に正方形のプールがあり、水面が目の眩くらむような白い輝きを揺ゆらしていた。連日の暑さのせいか、水の中にもプールサイドにも、うんざりするほどの利用客がひしめいている。売店の前にも長い列ができていた。

「食べてないのは……宇う治じ金きん時ときだけか。でもあれって、ちょっと高いのよね」

　パラソルの下に転がした荷物から、豊花は自分のバッグを引き寄せた。財さい布ふを出し、中身を確かく認にんする。一目見ただけで合計金額が言えるほど、残金は少なかった。

　かき氷の五杯目のおかわりは断念すべきと結論を出し、豊花は財布をバッグの中へ投げ戻もどした。先月から術者報ほう酬しゆうの四分の三を、生活費として親に納めることになってしまった。そのためこの頃ごろは、所持金が底をつくのがいつも以上に早い。豊花が金に困った時、財布を奪うばう対象と決めている双ふた子ごの兄は家にいない。せっかくの夏休みだというのに、派手に遠方へ遊びに行く費用がない。

　入場料二百円の市民プールでも、豊花にとっては贅ぜい沢たくの部類に入る。だが低料金での遊びの誘さそいがこれ以外になかったため、乗った。他ほかにも、カラオケ大会やら、食べ放題六時間やら、沖おき縄なわ旅行やら北海道やら、ハワイやら、色々な友人から色々と魅み惑わく的な誘いがあるものの、豊花の財布が参加を許してくれなかった。

「ハワイって、虹原より暑いんだろうな……」

　豊花が太陽と睨にらみ合っていると、プールから友人四名が戻ってきた。高校のクラスメートである彼女たちは、今夏流行デザインの水着に身を包んでいる。

　豊花は自分の着ている水着を眺ながめてみた。一昨年おととしの夏に買った物だ。二年経たっても問題なく着られるほど体のサイズが変わらないのは、十六歳の女子高校生としてはやや複雑な気分だ。豊花は腹立ち紛まぎれに、肩かた紐ひもを引っ張った。紐に弾はじかれて、自分の肩が痛んだだけだった。

「どうしたの？　何だかいつも以上に落ち着きがないね」

　隣となりに座った友人が、豊花の顔を見て言った。全身に水すい滴てきを帯びて、輝かがやいている。友人四名は全員泳ぎが得意だ。

　豊花の自己最高記録は、クロールで二メートル。運動は嫌きらいではないが、何故なぜかいくら練習しても、水泳は上達しない。

　泳げなくても水につかるくらいは、何の問題もない。暑しよ気き払ばらいにもなる。そのつもりで友人と共に遊びに来た豊花だが、プールに入って数分でパラソルの下に戻り、かき氷を食べてばかりいる。友人が落ち着きがないと指し摘てきしたのは、そのことだろう。

「別に、いつも通りよ」

　ゴム張りの地面を指先で引っ搔かきながら、豊花は答えた。

「いつも通りの、ただの火曜日だもの。いつも通り、こんなに落ち着いてるし」

「噓うそね」

　別の友人が、意味ありげな笑えみを向けてきた。

「豊花のお兄さん、ずっと入院してるもんね。そろそろ退院するんじゃない？　だからでしょう」

　他の友人が「ああ」と声を上げる。同じ虹原高校に通う豊花の双子の兄は、不良だの何だのと、何かと有名だ。七月の初めからずっと登校していない理由も、豊花がわざわざ話さなくても、何故か学校中に知れ渡わたっていた。

　かき氷のカップを足の指で突つつき、豊花は鼻を鳴らした。

「違ちがうわよ。そんなことで平常心を失わないわ。京介なんか、いてもいなくても変わらないもの」

「でもさあ、豊花って二日に一度は、放課後お見み舞まいに行ってたよね」

「あれは、たまたま通り道だったからよ」

「それで、いつ退院するの？」

「今日の夕方」

「あ、今、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ」

「嬉しくなんかないわよ。これは地顔」

　友人たちはもう一度泳いでくると言い、プールの方へ去って行った。からかわれた気がして、豊花はかき氷のカップを投げた。近くにいた監かん視し員いんに怒おこられた。

　豊花は頰ほおを膨ふくらませて、ビニールシートの上に寝ね転ころがった。断じて違うのだと、口の中で呟つぶやく。朝から気分が舞い上がっていたのは、今日が大安だから。太陽に早く沈しずめと祈いのったのは、ただ暑いからだ。

　だが京介が退院してくれば、食事当番も、風ふ呂ろ掃そう除じの当番も、掃除も洗せん濯たくも、夏休みの宿題も、全て押しつけられることは確かだった。何となく気分が弾はずんできて、豊花はシートの上を何往復か転がった。

「あれ？　豊花っち？」

　ビーチパラソルの側そばで立ち止まった人ひと影かげが声をかけてきて、豊花は顔を上げた。市民プールの従業員の制服を着た若い女だった。掃除の途と中ちゆうなのか、片手にモップを持っている。

　場所と服装のせいですぐに気がつかなかったが、相手は豊花がこの春に卒業した、虹原東中学の同窓生だった。地味な従業員服に不似合いなほど、髪かみを派手にカラーリングした同窓生の名前は、橋はし口ぐち。豊花とは三年生の頃ころ、同じクラスで親しくしていた。

「うそ、やだ、橋口？　すごい偶ぐう然ぜん。なんで？」

　豊花は奇き声せいを発して立ち上がり、橋口の手を取った。橋口も奇声を発し、次には二人揃そろって再会の歓かん声せいを上げた。プール中からの視線が集まったが、豊花はあまり気にしなかった。

　橋口とは卒業後の春休みまでは、電話をしあったり、遊んだりもしていたが、別の高校に進んだ後は、お互たがいの新生活が忙いそがしく、以前ほど頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取ることもなくなっていた。

「元気だった？」

「元気元気。豊花っちも元気？　陰いん気きな兄さんも元気？　兄妹きようだいで同じ高校に行ったんだよね」

「あたしは元気。京介はいつも元気じゃない。で、あんた、そんな格好して何してるの？　もしかして、ここでアルバイトしてるの？」

　豊花が尋たずねると、橋口は頷うなずいた。顔も手足も小麦色なのは、中学の頃とあまり変わらない。彼女の肌はだは自然による日焼けではなく、日焼けサロンによるものだった。

「最初はサロン代を稼かせいだら、すぐ辞やめようと思ってたんだけどさ、働いてる間に日焼けするし、時給もいいし、仕事も楽しいし、辞められなくなっちゃって。結構楽しいよ」

「ふうん、すごいじゃない。卒業文集の将来の夢に『金持ちの愛人』って書いた橋口とは思えない成長ぶりだわ」

「義務教育が終わって三ヵ月も経てば、現実に気づくもんよ。豊花っちの将来の夢は『石油王』だったけど、何かアルバイトしてないの？」

　橋口に尋ねられ、豊花は曖あい昧まいな笑いを返した。双ふた子ごの兄と二人一組で、豊花が本家に登録されている職種は、光流脈矯きよう正せい術者。大地の澱よどみを浄じよう化かすることが任務で、時給ではなく、基本給に浄化回数を上乗せした歩合制。最近自分の担当区域は平和そのものなので、仕事が少なくて報ほう酬しゆうも少なめなのです──と、もちろん、そんなことは話せない。

　話題を変えるために、豊花は中学の校歌を熱唱してみた。モップを投げ出した橋口も加わり、大合唱になって、監視員にやはり注意された。

「あ、そうだ。豊花っち、知ってる？」

　ふと小声になった橋口が、表情を翳かげらせて豊花に耳打ちした。

「噂うわさで聞いてさ、本当だったらやだなあと思って、相談しようと実は思ってたんだ。今日ここで会えてよかったわ」

「なあに？　何かあったの？」

「三年の時同じクラスだった榎えの本もと沙さ織おり、家出したらしいよ」

「家出？」

「そう。まあ、沙織は四月から学生寮りように入ってたから、正確には家出とは言わないけど。でもその寮に書き置きを残していなくなって、家にも帰ってないんだって」

　豊花は眉まゆを寄せ、榎本沙織のおとなしそうな顔を脳のう裏りに浮うかべた。中学の頃、移動教室やトイレに行く時でさえ、いつも橋口や豊花の後ろにくっついて歩いているような女子生徒だった。

　卒業直後に、榎本沙織の両親は転勤で虹原市から引っ越こしていた。榎本の進学先は、学生寮のある虹原女子大学付属高校なので、一人で市内に残っていると聞いている。

　聞いている、というのも、豊花は卒業後、榎本と全く会っていなかった。卒業式の日に、榎本から寮の住所や電話番号を後で手紙で教えると言われていたが、ずっと連絡は来なかった。有名な進学校に進んだため、勉強が忙しいのだろうと豊花は思っていた。

「親とか学校とかは、警察に知らせたの？」

「わからないけど……本当に家出かどうかもわからないし。噂を聞いただけだからさ。それにもう、見つかったのかもしれないし……」

　モップの先を意味もなさそうに振ふりながら、橋口が言った。

「沙織の高校、同じクラスからは誰だれも行かなかったでしょう。だから、最近の沙織の様子って全然わからなくってさ。学校で何かあったのかな」

「虹女付属かあ。あたしはあの高校の入試問題を見ただけで、気絶しそうになったわよ」

「沙織ってさ……」

　橋口が言いかけた時、従業員の制服を着た初老の男が、恐おそろしい顔をしてこちらに歩み寄ってくるのが見えた。橋口が「やばい、主任だ」と顔を顰しかめ、モップを持って立ち上がる。

「ごめん。私、仕事に戻もどらないと。後で電話してもいい？」

　豊花は大きく頷き、走り去って行く橋口に手を振った。

　同窓生の焼けた肌もプールサイドも、日光の下で単純に輝かがやいていた。




　虹原駅東口近くに、古い七階建てのビルがある。

　ビル全体を独どく占せんする組織の正式名めい称しようは、光流脈統とう轄かつ管理本局というが、関係者以外でその事業内容を知る人間はほとんどいない。関係者はその名称を、本家という通称で呼び習わしている。

　一階の奥に、治ち癒ゆ総合部の医務室がある。働きの悪い職員の間では「保健室」と呼ばれ、勤務中に時間を潰つぶす場所として重宝されることもある。

　その扉とびらの手前で、白い制服を着た術者が一人、佇たたずんでいた。制服が示す職種は、家か長ちよう護衛隊。隊員が護まもる家長とは、本家の最高責任者である。

　隊員は家長室からいなくなった家長を探して、本家内を回っていた。探していない場所は、あとはこの医務室だけだった。そして家長がここにいる可能性が、一番高かった。

「失礼いたします」

　扉を開け、挨あい拶さつをした隊員の鼻先に漂ただよってきたのは、毛穴が凍こおりつくような冷気だった。上げかけた悲鳴すらも、喉のどの奥で固まった。七月下げ旬じゆんとは思えない寒風が、医務室の中に吹ふき荒あれていた。

　隊員は反射的につい扉を閉めてしまったが、一度喉を鳴らして息を飲んだ後、再度室内を覗のぞき込んだ。天てん井じようからびっしりと、つららが垂れ下がっていた。隊員の目の錯さつ覚かくでなければ、空気の中を白い雪の粒つぶが狂くるったように舞まっているのも見えた。それでも窓から差し込む日の光は、真夏の色だった。

　エアコンが暴走をし、過か剰じよう冷れい却きやくに至ったにしては、酷ひどすぎる。隊員は恐る恐る部屋へ一歩踏ふみ出した。頰ほおには鳥とり肌はだを通り越し、凍とう傷しようが現れている。隊員が手に持った長い木の杖つえ、玲れい洗せん樹じゆの枝と呼ばれる必ひつ須す術具の上にも、雪が積もり始めていた。

　足あし下もとに積もっていた雪に足を取られ、隊員は思い切り転てん倒とうした。その震しん動どうで、側そばにあった棚たなの上から雪の塊かたまりが落ちてきた。

「誰か転んだか？」

　投げやりな声が室内から聞こえ、隊員は雪に埋うもれた顔を上げた。部屋の中央、煌こう々こうと輝く電気ストーブの前にしゃがみ込んでいる人ひと影かげがある。医務室専属医師の一条尚ひさしが手をこすっていた。

　一年を通し、一条尚はパチンコだの競輪だのに出かけ、職場にほとんどいないことで、本家内でも有名だった。その彼が医務室にいる。だから雪が降ったのだろうかと、雪を吐はくついでに呟つぶやいた後、隊員は立ち上がった。

「し、失礼致いたします」

「おお、護衛隊じゃねえか」

　尚が隊員に視線を向け、目を細めた。眉も無ぶ精しよう髭ひげも、冗じよう談だんのように白く染まっていた。

「護衛隊のくせに鈍どんくさいなあ。雪道を歩く時は、倒たおれてもすぐに手がつけるように両手を空けとけって、小学校で習うだろうがよ」

　そこまで言うと、尚は大きなくしゃみをし、洟はなを啜すすった。

「習った気はします」

　起き上がった隊員は、歯と肩かたと膝ひざを震ふるわせながら尋たずねた。

「一条先生、この惨さん事じは一体何でしょう」

「俺の家、エアコンが壊こわれちまってよう」

　白い鼻息を盛せい大だいに撒まき散らし、尚は答える。大おお柄がらな体に白衣を引っかけ、背中を丸めて息を吐き続けるその姿は、隊員に蒸気機関車を連想させた。

「いつも行くパチンコ屋は改装中で、雀ジヤン荘そうは休みだとよ。居場所がないから、ついここに来たわけだ」

「一条先生の居場所がなくなると、雪が降るんですか」

「馬ば鹿かかお前は。これは、季節を逆転させる術だ。この部屋のエアコン、効き目が悪いんだ」

「でしたら、ご自宅で術を使えばよかったのではないでしょうか」

「八畳じよう以下の範はん囲い設定がわからん。術本を読むのも面めん倒どうだ」

「この術、結構ややこしいですからね」

　もう一度くしゃみを放ち、尚が顔を顰める。

「まずい、眠ねむくなってきた。雪山で寝ねたら死ぬんだっけな。冷蔵庫に缶かんコーヒーが入っているから、取ってくれないか」

「冷蔵庫……」

　部屋の隅すみにある白い冷蔵庫へ苦労して辿たどり着き、隊員は缶コーヒーを出した。冷えているはずなのに、かじかんだ指先には温かく感じた。

　隊員の渡わたした缶コーヒーを開け、尚は長く息を吐いた。

「で、隊員。何の用だ？」

「あ、そうでした……」

　赤くなった指先をさすりつつ、隊員は医務室の中を見回して言う。

「こちらに、家長がいらっしゃらないかと思いまして。家長は夏場、よく医務室でサボっていると聞いたもので……」

　隊員は部屋の奥にあるベッドに目を留めた瞬しゆん間かん、悲鳴を上げた。ベッドの上に家長の遠とお峰みね秋しゆう一いちが、寝転がっていた。いや、当初は布ふ団とんを被かぶって眠っていたのだろうが、今は全身を雪に覆おおわれ、青白い顔をして意識をなくしていた。

「家長、家長、しっかりして下さい。生きてますか？」

　隊員が駆かけ寄って遠峰の肩を揺ゆすると、遠峰は薄うすく目を開けて薄く笑った。

「やあ、寒いね。そして眠いよ」

「寝たら駄だ目めです。起きて下さい。副家長が未解決事件資料の件で、探しています」

　隊員は遠峰の顔を何度もひっぱたいた。遠峰はベッドの中で横になりつつ新聞を読んでいたらしく、手の中で新聞紙が凍りついていた。

　日本列島猛もう暑しよという一面の見出しを眺ながめ、意識を取り戻もどした遠峰がため息をつく。

「自然の力は怖こわいね」

「自然よりも、人間の方が怖いです」

「いいことを言うね。確かに人災の方が、たちが悪い。ところで一条先生」

　そう言って遠峰はベッドからゆっくりと起き上がり、スーツの上に積もった雪を払はらった。床ゆかに落ちた雪が、小さな山を築く。

「京介君の退院って、今日でしたっけ」

「多分な。おお、東口に新しい店ができたのか」

　新聞から落ちたパチンコ屋のチラシを拾い、尚が言った。吹雪ふぶきの中で、果か敢かんにも煙草たばこに火を点つけようとしている尚を振ふり返り、遠峰は尋ねる。

「退院祝いって、何が喜ぶと思います？」

「知らん」

　尚は悔くやしげな顔で短く言い放ち、ライターをこすり続けた。

「知らんって、一条先生の子供なのに」

「本当にわからないんだよ。あいつがガキの頃ころのクリスマスにな、喜ぶと思ってサンタクロースの変装をしてやったんだ。それなのに、俺の姿を見て、笑うどころかため息をついた」

「人間の父親は大変ですね。ホッキョクグマの父親は、あまり子育てには参加しないらしいですよ」

　医務室の扉とびらまで数歩歩いたところで、遠峰は隊員に命じた。

「炎ほのおの術で、一条先生に火を貸してあげて」

「気がきくな。さすが家長さんだ」

「僕は部下に優やさしい統率者ですから」

　隊員は尚のくわえた煙草の先に、玲れい洗せん樹じゆの枝を向けて呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。三尺前方対象、大気を糧かてに発火。戌いぬへ沈しずめ」

　雪を飲み込み、天てん井じようのつららが一瞬で蒸発するほどの巨きよ大だいな炎の塊かたまりが発生した。尚が何やら大声で叫さけんだが、熱風に遮さえぎられ、隊員の耳には届かなかった。




　角を曲がったところで出くわした近所の婆ばあさんは、京介の顔を見ると、「このところすっかり顔を見ないから、喧けん嘩かをして死んだのかと思っていた」と言った。婆さんは京介の生存をやけに喜び、自分の畑で収しゆう穫かくしたばかりだというトウモロコシを七本もくれたが、大半が虫に食われていた。

　重い荷物を抱かかえ、京介が自宅の玄げん関かんの扉を開けると、今まで鳴り続いていたらしい電話が、ちょうど切れたところだった。家の中には人の気配はなく、家族は全員出で払はらっているようだ。窓から差し込む西日が、廊ろう下かに長い影かげを落としている。

　京介は台所にトウモロコシを置き、持ち帰った衣類を洗せん濯たく機きに入れてスイッチを押した。二階に向かう途と中ちゆう、居間を覗のぞいてみると、壁に設置されていたはずのエアコンが真ん中から半分に折れて、床に横たわっていた。「誰だれか直せ」と書いた紙が貼はりつけてあったが、その字は父親のものだった。

　久しぶりに戻った部屋の真ん中で、京介は息をひとつ吐はき、とりあえず換かん気きのために窓を開けた。近所の子供の歓かん声せい、ヘリコプターの喚かん声せい、烏からすの悪声。そんなものがひと塊かたまりになって、窓から部屋の中へ攻せめ込んでくる。何ということもない生活の音だが、何となく気が休まる思いがした。

　机の上に、京介宛あての郵便物がいくつか置いてあった。四通のうち、四通が学がく習しゆう塾じゆくからのダイレクトメールだった。封ふう書しよに躍おどる宣伝文句によると、受験戦争はとっくに始まっていて、この夏が勝負だということだった。戦争は嫌いやだなと思いながら、それらをゴミ箱へ捨てた。

　荷物のバッグを開き、中身を全すべてベッドの上に出した。使い捨てなのに捨てるのを忘れていた歯ブラシや、医師に取り上げられて、戻ってきた時には中身が空になっていた煙草の箱や、同室の患かん者じやが別れ際ぎわに強ごう引いんに渡わたしてきた賞味期限切れのスルメなど、どうでもいいものが次々に転がり出てくる。

　最後に、薄い書類の束が出てきた。

　古代術本の複写資料だ。基準値以上の潜せん在ざい精神力を持つ術者だけが使うことのできる、特とく殊しゆな術を集めたものだ。使い方次し第だいでは、世界を滅ほろぼすことも可能。消しよう耗もうしやすい潜在精神力をむやみに利用すれば、使い手の肉体を滅ぼすことも容易だ。

　あなたなら、違ちがうように使える──複写資料を差し出した人間が残した言葉の意味を、京介は入院中ずっと考えていた。そして最後まで、満足のいく答えは見つからなかった。

　漫まん然ぜんと思ったことは、ただひとつ。こんな大きな力を使わなければ対処できないようなことは、できればもう起こらないでほしい。

　少し考えた末に、複写資料だけを残し、他はまとめてゴミ箱へ捨てた。窓から流れこんできた風は、太陽に炙あぶられすぎたのか、焦こげた匂においを吹ふかせていた。

　階下で「ただいま」というかん高い声がした。満まん杯ぱいになったゴミ箱と共に階段を降りると、玄関で妹の豊花がサンダルを脱ぬぎ捨てているところだった。

「何よ京介。もう帰ってたの？　病院まで迎むかえに行ってやって、お迎え料を毟むしり取ろうと思っていたのに」

　顔を上げた豊花が、強欲そうに鼻の穴を膨ふくらませた。肩かたに大きなビニールバッグを引っかけている。どこかへ遊びにでも行ってきたのだろう。

　豊花が頰ほおの肉を緩ゆるめ、笑った。

「退院おめでとう」

「ああ」

「エアコンが壊こわれちゃったの」

「見た」

「父さんが蹴けったのよ」

「毎日暑いからな」

「この家の中で一番涼すずしいところは、玄げん関かん先さきなの」

「ふうん」

「あんたも昼ひる寝ねがしたくなったら、ここで寝るといいわ。でも、先に見つけたのはあたしだから、場所代は払はらってね」

「病院で充じゆう分ぶん寝てきた」

　豊花の腹がものすごい音を上げて鳴った。豊花は腹部を押さえ、大きく肩を落とした。

「かき氷しか食べてないから、お腹なかが空すいたわ。京介さあ、何か食べるもの作ってよ」

　玄関にある壁かべ時計を見ると、午後の四時過ぎだった。夕飯には早いが、豊花の胃い袋ぶくろは二十四時間稼か働どう中なので、時間は問題ではない。

　ビニールバッグを京介の手に押しつけ、豊花は台所の方へ歩いて行く。急速に疲つかれた気がして、京介は静かに肩を落とした。

　だが、こうして家に戻もどって来られただけでも、運がよかったと思わなくてはならない。近所の婆ばあさんが勘かん違ちがいしたように、本当に死んだかもしれなかったのだから。

　ほんの少し目眩めまいがしたのは、暑さのせいだと決めた。




　台所にはほとんど食材がなかった。出前を取る金もなかったが、豊花が台所の隅すみからそうめんを見つけてきた。茹ゆでたついでに、もらったトウモロコシも茹でたら、湯の中でそれは見事に分解してしまった。

「そうだ。あのね、今日、市民プールに行ったら、中学の時の友だちに会ったの」

　湯気を漂ただよわす鍋なべを前にして、豊花が言った。

「でね、あたしが三年の時に同じクラスだった子が、どうも家出をしたらしいって話を聞いたの」

　京介の持つ菜さい箸ばしに視線をやったまま、豊花は眉まゆを寄せていた。豊花はいつでも見ているだけで、決して手伝おうとはしない。

「でも沙織は……あ、その子、榎本沙織っていうんだけど、京介は同じクラスになったことある？」

「さあ」

　覚えのない名前に、京介は首を捻ひねった。中学の三年間で同じクラスになっていたとしても、よほど係かかわりがなかった限り、京介は他人の名前を覚えていない。そして係わりがあったと言えるような生徒は、京介にはほとんどいなかった。

「その沙織って、わりとおとなしい感じの子でね」

　汚よごれた換かん気き扇せんを見上げ、豊花は鼻の頭に皺しわを寄せた。

「家出みたいな思い切ったことは、しなさそうな子だったんだけど」

「高校に入って、性格が変わったんじゃないか」

　鍋の中身をかき回しながら、京介は答えた。

「それで、人といるのが面めん倒どうくさくなったとか」

「あたしもそうなのかなあって思った。で、そういう性格って、まさに京介みたいじゃない？　それであんたに聞きたかったの。京介なら家出をしたら、どこへ行く？」

「どこにも行かない」

　湯気に向かって息を吐はき、京介は答えた。

「どこにも行かないし、どこにも行けない。どこに逃にげても、絶対誰だれかが追いかけてくる気がする」

　豊花はしみじみとした顔で頷うなずき、「よくわかってるのねえ」と答えた。

　とりあえずできあがった食事は、豊花の指示により、家の中で一番涼しい玄関先で食べることになった。一番涼しい場所が玄関でよかったと、京介は思った。選ばれた場所が風ふ呂ろ場ばだったら、豊花はきっと、シャワーを使って流しそうめんを始めたに違いない。

「ねえ京介。あのこと、考えた？」

　めんを軽快にすすりながら、豊花が尋たずねてきた。空になったグラスに麦茶を注つぎ、京介は問い返す。

「あのことって」

「家長護衛隊のことよ。入るかどうか、ちゃんと決めた？　入隊試験の願書の受付は、来月中よ」

「あまり気が進まない」

　麦茶の瓶びんについた水すい滴てきを意味もなく眺ながめ、京介は正直にそう答えた。

　六月の事件の後、京介たちは家長本人から、家長護衛隊へ入ることを勧すすめられていた。護衛隊といえば、組織幹部以外で術者が就つける一いつ般ぱん職しよくとして、最も基本給の高い身分だ。入隊試験の難易度は相当なものだが、家長は京介たちにその気があれば、試験を免めん除じよにすると言っていた。

　豊花は、報ほう酬しゆうが矯きよう正せい術者の倍以上になるというだけで、護衛隊に対して何の不安も迷いもないらしい。京介はただ、根こん拠きよのない躊躇ためらいが生じるので、答えを決めかねている。矯正術者として、まだ納なつ得とくのいく働きをしていないことが理由なのか、単純に団体行動である護衛隊に苦手意識が働いているだけなのか、自分でもそれはよくわからなかった。

　片眉を上げた豊花が、大きく嘆たん息そくした。

「京介の心を動かすものって、一体何なのかしらね」

　誰かの部屋の窓につけてあるのだろう、風ふう鈴りんの音がのんびりと聞こえてきた。豊花は黙だまって、三人前のそうめんを一人で食べ続けていた。

　玄関のチャイムが鳴った。閉じた扉とびら越ごしに、豊花が「どなたですか」と呼びかけると、すぐに返事が返ってきた。

「こちらは光流脈統とう轄かつ管理本局です。以下、本家と称しようしますが、構いませんか」

　低い男の声の語ご尾びは丁てい寧ねい語だったが、語気は完全に喧けん嘩か腰ごしだった。豊花は返事をしかけたが、口を開く前に相手が言った。

「本家副家長の石いし田だと申します。一条京介君はお帰りですか」

　副家長の石田という名前から、岩に近い人相と塀へいに似た体格を思い出し、京介は思わず唸うなってしまった。以前にも会ったことがあるが、ひたすら暴力的な印象があった。実際にも暴力を振ふるわれた。そして痛かった。あの大男が何の用だというのだろうか。

　京介は豊花と顔を見合わせた。豊花の目は、お前が扉を開けろと命令していた。ため息をつき、仕方なく京介は立ち上がる。

　扉を開けると、入り口をそっくりそのまま塞ふさぐ形で、スーツ姿の大男がいた。身長は二メートル弱、体重は百四十キロくらいあるだろう。そんな石田が目の前に立っていると、空気の流れが堰せき止められて、酸欠になりそうな気がした。

「いたのか」

　眉み間けんに深い皺を刻み、石田が頷いた。この男は常に険しい表情をしている。もともとこういう顔つきなのか、もともと一日中不ふ機き嫌げんかのどちらかだろうが、京介としてはもはやどちらでもよかった。あまり面会したくないタイプ。ただそれだけだ。

　両目を鋭するどく細め、石田は言った。

「病院の方に連れん絡らくをしたら、もう退院したと聞いたものでな。体調はどうなんだ」

「多分、平気」

　石田は一度咳せき払ばらいをした後、京介の背後に視線をやった。目があってしまったのか、豊花が息を飲む声が大きく響ひびく。石田はそれほど興味もなさそうに、鼻の穴を動かした。
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「食事中か」

「まあ一応」

「玄げん関かん先さきで食事とは、変わっているな」

「妹の趣しゆ味みなんだ」

「家長からの退院祝いを届けに来た」

　石田は唐とう突とつに話題を変えると、精密機械のような動きで、右手に抱かかえていた四角い物を京介の顎あご先さきに突つきつけてきた。特大瓦かわらか何かで殴なぐられるのかと京介は一いつ瞬しゆん思ったが、それは包装紙に包まれた薄うすい箱だった。

「虹原屋のスペシャル水ようかん。しかも一番高い詰つめ合わせ」

　背後から駆かけつけてきた豊花が、箱を受け取って商品名を読み上げ、更さらに歓かん声せいを上げた。豊花は箱を抱だきしめ、そのまま家の中に走り去って行った。

　京介が視線を戻もどした時、石田はもう門を出て、家の前に停とまっていた黒い車に乗り込んだところだった。妙みように高級そうなその車は、夕日を浴びて険しい輝かがやきを放っていた。

　車が音もなく走り出し、京介は小さく息を吐はいた。わざわざ退院祝いを届けに来るとは、石田は結構暇ひまなのだろうかと思った。考えてみれば本家内でのもめ事も片づき、家長の敵はもういない。護衛隊は何から家長を護まもるというのだろう。

　振り返ると、豊花が水ようかんをものすごい勢いで食べていた。




「理解不能だ」

　一条京介の自宅を発たった車の中で、石田栄えい治じは呟つぶやいた。後部座席に座る石田の傍かたわらには、付き添そいの護衛隊員がいた。

「あの双ふた子ごを、家長は護衛隊の新隊員候補にほぼ決めている。一体どこが優すぐれているのか、全くもって理解不能だ」

　石田が脚あしを組み替かえると、車内が大きく揺ゆれる。運転手が喉のどを鳴らし、石田の隣となりで隊員が身を縮こまらせた。

「副家長は、反対なんですか」

「当たり前だ。君だって、あんな子供に自分と同じ職務が務まると思っていないだろう」

「それは、まあ」

　本家専用の車は踏ふみ切りに差しかかり、停車をした。遮しや断だん機きの向こうで、電車の警笛が鳴り響く。眉間に深い縦たて皺じわを刻み、石田は鼻息と同時に低い声を吐き出した。

「彼らは在職中の矯正術者として、経験はまだたったの四ヵ月。年ねん齢れいも若すぎる。術者成績とて、大目に見てやってもぎりぎり平均。加えて双子の兄の方は、潜せん在ざい精神力が並外れて優ゆう秀しゆうといえども、肉体の方が第三段階無効治ち癒ゆ体質。いつ完全に壊こわれるのかもわからない、傷あり術者」

「そうですね」

「妹の方は、潜在精神力がゼロという空っぽ術者」

「そうですね」

「そんな術者を、どうして護衛隊に入れようとするのか、どんな役に立つのか、見当もつかない」

「……そうですね」

　猛もう犬けんに似た顔をする石田に、隊員はますます体を小さくした。

　車窓の向こうで、虹原の街並みは、陽炎かげろうに包まれて気け怠だるく揺れていた。




　午後六時。太陽が殺人的な黄色から、緩ゆるやかな暮色へ勢いを控ひかえるのを待ち、京介は虹原高校へ行った。通学路ですれ違ちがう生徒の姿はなく、校庭の隅すみの方からは、蟬せみの大合唱が自棄やけくそ気味に響いていた。

　職員室にいた担任教師は京介の顔を見ると、「馬ば鹿かは風か邪ぜを引かないって、噓うそだったんだなあ」と真しん剣けんに言った。光流脈使いの存在を、一いつ般ぱんの人間は知らない。学校側には今回の入院を、夏風邪が悪化したということにしておいた。

　教師は課題の山を京介に与あたえてくれた。それは比ひ喩ゆではなく、本当に山だった。

　数学の問題集、三冊。それぞれ厚みのない簡単なものではあるが、ページ数を合計すると五百三十ページにもなった。読書感想文は四冊分。本が見つからなかったという言い訳を防ぐためか、親切に文庫本を用意しておいてくれた。原文で書かれた英文学、二冊まるごと翻ほん訳やく。その他の科目は主にレポートを提出するらしいが、その内容をまとめた紙でさえ、三枚に及およんだ。

　脳のう味み噌そがオーバーヒートしそうな量ではあるが、全すべて提出すれば、留年にも退学にもならないという。期限は一応、二学期の始業式であるが、「今年中でいいって、どの科目の先生も言ってたよ」と教師は笑った。いい学校だなと、京介は入学以来初めて思った。そうではなくて、単純に期待されていないのかもしれないとすぐに気づいた。

　京介が昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替えていると、自分以外の足音が聞こえ、それは小さな息の音と共にすぐ側そばで止まった。

　顔を上げると、廊ろう下かにセーラー服の生徒がいた。京介と同じクラスの女子生徒で、風紀委員の塩しお原ばら友とも子こだった。

「一条君、退院できたんですね」

　喉でも渇かわいているのか、少し掠かすれた声で塩原が言った。

　この蒸むし暑い中、スカートの丈たけは校則通り、律りち儀ぎに膝ひざ下したまでを覆おおっている。きっちりと編まれた髪かみが、背後の窓から差す夕日に彩いろどられ、重そうに肩かたへ垂れていた。塩原も大量の紙の束を抱かかえていたが、それはチラシか何かの類たぐいのようだった。

「ああ。じゃあ」

　京介は短く答え、塩原に背を向けた。さっさと家に戻もどらないと、手にした荷物が重くて腕うでの筋肉がどうにかなりそうだった。

「い、一条君」

　背後から裏返った声で、塩原が呼びかけてきた。

「あの、休み中でも、学校に来る時は制服で来て下さい。校則で、そう決まっていますから」

　振ふり返ると、塩原は眩まぶしそうな顔で京介の服装を眺ながめていた。無地の白いＴシャツにジーンズという、どうということのない私服でも、風紀委員には見過ごせないようだ。さすがというか、相変わらずというか、一応頷うなずき返しながらも、京介はため息をついた。

「あ、あの……」

　上履きの底を短く鳴らし、塩原が一歩近づいてきた。日にち没ぼつが近いというのに、塩原の鼻の頭には汗あせの粒つぶが浮ういていた。

「それ、夏休みの課題ですか」

「ああ」

「計画的にやらないと、最後の日につらい思いをしますよ」

「知ってる。……知ってるだけだけど」

「あの、私……」

　塩原が言いかけた時、騒そう々ぞうしい足音を立て、男子生徒が廊下を走ってきた。男子生徒は塩原の姿を見ると、眼鏡めがねを鋭するどく輝かがやかせて足を止めた。

「塩原君、こんなところにいたのかね。探したぞ。お……」

　京介に気がつくと、相手は先ほどの二十倍ほど強く、眼鏡を光らせた。

「一年六組一条京介君ではないか。いやはや、我が親友、久しぶりだ」

　京介と塩原の間に割り込んでくると、男子生徒は軽快に笑い声を上げた。生徒の名前は長谷はせ常つね彦ひこ。三年の風紀委員長であるが、京介は彼を友だちだと思ったことは一度もない。

　長谷の顔を見た途と端たん、何となく疲つかれを感じて京介が肩を落としていると、何故なぜか塩原も深くうなだれていた。

「一条京介君、これを見たまえ」

　制服のポケットからペン状の物体を三本取り出すと、長谷はどこか不敵な感じのする笑えみを浮かべた。

「これはな、虹原市内高等学校風紀委員会連盟、略して『虹にじ風ふう連れん』の合宿で開発した、校則違い反はん者しや摘てき発はつグッズ『魅み惑わくの筆記用具』というものだ」

「帰りたいんだ」

「まあまあ、いいから聞きたまえ。形はボールペンに似せて作ってあるから、持ち運びも便利だ。だがその力は、ただのペンとは違ちがうぞ。例えばこの『黒』は、ニコチン成分発見器になっている。煙草たばこを所有している生徒や、五時間以内に喫きつ煙えんした生徒に向けると、あらびっくり──」

　長谷は黒いペンを、京介の鼻先に突つき出した。

　塩原が眉まゆを下げ、長谷は目を輝かせて何かが起こるのを待っていたようだが、びっくりするようなことは何も起こらなかった。蟬せみの合唱が更さらに大きくなり、京介は前髪が揺ゆれるほどため息をついてやった。

「故障かもしれないな」

　長谷はそう呟つぶやくと、黒いペンを引っ込め、今度は青いペンを京介に突きつけた。

「『青』は、煙草以外でも、校則違反物を所有しているかどうかを判断できる。校則を犯おかしている生徒というのは、少なからずの緊きん張ちよう状態にあるはずだ。対象の体温と発はつ汗かん状態から違反を調べ上げるこれは、噓うそ発はつ見けん器きと近い仕組みになっているわけだな。さあ一条京介君、これをわきの下に挟はさんで五分待つのだ」

　蟬の合唱に、烏からすの鳴き声が加わった。京介が五分近く黙だまっていると、長谷は「検査対象の協力が必要なのが難点なのだ」と言いながら、青いペンをポケットに戻した。

　最後に残った赤いペンを眺め、長谷は首を捻ひねった。

「『赤』はどうしたものかなあ……。『虹風連』の参加者の中に、虹原女子大学付属高校占うらない研究部の生徒がいてだな。彼女が合宿前から五十日もかけて作ったそうだが、一度も反応が出ないのだよ。失敗作なのかもしれないなあ」

「だったら捨てればいい」

「いやいや、『赤』が正確に機能すれば、三本合わせた名めい称しようを『三色の神じん器ぎ』に変えることができるではないか。その方が『魅惑の筆記用具』より格好いいだろう」

「それなら、さっさと試ためしちゃいましょうよ」

　京介よりも先に、塩原が苛いら立だたしそうに口を開き、長谷の手から赤いペンをもぎ取った。

「それで、委員長。『赤』は何が調べられるんですか」

「占い研究部が言うには、未来がわかるそうだ。不ふ吉きつなことが起きる人間に、反応するらしい」

「校則違反と全く関係ないじゃないですか……」

　文句を言いながら、塩原は京介の方へ赤いペンを向けた。ペンの内部から、か弱い電子音が響ひびいた。

「おお、『赤』が初めて反応を示したぞ。成功だ。やったぞ、『三色の神器』の誕生だ。ありがとう、我が親友よ」

　長谷は京介の肩かたを何度も叩たたき、何度も笑った。誰だれでもいいから風紀委員を寄せつけない機械を作ってくれないかと、京介はかなり真しん剣けんに願った。

「そうだ。礼のついでに思い出したが……」

　長谷がふと手を止め、言った。

「一学期、合宿で私が留守中に、塩原君の仕事を手伝ってくれたと聞いたぞ。風紀委員代表として、礼を言おう」

　再び京介の肩を叩き、長谷は眼鏡を光らせる。

「だが、借りを作ったとは私は思わないぞ。何故なら我々は親友だからだ」

「本当に、帰りたいんだ」

「お、もうこんな時間かね。日が長いとついつい油断してしまう」

　腕うで時計を確かく認にんした長谷は、あっさり京介に背を向けると、塩原に命じる。

「塩原君。さっさと始めよう。他ほかにもまだまだ仕事が残っているのだからな」

　塩原が渋しぶったように頷うなずき、壁かべ際ぎわへ移動してゆく。塩原が抱かかえていた大量の紙はどうやらポスターらしく、それを一枚一枚壁に貼はりつけている。ポスターには「夏休みは危険がいっぱい。喫煙・万引き・覚かく醒せい剤ざいは処しよ刑けい」という大きな赤い文字が、黒い背景の前で躍おどっていた。

　京介が歩き出すと、長谷が「二学期にまた会おう」と手を振ふった。京介としては、二学期にも三学期にも特に会いたくはなかった。

　昇しよう降こう口ぐちを出て空を見上げると、大きな夕日が見えた。長谷の持っていたペンと同じ色の、歪いびつな太陽。

　網もう膜まくが焼かれ、一いつ瞬しゆん京介の視力が鈍にぶった。






















　家の中でエアコンのある部屋は、居間だけ。そしてそのエアコンは壊こわれている。

　家の中でテレビのある部屋は、居間だけ。そして京介は、特に観みたいテレビ番組はない。

　必然的に京介が居間にいる必要はなく、夕食後、さっさと自室に引き払はらって眠ねむろうと思ったところ、豊花によって引き留められた。豊花が言うには「あんたは入院中に欠けつ乏ぼうしていた家族団だん欒らんに浸ひたるべきだ」という理由かららしいが、実際のところはお茶を汲くまされたり西瓜すいかを切らされたりと、単なる使いっ走りとして使われただけだった。

　テレビでは、野球のナイター中ちゆう継けいが延長なしで終しゆう了りようし、午後九時前のニュースを放映していた。テレビの前に陣じん取どっている父親の尚は、贔ひい屓きの球団が負けたため、ニュースキャスターに向かって不ふ機き嫌げんなひとり言を発していた。豊花はその隣となりで、西瓜の食べ過ぎで膨ふくれた腹を出して寝ね転ころがっている。母親と姉は、先週からそれぞれ里帰りと出張に出かけていて、不在。大して考えるまでもなく、この家にはもともと浸るべき家族団欒など存在しないことに、京介は気がついた。

　そこへ、廊ろう下かで電話が鳴った。

　尚は「だからピッチャー交こう替たいが遅おそすぎたんだ」とひとり言を言い続け、豊花は自分の腹を叩いてうっとりと微笑ほほえむだけだ。仕方がないので、京介は廊下に出て電話を取った。以前までは「京介が暗い声で電話に出ると、一条家のイメージが悪くなる」と言われていた。要するに、家族全員が自分勝手だということは、京介も生まれた時から何となく理解はしていた。

　電話の相手は豊花の友人らしく、橋口と名乗った。京介は豊花を呼んで受話器を渡わたした。豊花はにこやかに電話に応じている最中、ずっと腹を叩いていた。

　居間に戻もどり、京介は食い散らかされた西瓜の皮を片づけた。台所に移動し、隅すみにまとめて置かれた古新聞に目的もなく目を通していると、豊花が廊下から戻ってきた。腹はまだ出ていたが、その表情にはかすかな緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。

「京介、夏休みの予定ってある？　ないわよね。やることなんてないわよね」

　豊花は京介に顔を突つきつけ、そう言った。蛍けい光こう灯とうの光を受け、大きな目の中央に白い影かげが揺ゆれていた。

「今日、榎本沙織って子が家出したって話したでしょう？　今電話をくれた子がね、本人の家に連れん絡らくして、確認を取ったの。それでやっぱり間ま違ちがいなくて、戻ってないんだって」

「大変だな」

「そう、大変なの。その子の親は警察に頼たのんだんだけど、全然進展がないんだって。それでね、中学の同窓生で、捜そう索さく隊たいを組むことにしたの」

　頰ほおを軽く紅潮させ、豊花は強く鼻息を吐はいた。まともに京介の顔に吹ふきかかった息は、熱気に満ちていた。

「これから集まって、作戦会議なの。人手が必要だから、京介も手伝ってくれない？」

　豊花の口調は疑問形でありながら、その目の輝かがやきは、ほぼ強制参加であることも示していた。

　片手で豊花の鼻息を煽あおり、本心から京介は言った。

「放ほうっておいてやった方が、いいんじゃないか」

「何よそれ」

「何か理由があって行方ゆくえをくらましたなら、放っておいてやればいい。探されたら、逆に嫌いやがるかもしれない」

「そうかもしれないけど、沙織の親も心配しているし、あたしたちも心配だもの」

　鼻の穴と頰を同時に膨らませ、豊花は目をつり上げた。

「もし家出先で問題なく過ごしているなら、別に連れ戻す必要はないって、あたしも思うわよ。でもさ、何かトラブルに巻き込まれてたらどうするの？」

「おれはどうもしない」

「あんたねえ、同じ虹原東中学校第四十八回卒業生でしょう？」

「四十八回だったのか」

「そういう冷たい態度を取ったら、いけないと思う。京介は沙織と友だちじゃないから関係ないって思っていても、あの子が掃そう除じをした廊下を歩いていたはずよ。美化委員だったんだから」

　そんな理由で一人一人を助けていたら、いつか気配りのしすぎで死んでしまいそうな気がした。それとも単に自分が冷れい淡たんなだけで、もともと人間社会の共同性はそのように成り立っているのか。京介は首を捻ひねって長い息を吐いた。

「手伝ってくれるの？　くれないの？」

　豊花の目はますますつり上がっていく一方だった。

　豊花がこんな目をする時は、いくら拒きよ否ひしたところで、結局最後は従わされることを京介は知っている。夏休みの予定はないが、課題は山ほどあるのだと言っても、聞いてもらえないだろう。

　風に乗ってどこかの家から、調子外れなピアノの音が微かすかに流れてきた。




　豊花に連れられて京介が向かった場所は、駅前通りにあるファミリーレストランだった。

　時刻は午後九時半。夕食時を過ぎた時間帯であるが、店内は空席が見当たらないほどに混雑している。七月下げ旬じゆんで、市内にある学校は、どこも夏休みに入っている。客のほとんどは、京介たちと同じ年ねん齢れい層と思われる者ばかりだった。

「豊花っち、こっちこっち」

　窓まど際ぎわにある禁きん煙えん席せきで、髪かみの毛をオレンジに染めた色黒の女が、大きく手を振ふっていた。

　豊花がそれに応じて歩き出し、仕方なく京介もついて行く。広いソファを集めた大人数用のテーブルには、オレンジ頭の女の他ほか、少年少女が二人ずつ既すでに座っていた。

「あれ、一条君？　一条君も来てくれたの？」

　腰こしを浮うかしたオレンジ頭は、京介の顔を見ると、ひらひらと親しげに手を振ってきた。在校中、中学の廊ろう下かですれ違ちがったことくらいはあるかもしれないが、京介は彼女の顔も名前も知らなかった。

　どう反応を返すべきか困こん惑わくし、結局黙だまっていると、オレンジ頭は豊花の肩かたを叩たたき、噴ふき出した。

「やっだあ、相変わらずなんだねえ。張り合いがないわ」

「でしょう？　もうねえ、高校でもずっとあんな感じなのよ。夏休み中もね、遊ぶ予定もなくて西瓜すいかばっかり切ってるから、可哀かわい相そうになって連れてきたの。みんな仲よくしてあげてね」

　豊花はそう言ってオレンジ頭の隣となりに腰を下ろし、その横に京介を引っ張って座らせた。どうやらオレンジ頭が、先ほど家に電話をかけてきた橋口という女のようだ。

　テーブルの上には筆記用具と、おかわり自由らしいコーヒーカップが散乱し、その場にいた同窓生の服装は、ありふれた軽装だった。捜索隊という言葉に、京介は仰ぎよう々ぎようしさを感じていたが、どうやら大それたことはまだ始めない模様だ。

「……うわ、一条京介だよ……」

　ちらちらと京介の顔を盗ぬすみ見していた同窓生の誰だれかが、小さく呟つぶやく声が聞こえた。

「……相変わらず無表情だなあ……」

「……怒おこってるんじゃないの？　豊花ちゃん、強ごう引いんだから……」

「……俺の学校でも、あいつ有名だよ。入学早々、虹原高校の総番を倒たおしたって」

「……誰か、水とおしぼり、渡わたしてあげなさいよ」

「……怖こわい。殺されちゃう」

「ええと、一条君はクラスが違ったから、まず先に説明しておくね」

　橋口がテーブルに肘ひじをついて話し始めると、同窓生一同は、ようやく京介から視線を外してくれた。あからさまな敵意を向けられるより、盗み見の方がましだったが、それほど気分はよくなかった。

「家出をしているのは、榎本沙織っていう女の子で、私たちはみんな同じ三組だった。クラスの中で、仲よしグループだったわけ」

　仲よしグループという言葉に、京介の脳が一いつ瞬しゆん痛覚に似た不調を訴うつたえた。恐おそらく、自分の中に辞書という物があるのだとすれば、仲よしグループという単語は載のっていないのだろうと思った。

「それでまあ、見てわかると思うけど、卒業後はみんなばらばらの学校に進んでるわけ。榎本沙織は、虹原女子大学付属高校に行った。入学してからは、付属の寮りように住んでいるわ」

「沙織が寮からいなくなったって、いつわかったの？」

　テーブルの上の誰かのカップを勝手に取り、通りかかった店員にコーヒーを頼たのんでから、豊花が質問する。京介たちがこの店に来る前から、橋口たちはかなり長い間居座っているらしい。コーヒーを追加した店員は、やや迷惑そうな顔をしていた。

「三日前。電車の中で虹女付属の制服を着た人が話しているのを聞いたんだ。で、榎本沙織って名前が出てきたから、詳くわしく教えてって頼んだの」

　京介の向かい側にいる女子が、口を開いた。とんでもなく露ろ出しゆつ度どの高い服を着ていて、露出された肌はだには蚊かに刺さされた痕あとがいくつもあった。

「あそこの学生寮って、夏休みに入ると、大たい抵ていの生徒は実家に戻もどるらしいのね。沙織も学校側にはそう報告して、親にも帰ることを告げていたのに、家に帰ってこない。親が心配して学校に連れん絡らくしたら、寮の部屋に書き置きがあったんだって」

「書き置きの内容は？」

　豊花が尋たずねると、女子は首を傾かしげて二にの腕うでを搔かいた。

「そこまではわからないけど……。でも、それを読んだ警察が大々的には動かないってことは、自分の意思でいなくなることがちゃんと記されたものなんじゃないの？」

「遺書っぽいものでも、ないんだろうなあ」

　京介の斜ななめ前にいる賢かしこそうな男子が発言すると、場の空気がやや重くなった。

　豊花がテーブルを叩き、空気を拡散させるようにして言った。

「ねえ、虹女付属の生徒にさ、書き置きの内容も含ふくめて、もっと詳しく話を聞けないかな？　高校に進学してからの沙織の様子を一番知ってるのは、虹女付属の人だろうし」

「それがさあ、生徒がそうやってぺらぺら喋しやべるから、あちこちに尾お鰭ひれのついた変な噂うわさが流れちゃったみたいでね」

　ピンク色の口紅を塗ぬった女子が答える。

「学校側はあまり騒さわぎにしたくないみたいで、生徒に箝かん口こう令れいをしいたみたい。さっきもコンビニで虹女の生徒がいたから、話しかけてみたんだけど、何も話してくれなかった」

「じゃあ、たとえば校門前とか学生寮で待ち伏ぶせして、生徒を適当に捕つかまえても、駄だ目めってことかあ……」

「そう。それで、今ちょうどみんなで話していたところなんだけど」

　豊花の手からカップを取り、橋口が言う。

「誰か、虹女付属にツテはないかな。同じ塾じゆくにいるとか、友だちの友だちとかでもいいけど……」

「ツテねえ……」

　何人かがほぼ同時に嘆たん息そくし、全員が天てん井じようを見上げた。頭の中にある「友だち一覧表」にでも、検けん索さくをかけているのだろう。京介は考え込む必要もなく、他校に知り合いは一人もいなかった。

「いないなあ……」

「友だちの友だちってパターンも、思いつかない」

「うちの中学から、沙織の他ほかに虹女付属に行ったのって、誰だれだっけ」

「覚えてないなあ」

「虹女の制服は覚えてるんだけど」

「三十万するらしいね」

「マニアは五十万で買うよ」

　何も考えることがない京介は、テーブルの上に視線を投げた。

　失しつ踪そう人にんの捜そう索さくには、確か追つい跡せき術という術が使える。だがそれは高等術の一種のため、京介や豊花はまだ修得していない。

　古代術に同じような効用のものがないかと考えかけて、あったとしても使用は不可能だとすぐに気がついた。古代術の使用には専用の玲れい洗せん樹じゆの枝が必要で、それは京介の手元にはなく、本家が保管している。複写資料を持っているだけでは、何の役にも立たないのだ。

　口紅の女子が備えつけの紙ナプキンを取り、テーブルの上に転がった赤いペンで絵を描かき始めた。虹原女子大学付属高校の制服を描びよう写しやしているらしい。男子二名がそれを見て笑った。橋口と豊花は、話の論点がずれてゆくことに苛いら立だっているらしく、かすかに表情を翳かげらせていた。

「……あ」

　赤いペンを意味もなく眺ながめているうちに、京介は思い出し、ふと声を出してしまった。

　思いのほか大きな声が出て、豊花が「何よ」と眉まゆと首を捻ひねった。橋口も京介を見た。全員の視線が集まって、店員が無言でカップを下げていった。




　夕方、風紀委員の長谷が、虹原女子大学付属高校占うらない研究部の生徒がどうのこうのと言っていたことを、京介は思い出した。風紀委員の実態を京介はわからないが、彼らは虹女付属の委員と繫つながりがあるのかもしれない。

　あったとしてもその先どうするかを考えもせずに、豊花が京介を引っ張って席を立った。向かった場所は、店の入り口にある公衆電話だった。

　風紀委員の電話番号など二人とも知らないが、そこは豊花の頭の中の「友だち一覧表」が役に立った。豊花が数名の同級生に電話をしただけで、「一年六組の風紀委員で、お下げ髪がみの変な女子の電話番号」はわかってしまった。

　豊花に「あんたのクラスの子でしょう」と押し切られ、京介が塩原友子の家に電話をかけることになってしまった。京介は十割気が進まなかったが、仕方なくプッシュボタンを押す。

　受話器はやたらと重く感じた。呼び出し音を聞いている間、女子生徒に電話をかけるのは生まれて初めてだと気がついた。気がついたのはそれだけでなく、考えてみたら男女を問わず、京介は特定個人の同級生に電話をしたことがなかった。

　二年前につきあっていた砂すな島じま礼れい子こは、毎日学校で会っていても、時々電話をかけてきた。直じかに話すのと電話で話すのとは何となく違ちがうから、何となくいいんだと彼女は言っていた。

　何がいいのか京介がわからないうちに、礼子はいなくなった。

「……もしもし、塩原ですが。どちらさまですか」

　受話器の向こうで、不ふ審しんそうな声がした。ぼんやりしているうちに、電話が繫がったらしい。京介は意識を現実に戻もどした。

　声の感じからすると、塩原本人のような気がしたが、確信は持てなかった。何と名乗ればいいものか、京介はふと疑問に思った。虹原高校の者です、はどうだろうか。在校生である塩原に用事があると、すぐに伝わる。だがそれでは不確定すぎるだろう。一条です、はどうか。これも不確定だろう。どちらの一条かと聞かれたら、「虹原高校の者です」に立ち戻ってしまう。

　縁えんのない人間に電話をかけるのがこれほどまでに面めん倒どうだとは、京介は思いもよらなかった。それともこれは単純に、他人と友好関係を結ぶ能力に欠けていることの表れか。

　豊花は京介と受話器の間に、耳を張りつけて待機姿勢をとっている。大きな目が京介を睨にらみ「早く喋しやべれ」と言っていた。

　あまり喋りたくなかったが、これでは無言電話になってしまうので、京介は仕方なく考えた案をまとめて名乗ってみた。

「虹原高校の一条ですけど」

　大したことを言ったつもりはなかったが、受話器の向こうからものすごい絶ぜつ叫きようが響ひびいた。京介は受話器を一いつ旦たん耳から遠ざけた。豊花も鼓こ膜まくをやられたらしく、顔を顰しかめて耳を押さえていた。

「ど、どどうして、一条君が私の家の電話番号を知ってるんですか」

　やはり塩原本人らしい声が、絶え絶えの息の中でそう尋たずねてきた。相当怯おびえている様子だった。先月、なりゆきで仕事を手伝ってやった後は、何となく態度が軟なん化かしている気はしたが、気のせいだったらしい。やはり風紀委員にとっての自分は、校則違い反はん者しやであり天敵なのだろう。風紀委員のことなど思い出さなければよかったと、京介は少し後こう悔かいした。

「あ、クラス名めい簿ぼでしょうかね……そうですよね、そうでした……」

　勝手に納なつ得とくしたらしい塩原は、ぼそぼそと息を漏もらした。数センチ離はなしていた受話器を耳に戻し、京介は言った。

「聞きたいことがあるんだ」

「な、何ですか。あ。あの山のような課題のことですか。ああいったものは自分の力でやった方が色々と将来的にも」
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「そうじゃなくて。虹原女子大学付属にも、風紀委員会ってあるんだよな」

「虹女付属ですか。もちろんありますよ。虹風連で、我が校の委員会とも仲よしです」

　授業中に正しい答えを述べるように返した塩原は、不審そうに声を低める。

「それで、それがどうかしましたか？」

「どうっていうか……」

「もしかして」

　塩原が小さく息を飲む声が響いた。

「虹女付属の生徒を紹しよう介かいしろとか、言うんじゃありませんか」

「いや……」

「いけません、一条君。あなたは校則違反者のヤンキーなんですから、品のよい虹女付属には似合いません。似合いたかったら、まず校則を守って下さい」

「あのさ」

「私たちは、校則違反者が憎にくくて風紀指導をやっているのではなく、はみ出し者が社会に出てから苦労しないように、規則遵じゆん守しゆと、常識と、秩ちつ序じよと……」

　塩原の演説は止まらなかった。どうしたものかと京介が途と方ほうに暮れていると、豊花が京介から受話器を引ったくった。そして店中に響き渡わたるほどの大声で、通話口に挑いどみかかる。

「もしもし？　あのね、虹女付属の生徒と話がしたいの。違ちがうわよ、あなたが考えているような、そういう合コンみたいなんじゃなくて、ある事件について聞きたいことがあるの。だから誰だれか紹介できない？　何でですかじゃないわよ、あなたは答えればいいの。できれば一年生。クラスはＡ組だったかな。あ、知ってる人、いるの？」

　豊花が片手でピースサインを突つき出して、京介に見せつけた。得意気なその笑え顔がおは「任せろ」と言っているようだった。

「急で悪いんだけど、明日か明後日あさつてか、その人に会ってもらえるように、取りはからってくれない？　だから何でですかじゃないわよ、あなたは考えてくれればいいんだって。委員長の許可？　委員長って、あなたのボスのこと？　そんなものどうだっていいじゃない」

　そこで豊花は言葉を切り、大きく舌打ちをした。

「わかったわよ。じゃあ、あなたの方から委員長に話をつけてくれる？　それでもし、あの委員長が駄だ目めだって却きやつ下かしたら、あたしがこう言ってたって伝えて。先週の金曜日、駅ビルの女性下着売り場で、委員長が万引き犯と間ま違ちがわれていたことを学校中に言いふらしてやるって」

　五分後にまた連れん絡らくするからと言い、豊花は電話を切った。

　豊花が黙だまると店中に静せい寂じやくが戻もどったが、料理を運んでいる店員も、料理を食べている客も、全員動きを止めて、啞あ然ぜんとしてこちらを見つめていた。

　会話にならない相手から情報を聞き出して、最終的にはこちらに有利な交こう渉しようにまで持ち込んだ。壁かべ時計の長針を睨んでいる豊花を眺ながめ、京介は何となく肩かたを落とした。自分には無理だと心から思った。




　風紀委員の繫つながりで塩原が紹介してくれたのは、虹女付属の一年生。豊花が指定した通り、榎本沙織と同じクラスの生徒であるという。明日の午前中、相手に虹原高校まで赴おもむいてもらい、長谷や塩原の立ち会いのもとに話をさせてもらえることになった。「両校の親しん睦ぼくを深めることが目的であれば全く問題ないと、委員長が言っていました」と塩原は述べたが、その声は全体に諦てい観かんが染しみ渡っているようだった。

　公衆電話からテーブルに戻ると、豊花は全員からの賞賛を浴びた。得意気に胸を張る豊花を傍かたわらで眺めつつ、これが同窓生の捜そう索さく隊たいでなくて、悪徳な会社の営業部か何かであれば、もっと絶賛されたんだろうなと京介は考えた。

「私もその場にいたいけど、違う学校だし、まずいよね」

　オレンジの髪かみの毛を引っ張り、橋口が言うと、豊花は大きく頷うなずいた。橋口を見たら塩原が風紀指導を始めることは、京介にも容易に予想がついた。

「んじゃ、それは豊花っちと一条君に任せて、私たちは足を使って沙織の情報を集めよう」

　橋口が言うと、蚊かに刺さされた痕あとの多い女子が、鞄かばんから百枚近いコピー用紙を取り出した。

「これを見せながら歩けば、沙織を見たって人に引っかかるかもしれないよね」

　用紙には、一人の女子生徒の顔写真が白黒コピーされていた。卒業アルバムから拡大コピーをしたのだろう、東中学の制服を着て真まっ直すぐ視線を前に定めているその生徒が、話題の榎本沙織であるらしい。

　髪を肩まで伸のばした、おとなしそうな表情の生徒だった。昔から豊花の友人には、うるさい奴やつやら真面目まじめな奴やら男やら女やらと、共通点がない。榎本沙織というのも、どうせ豊花に巻き込まれたタイプの人間なのだろうと、京介は予想した。

　行動開始は明日からと豊花が宣言し、その場は解散となった。京介は立ち上がりながら、渡された榎本沙織の顔写真を、もう一度眺めてみた。やはり自分とは係かかわりのない生徒という感想しか思い浮うかばなかった。だからといって、自分は面めん倒どうなので参加したくないとは、今いま更さら言えないと思った。

「一条が来るなんて、意外だったな。こういうの、苦手だろうに」

　賢かしこそうな男子が小声で話しかけてきた。口調が親しげなのは、どこかの学年で同じクラスになったことがあるからかもしれない。だが知っている気がするという程度の印象で、京介には、彼の名前は思い出せなかった。

　京介はコピー用紙を折り畳たたみ、ポケットに突っ込んで答えた。

「妹に引っ張られただけ」

「そうだよなあ。でも、一条も豊花ちゃんも、中学の頃ころより元気そうでよかったよ。一条は砂島のあとを追って死ぬんじゃないかって、豊花ちゃんは卒業式の日も心配していたからさ」

　京介は豊花を一いち瞥べつし、視線を床ゆかに戻した。豊花は隣りん席せきの客が食べている大きなケーキを眺め、羨うらやましそうに口を開けていた。

「俺さ、砂島が交通事故に遭あう日の朝、偶ぐう然ぜん空港で会ったんだ」

　テーブルの上を片づけながら、その男子は京介にだけ聞こえる大きさの声で言った。

「砂島と行き先は違ったけど、俺も家族旅行で飛行機に乗る予定だったから。見送りに来ていた一条が帰った後、声をかけてみた。俺は同じクラスだったからさ。砂島はものすごく張り切ってた。冬の北海道だろう。いい写真をたくさん撮とって、土産みやげもたくさん買うんだって」

「礼子は、友だちが多かったから」

「そうじゃなくて、一条のためだったと思うけど」

　片づける手を止め、男子が呟つぶやくように言った。

「どうしたら一条が喜んでくれるのかって、砂島はいつも張り切って楽しそうに悩なやんでいたよ」

　会計の割り算に揉もめているらしく、女子二名がレジの前で騒さわいでいた。




　いなくなった女子高生。それを探し始めた中学校の友人。誰だれも彼もそして豊花も、どこからも報ほう酬しゆうなんて出ないのに、よく動くものだと京介は感心した。

　家に戻った後、四週間ぶりに自分のベッドから見える夜空を見上げ、眠ねむりについた。湿しつ度どの高い闇やみには輪りん郭かくの曖あい昧まいな半月が浮かび、日中の熱を冷ましきらないままに流れる空気は、風というには曖昧な強さだった。

　ふと、今まで自分は全くの他人に対して、どこまで懸けん命めいになったことがあるだろうかと考えた。同級生の顔も名前も覚えようとせず、どことなく安らぐ存在に、ただ寄りかかっていただけの自分は。

　朝日によって強ごう引いんに目を覚まさせられるまでに、京介は短い夢を見た。優やさしい声をした誰かとただ電話で話すだけの、そんな夢だった。




　虹原市の郊こう外がいに、小さな森がある。

　入り口に立つ看板には、「私有地につき関係者以外立ち入り禁止」の文字。所有者の名義は、光流脈統とう轄かつ管理本局。ここは本家専用の土地だ。

　百メートル四方ほどの森の内部には、数え切れないほどの墓標が並んでいる。ある場所には直方体の墓石が、ある場所には曲がった木切れが地面に突つき刺さっている。ある場所には石も十じゆう字じ架かもないが、一種類の小さな花が、夥おびただしい数で咲さいていた。

　墓標の種類に統一性はないが、その並び方も実に不規則だった。遺族が埋うめたい場所に死者を埋めた。あるいは、死者が死にたい場所で死んだ。そんな印象を受ける光景が、ただそこには広がっている。

　ここは殉じゆん職しよくをした光流脈使いのための墓地だ。殉職の森、などという呼び名もある。

「盆ぼんの時期には、まだ少し早いですが」

　墓地と外部の境界線を果たしている森の木々を鬱うつ陶とうしそうに見上げ、本家副家長の石田が言った。半はん端ぱな高さに伸びた樹木は、喚わめき続ける蟬せみの住すみ処かになるだけで、日ひ陰かげを作る能力がない。今日も天気は快晴。石田の頭上の空には、威い圧あつ的な形をした積乱雲が居座っている。

「盆は盆。命日は命日。誕生日が十二月だからって、クリスマスとまとめてひとつのプレゼントをもらうと、怒おこる人がいるでしょう。それと同じこと」

　地面にしゃがみ込んだまま、家長の遠峰が答えた。アゲハ蝶ちようがのんびりと飛んできて、遠峰の前にある墓標の上に留まった。それは折れた玲れい洗せん樹じゆの枝だった。

　遠峰は手を合わせることもなく、墓標を眺ながめていた。供く物もつも線せん香こうもない。本家規則により、家長外出時には同行を定められている石田と数名の護衛隊員が、背後に立っているだけだ。

　石田は額に滲にじむ汗あせを強く拭ぬぐって尋たずねた。

「そちらの術者は、どんなお知り合いだったんですか」

「僕が矯きよう正せい術者だった頃の仲間でね」

　家長に就任し、二年目になる遠峰がひとり言に近い口調で答える。

「職務中の事故死になるのかな。担当区域内で起きた事件に、対処しきれなくてさ。ちょっと昔に、『術者殺し』ってのがあったでしょう」

「未解決事件資料で読みました。あの事件でしたか。それは……」

　無能者ですね、という言葉は、石田の口の中で消えた。

　術者社会では、職務中の事故や怪け我がは、本人の能力欠けつ如じよの表れと見なされる傾けい向こうがある。光流脈使いの殉職は、不ふ名めい誉よの象しよう徴ちよう。殉職した術者は必ずこの墓地へ埋まい葬そうしなければならないという規則はないが、大半の遺族はこの森へ隠かくすように死者の骨を沈しずめる。

　十数分近く座り続けていた遠峰が、音もなく立ち上がって墓地の内部を見回した。

「もうここは、満員御おん礼れいって感じだよね。土の下では、壮そう絶ぜつな縄なわ張ばり争いが行なわれていそうだよ」

「土地の拡大ですか。使用目的が殉職の森では、予算会議での賛同は得られないでしょう」

　即そく答とうする石田に、遠峰は「そうだね」と一度だけ頷うなずいた。

　アゲハ蝶が墓標を蹴けり、霞かすんだ青空へ飛び立って行った。




「遅ち刻こくです！」

　虹原高校の校門前で京介たちを出で迎むかえてくれた塩原友子は、こちらの顔を見るなりそう言った。

　校門の横には大きな欅けやきがあり、その下には日陰ができている。だが塩原が足を踏ふん張ばって直立している場所は、完かん璧ぺきな日向ひなただった。

「夏休み中まで遅刻しないで下さい。三十分の遅刻です。十時に来て下さいと、昨日言ったじゃないですか。虹女付属の生徒さんは、教室で待ちくたびれています」

　セーラー服の胸を張り、塩原は京介と豊花を交こう互ごに睨にらんでくれた。首筋には汗が流れているから、塩原は大分前から校門の前で待っていたらしい。

「ごめんね。でもあたしのせいじゃないのよ。あたしは五時半に起きて、ちゃんと今日のための準備をしていたの」

　塩原に向かって愛あい想そ笑いを見せた後、豊花は京介の肩かたをひっぱたいてきた。

「京介が寝ね坊ぼうしたからなの。すごいのよ、この人。二度寝なんか日課みたいなもので、八度寝とか十六度寝とか、平気でするんだから」

「お前が五時間もかけて、朝飯を食ってるからだ」

「何がいけないのよ。牛だって四つの胃い袋ぶくろがあって、長い時間をかけて食事をするのよ」

「牛には牛の都合がある」

「牛の味方をするのね。なにさ裏切り者。あんたの入院中、牛ぎゆう丼どんの差し入れをしてあげたことを忘れたの？」

「持ってきて、料金を請せい求きゆうして、それで自分で全部食ったじゃないか」

「だって美味おいしそうだったんだもの」

「いい加減にして下さい！」

　膝ひざ丈たけのスカートを強く揺ゆすり、塩原が一歩踏み出してきた。そのただならぬ気き迫はくに押されたのか、珍めずらしく豊花が黙だまり込んだ。

「遅刻をしてきたうえに、あなた方二人とも私服じゃないですか。制服で来て下さいって言ったでしょう。それにその杖つえも、また持ってきたんですか」

　塩原は手を振ふり回して、京介と豊花のそれぞれの服装と、布に包んだ玲洗樹の枝を指差した。更さらには勝手に京介のポケットを覗のぞき込み、煙草たばこの箱を発見してわあわあと頭を抱かかえた。

「浮うかれないで下さい。夏休み中でも校則は適用されるんですよ。虹原高生の自覚を持って行動して下さい」

　京介は喚わめく塩原を、半ば茫ぼう然ぜんと眺めていた。自宅から高校まで徒歩十数分、その間に日光に照らされ続け、頭も体もやや疲ひ労ろうしている。塩原も同じくらいの時間、日に照らされていたのだろうが、随ずい分ぶん元気だなと思った。

　私服で来た件は、確かに塩原の注意事じ項こうを忘れていた。玲洗樹の枝を携けい帯たいしているのは、ただの習慣。校則が休み中も適用されるように、本家の規則も、術者には一生適用される。豊花が「浮かれてるわけじゃないもん」と唇くちびるを尖とがらせたが、塩原は聞いていなかった。

　校門前の説教のせいで、京介たちが風紀委員会準備室の扉とびらを開けた時には、三十分の遅刻は四十分の遅刻になっていた。準備室の中では、虹原高校とは違ちがう制服を着た女子生徒が、不ふ機き嫌げんそうな顔でパイプ椅い子すに座っていた。だがそれは待ちくたびれたというよりも、女子生徒の前で風紀について熱く語っている長谷が鬱うつ陶とうしい、というような顔だった。

「おお、遅おそかったではないか、魔ま女じよの一条兄妹きようだいよ」

　長谷は京介の顔を見ると、眼鏡めがねを強く光らせて笑った。京介は黙って視線を逸そらした。昨日の夕方は、まさか翌日にも会うはめになるとは予想していなかった。

「夏の暑さで頭をやられ、通学路を忘れて迷まい子ごになっているのではないかと心配したぞ。君たち兄妹は、頭の造りが脆もろそうだからなあ。特にほれ、豊花君は、一学期の期末試験で学校史に残るほどの、さんざんな点数を」

「うるさい、下着泥どろ棒ぼう」

　豊花が歯を剝むき出して言い放った。虹女付属の生徒は、片かた眉まゆを上げて長谷を見た。

「わた、私は下着泥棒ではないぞ」

　自分に集まる視線を拡散するように、長谷が手を振り回した。

「あれはあの時はあの店で、自主的に万引きハンターをやっていてだね、私の鋭えい敏びんな挙動を、店員が勘かん違ちがいして」

「うるさい、下着泥棒」

「だか、だから私は」

「私に話を聞きたいって、あなたたち？」

　椅子に座った生徒が、長谷から京介へ視線を移して言った。

　胸まで伸のばした黒い髪かみを、両耳にかけている。着ているものは、薄うすい水色のブラウスに紺こん色いろのボックススカート。それが虹女付属の制服らしい。どこに三十万だか五十万だかの価値があるのか、京介には見当もつかなかった。

　正方形に畳たたんだ白いハンカチで口元を押さえながら、女子生徒は口早に言った。

「早く始めてもらえます？　部活があるので、さっさと学校に戻もどりたいんですの」

　女子生徒は背後で騒さわぐ長谷と豊花を完全に無視し、京介にだけ自分の意思を投げてきた。レベルの高い高校に行っているだけあって、無む駄だな会話にはつき合わない主義でいるらしい。京介は短く頷うなずき、新しいパイプ椅子を女子生徒の前に置いて、腰こしを下ろした。

　教室の中は窓を開け放っていても、温室のように温まっていた。差し込む日光の強さに、京介の目ま蓋ぶたが意気地をなくす。一いつ瞬しゆん、今日何をしに来たのか忘れかけていると、塩原が女子生徒の横に座って言った。

「虹女付属一年Ａ組の、関せき根ねさんです。関根さんは風紀委員ではありませんが、委員の人に紹しよう介かいしてもらいました。で、こちらは一条君……」

「あなた、血なまぐさい」

　京介の鼻先に、関根という女子生徒の言葉が鋭するどく飛んできた。京介は動きを止めざるを得なかったが、塩原も口を開きかけたまま、凍こおりついていた。

　関根は鼻の下にハンカチを押し当て、自分の言葉に深く頷いた。

「間ま違ちがいありませんわ。過去にたくさん血を流したのか、それともこの先にそうなるのかはわからないけど、血の匂においがする」

　何とも言いようがなく京介が黙だまっていると、俯うつむいて自分のスカートを引っ張りながら、塩原が説明してくれた。

「関根さんは占うらない研究部に入っているそうで、そういうことが何となくわかっちゃうんだそうです」

「ふうん……」

「私は、こっぴどい失しつ恋れんの匂いがするって言われました」

　塩原は俯いたままで、関根はハンカチの下で何かもごもご言っている。校庭の方から、野球部の高い球音が響ひびいてきた。

　長谷と豊花はまだ言い争っていて、仲ちゆう介かいに入って費ついやされる労力を考えると、京介は椅子から立ち上がれなかった。仕方がないので、頭の中で関根への質問をまとめきれないまま、とりあえず口を開く。

「あんたと同じクラスの、榎本沙織について聞きたいんだ」

「ああ、やっぱり」

「そういうことも、占いでわかるのか」

「そうじゃなくて、この間も別の人から同じことを聞かれたから」

　関根はおかしそうに目を細めた。

「制服で街を歩いていたら、テレビ局の人が声をかけてきましてね。ドキュメンタリーで、家出少女の番組を作りたいって。榎本沙織のこと、学校の誰だれかが話したみたい。うちみたいな退たい屈くつな学校じゃ、珍めずらしい事件に入る方だから」

「テレビで取り上げられるほど、大ごとになってるのか」

「まさか。主人公が榎本さんというわけではありませんわ。夏休みにふらっといなくなる女子高生は、全国に山ほどいるらしいですね。それを特集するんですって。榎本さんはその中の、ほんの一例。あの人がいなくなったくらいじゃ、何も変わりはしないでしょう」

　関根の表情は、少しも榎本沙織を心配しているようには見えなかった。声も実に軽いもので、そこには悪意もないようだ。

「ほんの一例って言い方は、ちょっとひどいんじゃないの」

　突とつ然ぜん豊花が口を挟はさんできて、京介の隣となりに立った。口論はいつの間にか終戦を迎むかえたらしく、長谷は部屋の隅すみで暗い顔をして、何かのノートをつけていた。

　京介のパイプ椅い子すをつま先で蹴けっ飛ばしながら、豊花は関根に向かって頰ほおを膨ふくらませる。

「家出をする人が山ほどいても、一人一人に理由があるはずだもの。沙織だってきっとそうよ」

「あなた、面おも白しろい匂いがしますわね」

　座ったまま豊花を見上げる関根は、興味深そうに目を見開いていた。

「何かしら、この匂い。初めて嗅かぐ匂いだわ。どう喩たとえたらいいのか、うまい言葉が浮うかばないけれど……。敢あえて表現するならば、小こ銭ぜにばかりの財さい布ふを嗅いだ時の匂い……」

　豊花は不可解そうな顔を、京介に向けてきた。不可解なのは京介も同じだったので、椅子から立ち上がり、関根の正面席を豊花に譲ゆずった。

　パイプ椅子の上で背筋を伸のばすと、豊花は関根に顔を突つき出すようにして言った。

「話を戻していい？」

「ええ、もちろん」

「沙織と同じクラスなのよね。仲はいい方？」

「まあ、普ふ通つうです。榎本さんとは寮りようも同じ棟とうですけど……」

　関根はハンカチを使って自分の顔に風を送り、その風に顔を顰しかめた。京介は何となく、自分の手の甲こうに鼻を近づけてみた。血の匂いなどしなかった。

「彼女は、話しかければそれなりに返してくれるし、会話もつまらなくはないけど、自分からはあまり口を開かない人じゃありません？　そういう人って、面めん倒どうですから」

「人と話すことは好きだって言ってた。でも、話しかけるのはちょっと苦手な子だった。今も変わらないのね」

「ところで、まだ聞いていませんでしたけれど、あなたたちは榎本さんとどういう関係？」

　ブラウスの上で髪かみを整え直し、関根はそれほど興味もなさそうに尋たずねてきた。

「中学校の頃ころの友だちですか？」

「うん。沙織がいなくなったって聞いて、中学の頃に仲のよかったグループで、探すことにしたの」

「グループ？　ふうん……」

　関根は首の後ろに指を当て、深い息を吐はいた。

　関根はしばらくその姿勢でずっと黙り込んでおり、塩原が不安そうに宙へ視線を漂ただよわせた。京介は窓まど枠わくに寄りかかった。この女子生徒が榎本沙織をどこかに隠かくしたというのが真相だったら、面倒そうだなと考えていた。

「高校での彼女は、とてもおとなしい人ですよ」

　首を強く鳴らした後、関根はゆっくりと口を開いた。

「特定した友だちは、いないと思います。私とも、たまに話す程度」

「いじめられてたとか、そういうことは……」

「ないでしょうね。いじめをやるほど、うちの学校は暇ひまじゃありませんから。クラス内での円えん滑かつな交友を目指すほど、暇でもありません」

「大変そうな、学校ね」

「そうですか？　普通でしょう。アルバイトも校則で禁止されていますから、榎本さんにそういった交友関係も、なかったでしょうね」

　校庭の方でまた球音が生じ、誰かの怒ど声せいが聞こえた。関根はパイプ椅子の背もたれによりかかり、大きく肩かたを上下させた。

「中学の時も、最初は一人でいた」

　床ゆかに向かって頷うなずき、豊花は言った。

「話しかけたら鬱うつ陶とうしがられるかと思ったけど、声をかけてみたら、楽しそうに喋しやべってくれたの。だからあたしも嬉うれしくなって、いつも一いつ緒しよに行動するようにしてた。グループのみんなとも仲よくなって、沙織も嬉しそうに見えた」

「私の学校は、そういう気き遣づかいをする人はいませんの」

　関根は再び、口と鼻をハンカチで覆おおった。顔の中で唯ゆい一いつ見えている目は、この部屋の空気と、光と、人間全すべてを見通すような目つきだった。

「他人を気遣ってる暇があったら、自分のことを考えないと、どんどんまわりに置いていかれてしまう。榎本さんだけじゃなく、そういう人は他ほかにもたくさんいますよ」

「じゃあ、もし沙織に悩なやみがあったとしても、周りは誰だれも気がつかなかった？」

「そうですね。でも、悩みなり何なり、本人が話してくれれば、誰だって相談くらいは乗ったんじゃないですか。そこまで冷たい学校じゃありませんし」

「……書き置き」

　豊花は静かに言葉を切った。それまでは膝ひざの所で拳こぶしを握にぎっていた右手が、椅子の横にぶらりと垂れた。

「沙織が寮から消える前に、書き置きを残していったって聞いたの。その内容、知ってる？　そこに何か書かれていたかもしれない」

「知りませんわ。私は興味もないし」

　腕うで時計を覗のぞき込むと、関根はハンカチを握って立ち上がった。塩原が肩を震ふるわせ、「お帰りですか」という敬語で尋ねた。

「ええ。話の途と中ちゆうで悪いけれど、そろそろ学校に戻もどりませんと」

　豊花が重く息を吐く音が、室内にひっそりと染しみ渡わたっていった。豊花は京介へ途方に暮れた視線を投げてきたが、京介は黙だまって窓の外の飛行機雲に目をやった。関根が参考にならないのではなく、虹女付属の生徒は誰に話を聞いても、きっと似た答えを返すのだろうと思った。箝かん口こう令れいがあろうとも、なかろうとも。

　自分の荷物を持って歩きかけた関根は、京介の顔を見ると足を止めて言った。

「ええと、血なまぐさいあなた。一条君でしたっけ」

「ああ」

　確かく認にんした後、関根は俯うつむいている豊花に向き直った。

「それから、面おも白しろい匂においのあなた。私は学校に戻る前に寮りように寄りますけど、一緒に来ますか？　うちの学校の寮、玄げん関かんで寮生の友人だということを証明しないと、入れませんの」

　豊花が顔を上げ、最初に関根を見た時と同じように、不可解そうな表情を浮うかべた。

　ハンカチを顔に当て、関根は不ふ機き嫌げんな顔で続けた。

「実際に寮に行けば、何かわかるんじゃありません？　書き置きを読んだ生徒が、もしかしたらいるかもしれませんし。今はほとんど自宅に帰っている時期ですから、あまり期待はできませんけど」

「いいの？　連れて行ってくれるの？」

　豊花が立ち上がって問いかけた。何故なぜか塩原も立ち上がり、二人の顔を見比べる。関根が鬱陶しそうに頷くと、豊花は塩原の手を取って歓かん声せいを上げた。校庭ではホームランでも出たのか、怒声がやはり、歓声に変わっていた。

　日の強い屋外にまた出ることを考え、京介がため息をついていると、関根が隣となりの窓枠に背中を預けた。

「夏休みとはいえ、あなたたちって本当に暇ひまなんですね」

「そうかな」

　自宅の部屋に残してきた膨ぼう大だいな量の課題を思い出し、京介は頭痛を感じた。関根は窓から空を見上げ、小さく笑って言った。

「話の内容が榎本沙織についてだと予想がついていながら、他校まで赴おもむいて応じている私も、考えてみれば暇ですけれどね」




　虹原高校から路線バスを使い、十数分で虹女付属の学生寮に着いた。

　塩原もついて来たかったようだが、委員会の仕事があるのと長谷が動かないのとで、渋しぶ々しぶ同行を諦あきらめていた。

　高校を発たつ前、京介は耳が痛くなるほど、塩原にあちらで失礼がないようにしろと注意された。「変な魔ま法ほうとか、絶対に使わないで下さい」とまで言われた時は、軽い悲しみすら感じた。

　高校の校舎と別の敷地しきちに建つ寮は、鉄筋の六階建てで、外見的にはどこにでもあるマンションのようだった。電信柱に留まった蟬せみが、個性のない鳴き声を張り上げている。時刻は正午の十分前。京介が見上げた空には、飛行機雲がまだ残っていた。

「ここに全校生徒が住んでるの？」

　白いタイルの外がい壁へきを見上げ、豊花が建物自体に向かって問いかけるように言う。周辺は静かな住宅地で、一番背の高い建物はこの寮であるらしい。

「まさか。ここは五号棟とう。市内各地に、十棟、これと同じ建物があります」

　関根は学校指定のものらしいスポーツバッグを揺ゆらした。

「どの棟のどの部屋が割り振ふられるかは、学年の初めにくじ引きで決まります。ここの棟も、住んでいる生徒の学年はばらばら」

「へえ。面白そうね」

「最初だけです」

　そう言って関根は玄関ロビーに向かって歩き始めた。ロビー横に管理人室の窓が見え、中年女性が動いているのが見える。

「ねえねえ、聞き忘れてたんだけど、沙織って彼氏とかいなかったのかな」

　玄関前で豊花が立ち止まって尋たずねると、関根はきっぱりと首を横に振った。

「私の知る限りでは、聞いたこともありませんわ」

「好きな男の子とかもいないって？」

「入学当初、そんな話が出て、小学校の頃ころ好きだった男の子のことを言っていましたわね」

「へえ、それは初耳。あたし、そういう話はしたことなかったもの。で、誰だれ？　誰が好きなんだって？　誰にも言わないから教えてよ」

　肘ひじを引っ張る豊花に、関根は冷ややかな視線を飛ばした。

「どうしてここで、修学旅行の夜みたいな会話をしなくちゃなりませんの。目的、忘れてません？」

「すみません……」

「私がつき合うのはここまでです。受付を通したら、学校の方へ行きます」

　関根は蟬に対たい抗こうするように、よく通る声で言った。

「後はあなたたちで勝手にどうぞ。探たん偵ていごっこにつき合えるほどは、暇じゃないので」

「色々とありがとうね」

「榎本さんの部屋は、三階の三号室。今は鍵かぎがかけられています。三階の寮生は何人か残っていますから、話がしたかったら適当に聞けばいいですわ。──あ、それから一条君」

　声をかけられ、玲れい洗せん樹じゆの枝で肩かたを叩たたいていた京介は手を止めた。

「ここは厳格な男子禁制というわけじゃありませんけれど、各階に警備員がいます。変なことはしない方がいいですわ」

「あ、ねえねえ」

　玄げん関かんの自動ドアをくぐる関根の背中に、豊花が呼びかける。

「沙織の件が片づいたらさ、一いつ緒しよに花火でもしようよ。打ち上げってことで」

　またハンカチを出して口元を押さえた関根は、「暇だったら」とだけ答えた。




　受付の女性に来客名めい簿ぼの記入をさせられてから、京介と豊花はエレベーターで三階に上がった。外見同様、内部も一いつ般ぱん的な集合住宅と変わりがないようだった。違ちがう点は、関根の言っていた通り、各階に警備員室があることと、廊ろう下かに体育着や上うわ履ばきが干してあること。警備員室の方は夏休みのためか、無人だった。

「三号室……ここね」

　エレベーターホールから近い場所に、榎本沙織の部屋はあった。焦こげ茶ちや色いろの塗と料りようが施ほどこされたドアには、重そうな金色のノブがついている。豊花が手をかけると、施せ錠じようの音が固く返ってきた。

　豊花は左右の部屋に向かって視線をなげかけた。隣りん人じんに話を聞くつもりらしい。豊花は右みぎ隣どなりの二号室の方へ歩いて行った。

　京介はその場でドアノブを眺ながめていた。厳いかめしい外見のわりには、鍵穴自体は単純な造りになっている。次にドア全体に視線を移し、最後に漂ただよう空気に矯きよう正せい術者としての意識を向けてみる。特におかしな気配はなかったが、榎本沙織がいなくなったのは、確か昨日の時点で三日前。いなくなった当時に人じん為い的な事故があり、土地が澱よどんだとしても、その気配が今日まで残っているはずがない。

　豊花は二号室から出てきた少女と、何か話し込んでいた。少女は京介に気がつくと、ぎょっとした表情になった。男がいたから驚おどろいたのか、豊花と同じ顔だから驚いたのか、どちらでもいいが、少女が頭に巻いた大量のカーラーの方が、京介にとっては驚きよう愕がくに値あたいした。

「だから、榎本さんがいなくなった先週末、変な物音とかしなかったよ」

　カーラー少女は豊花に向き直り、大きく頷うなずいた。開けたままの扉とびらは少女が足で押さえ、部屋の中からはロック調の音楽が聞こえていた。

「あの日、榎本さんの部屋に、誰かが訪ねてきたこともなかったと思うけど。その日に限らず、榎本さんのところに誰かが遊びにくることって、四月からほとんどなかったと思うな」

「沙織は、出て行く前に何か言ってなかった？　どこへ行くかとか……直接的な表現じゃなくても、何かそれらしいこととか」

「さあねえ、話さないから」

「沙織の書き置きって、読んだ？」

「読んでないけど、何だったっけ……心配しないでとか行ってきますとか、そんな内容だったって誰かが言ってた。そう言われたら、誰も心配なんかしないよ」

　部屋の中から、今度はやかんの沸ふつ騰とうする音が響ひびいてきた。結構な騒そう音おんで、三階の廊下中に鳴り渡わたる。少女が部屋の中に戻もどっている間、代わりにドアを押さえている豊花は、ぶつぶつと唇くちびるを動かしていた。

　数分後、部屋から戻ってきた少女の頭からは、カーラーが外れていた。片手にファイルケースを持った少女は、外側からドアに鍵をかけて言った。

「悪いんだけど、私これから、夏期講習だから。もういい？」

「時間とらせて、ごめんね」

　少女はキーホルダーを鳴らし、去って行った。豊花は三号室の扉をしばらくの間睨にらんでいたが、強い鼻息と同時に口を開いた。

「……沙織の部屋、覗のぞかせてもらったら、やっぱり悪いかな。書き置きだけ見たいんだけど、他ほかに見られたら困るものがあるかもしれないし」

「出て行く前に、見られたら困るものは片づけたんじゃないか」

　欠伸あくびを嚙かみ殺し、京介は言った。エレベーターが閉まる音が響いた。

「書き置きを部屋に残したのも、誰かがいずれは部屋を覗くとわかってたからだろうし」

「じゃあ、見てもいいかなあ」

「さあ」

「駄だ目めかなあ。やっぱり嫌いやがるかなあ。どうかなあ」

　もそもそと呟つぶやいている豊花の横顔を見て、京介は複雑な奴やつだと思った。自宅の京介の部屋には一秒も躊ちゆう躇ちよしないで侵しん入にゆうしてくるし、財さい布ふでも何でも豊花は笑え顔がおで奪うばっていく。術者研修生になるまで、豊花の将来は盗とう賊ぞくだと京介は信じ切っていた。

「沙織、ごめん。ちょっとだけ覗かせて」

　やがて意を決したらしく、豊花は鼻息を撒まき散らして、三号室のドアノブに摑つかみかかった。腕わん力りよくで破は壊かいしようとしているようで、ノブが上げる悲鳴じみた金属音が廊下中に鳴り響く。

　器物破損と住居侵入。探たん偵ていごっこというよりは、泥どろ棒ぼうごっこだと思いつつ、京介は豊花の手を摑んで止めた。眉まゆをつり上げた豊花が、風船のごとく頰ほおを膨ふくらませた。

「止めないで。止められたら、決心が鈍にぶっちゃう」

「止めるつもりはないけど」

「よくないことだとはわかってる。良心の呵か責しやくというものも、心から感じているわ。でも、今はこうするしかないの」

「ひとつ聞いてもいいか」

「何よ。早くして。もう決心が鈍り始めてるんだから」

　壊こわす方が怯ひるんでいるのか、壊される方が怒おこっているのかは知らないが、とりあえず豊花の手の中でノブが震ふるえていた。

「やっぱりいい。お前、下がってろ」

　京介は豊花を後方に押し、ため息をついた。京介から財布を奪う時、良心の呵責とやらはどこにいるんだと尋たずねたかったが、聞いても無意味なような気がしてやめた。

　周辺に人がいないことを確かく認にんし、京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を包む布を解ほどいた。知らない人間が見れば、童話に登場する魔ま法ほう使つかいの杖つえにしか見えない術具を掲かかげ、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。酉とりより出いでて人工物質にて発動、束そく縛ばくを解除、辰たつへ沈しずめ」

　ドアノブが金色の光に一いつ瞬しゆん包まれ、あっけない音を立てて鍵かぎは外れた。

　この術は扉も開けるし、自転車の鍵も解除する。鍵なら大たい抵ていのものは開けてしまう。口さがない術者は「法律違い反はんの術」と呼ぶが、使用を躊躇するほど自分の身が清く正しくないことは、京介もきちんと自覚している。

「何だあ。どんなキックでノブを破壊するのか、一瞬期待しちゃったじゃない」

　豊花が京介を押し退のけ、ドアを開けた。

「沙織、ごめんね。京介が開けちゃったの。だからちょっとお邪じや魔まするわね。すぐ出て行くからね」

　器物破損と住居侵入のうち、ひとつは犯おかさずに済んだせいか、そう言った豊花は、先ほどより幾いく分ぶん緊きん張ちようの解ほぐれた顔をしていた。

　廊ろう下かで一人待っている間に、他の寮りよう生せいと顔を合わせるのもなにかと思い、京介も部屋に入ってドアを閉めた。

　ドアを入ってすぐのところが、狭せまい靴くつ脱ぬぎになっていた。豊花が脱いだばかりのサンダルが転がっている他、履はき物ものの類たぐいはない。

　右手にトイレらしき扉とびらがあり、簡易キッチンがある。前方には六畳じようほどの部屋が広がっていた。

　部屋の中は、薄うす暗ぐらく、蒸むしていた。窓が閉め切られている上に、半はん端ぱな厚さのカーテンが引かれていたからだった。豊花は窓に歩み寄って行ったが、開いていることを外部から見られたらまずいと判断したのか、無地のカーテンの前で立ち止まった。

「……何か……」

　部屋を見回し、豊花が呟いた。室内には小さな家具がいくつか並んでいる。だがそのほとんどは備えつけのものらしく、榎本沙織の個性を示す色や形が、どこにも見当たらない。

「何か、部屋を飾かざっちゃいけないっていう校則でもあるのかな」

　豊花はそう言って、足音を忍しのばせるように机の方へ歩いて行った。豊花が黙だまると、壁かべ時計の秒針の音だけが、滞とどこおった空気を無機質に叩たたいた。

　京介はベランダに続いている窓に寄りかかり、首を回した。傍かたわらの本ほん棚だなには教科書がきちんと収まり、部屋の角に置かれた机の上には、ノートが一冊載のっている。豊花はそのノートを手に取り、開いていた。

　フローリングの床ゆかに目立つゴミはなく、ベッドの上でシーツも薄い毛布も、綺き麗れいにまとまっている。カーテンレールには、虹女付属の制服がハンガーで吊つるされていた。

「書き置きって、これね。見て」

　豊花がノートを広げ、京介に差し出した。薄い冊子の真ん中辺りで、それまでは数学の解答が記されていた記述が、突とつ然ぜん文章に変わっている。




　学校と寮のみなさんと、両親へ。

　どうしても行きたい場所があるので、行ってきます。

　そこには友だちもたくさんいますから、心配しないで下さい。




　線の細い文字で、それだけが記されていた。

　京介がノートを返すと、豊花はため息をついた。榎本沙織の書き置きに、もっと日々の悩なやみや、行方ゆくえをくらます理由が劇的に記されているとでも思っていたのだろう。この短い文章からは、すぐにでも戻もどってくるのか、もう戻るつもりはないのか、判断がつきにくい。隣りん室しつのカーラー少女も言っていたが、心配をするにしても心配の仕方に迷いそうで、結局は心配しないでいいのかと思えそうな書き置きだった。

　ノートを机に戻し、ハンガーの制服を見上げる豊花に、京介は尋ねた。

「この『どうしても行きたい場所』って、どこだか見当がつくか」

「どこかなあ……」

　視線をそのまま天てん井じようへ上じよう昇しようさせ、豊花が唸うなる。

「修学旅行で行った奈な良らにすごい感動して、また来たいって言ってたな」

「じゃあ奈良に行ったんじゃないか」

「海外旅行に行けるならどこがいいかっていう話で、ローマがいいって言ってた気がする」

「じゃあローマだろう」

「理科の時間に、土星の輪ってすごいねって感心してた」

「じゃあ土星か」

「真面目まじめに考えてよ。『そこには友だちもたくさんいる』って書いてあるのよ？　友だちって誰だれのこと？　高校でも同窓生でもない、別の交友関係があるの？　ああ、もうわからない」

　豊花は苛いら立だたしげに腕うで組ぐみをすると、上の歯と下の歯を数度叩き合わせた。

「何でわからないんだろう。中学の頃ころ、毎日喋しやべっていたのよ。あれから半年も経たってないのに、どうして沙織のことがわからないんだろう。沙織だって、何か悩みがあって高校の同級生に話せないなら、あたしたちに言ってくれればよかったのに」

　勢いよくしゃがみ込んだ豊花は、自分の髪かみの束を引っ張り、痛そうに顔を顰しかめた。

「全部あたしの勘かん違ちがいで、沙織はあたしたちのことなんか、友だちだと思っていなかったのかもしれない。虹女付属に一人で進学したのも、その後連れん絡らくをしてこなかったのも、今回のことも、単にあたしたちと縁えんを切りたかったのかもしれない。もしそうだったら、京介が最初に言ったみたいに、あたしたちが探しても……沙織は嫌いやがるかもしれない」

「そうだな」

　京介が相あい槌づちを打つと、唇くちびるを曲げた豊花が睨ねめ上げてきた。目の光の強さがいつもの三分の二程度なのは、部屋が暗いせいだろうと京介は勝手に決めた。

「そうだけど、でも、まだそれは推測だろう」

　豊花は視線を下げ、また髪を引っ張り続けた。

　立っていることに疲つかれてきたので、京介はその横に座った。ポケットから煙草たばこの箱を取り出して、ここで吸うのは恐おそらくよくないと気づき、箱の表面を眺ながめてから仕し舞まった。

「探すのをやめたければ、ここでやめればいい。おれはもともと部外者だから、どっちだっていいんだ。豊花が決めろ」

　豊花は自分の膝ひざを睨にらみ、黙っていた。呼気と鼻息が息苦しそうに絡からんで、尖とがっていた唇が豊花自身の歯で嚙かまれる。最後に息を吸い込む音が、鋭するどく響ひびいた。

　豊花が口を開きかけた時、京介たちの背後で突然窓ガラスが震ふるえた。本能的に危機感を察し、京介は豊花の腕を強く引いて窓から離はなれた。その一秒後、絶ぜつ叫きように似た音を立て、窓ガラスが砕くだけ散った。豊花の口からは決意ではなく、悲鳴が上がった。

　床にガラスの破は片へんが舞い散り、吹ふき込んだ風がカーテンを扇あおがせた。白いカーテンを蹴け破やぶり、黒い影かげが室内に飛び込んでくる。同時に侵しん入にゆうしてきた日光がガラスの破片を照らし、京介は眩まぶしさに目を細めた。

　細長いシルエットが、目の前にいた。

　背が高くやせ形の男だった。頭につばの広い帽ぼう子しを深く被かぶり、裾すその長い上着を羽織っている。日ひ除よけのつもりなのかもしれないが、色はどちらも黒で、見た目にはどことなく不ふ吉きつな感じがした。

　ゆっくりとした足さばきで、男は歩き始めた。靴くつ底ぞこでガラスが砕け、光が散る。

　男の足が動いた。

　蹴り上げられたガラスが、雹ひようのように京介の頭上に降る。ガラスの行方に気を取られた時、床ゆかが鳴った。男が宙を跳ちよう躍やくし、京介の背後に足をついた。背後には豊花がいる──京介は舌打ちと共に振ふり返った。

「一条豊花。来い」

　男は豊花の口を手で塞ふさぎ、言った。声に抑よく揚ようはなく、話し方は単語を繫つなげて会話をするロボットのようだった。

　動きかけた京介の首筋に、男のつま先が飛んでくる。京介は肘ひじを上げて相手の攻こう撃げきを食い止めた。思っていたより男の力は強く、腕の骨が軋きしんだ。

　その時、玄げん関かんの扉とびらが開き、数名の少女が顔を覗のぞかせた。近くの部屋の寮りよう生せいらしい。榎本沙織の部屋からガラスの割れる音が聞こえたため、不ふ審しんに思ったのだろう。

　来るなと京介が言いかけた時、男はもう一方の足を突つき出してきた。隙すきをつかれた京介の鳩尾みぞおちに、男の膝が叩たたき込まれた。一いつ瞬しゆんにして目の前が暗転する。

　男が駆かけ去っていく音が、京介の耳に残った。足音が消えたのは、ベランダの方向だった。目の前は暗いままで京介の体は全く動かず、吐はき気だけが気管の辺りを勢いよく走り回っている。せめて気絶はしないようにと、京介は歯を食いしばった。タイミングよく、寮生が悲鳴を発してくれて、金切り声が痺しびれた脳に突き刺ささった。

　京介は頭を振り、無理矢理視覚を取り戻もどすと、枠わくだけになった窓に走った。コンクリートの小さなベランダに出て、男を探す。下に見える十字路の角を、黒い影が消えるのが見えた。

「おい、おい、おい。君、君、君」

　背後から肩かたを摑つかまれ、振り返ると、紺こん色いろの制服を着た警備員が立っていた。警備員は手に、玄関に置いてきた京介の靴を持っていた。

「これ、君の靴？　どうやってこの部屋の鍵かぎを開けたの？　そもそも、ここで何してるの？」

　矢や継つぎ早ばやに質問を飛ばしてくる警備員は、今まで昼食に出かけていたのか、前歯に青のりがついていた。その背後には寮生がいて、ガラスで足を切ったの何だのと騒さわいでいる。

　警備員の手から靴を奪うばい、京介はベランダの柵さくに足をかけた。高さは三階。外がい壁へき沿いに足場になるようなものはなかったが、真下に柔やわらかそうな植え込みがあった。そこを目がけて飛び降りる。

　寮生が「飛び降りだわー」と叫さけび、警備員は誰よりもかん高い悲鳴を上げた。ツツジらしい植え込みは、迷めい惑わくそうに枝をしならせつつも、京介を受け止めてくれた。

　玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり直し、日の当たる道に飛び出した。ベランダから見えた十字路を曲がると、プールバッグを振り回して歩いていた子供が、京介に驚おどろいて叫んだ。各地で悲鳴を引き起こしてばかりいる気がしたが、謝っている余よ裕ゆうはない。京介は狭せまい路地を全力で走った。

　百メートルほど前方に、黒い後ろ姿が見えた。帽子辺りを目標に定め、京介は呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。巳みより出いでて亥いへ一、掃そう射しや」

　玲洗樹の枝の先せん端たんから光こう弾だんが発生し、男に向かって飛ぶ。気配を察した男が足を止めて振り返り、豊花を抱かかえたまま身を低くした。

　光弾は側そばにあった一方通行の標識を穿うがったが、男に当たらなくても足止めができれば充じゆう分ぶんだった。緩ゆるやかな上り坂を一気に駆け、京介は男との距きよ離りを詰つめる。

　男は道の先にある広場へ駆けて行った。手狭な広場であるが、近日、町内会で盆ぼん踊おどりでもやるのか、敷地しきちの中央には櫓やぐらが組まれている。無人の櫓の下で、京介は男に追いついた。

　立ち止まった男は、帽子の下で敵意のある視線を見せた。片かた腕うでを豊花の首に強く巻きつけ、曲がった肘の先を京介に見せつける。それ以上近づいたら絞しめ殺すとでも言うつもりなのだろう。豊花の顔は汗あせと呼吸困難で、苦しそうに歪ゆがんでいた。

「豊花を放せ」

　玲洗樹の枝を男に向け、京介は言った。

「何が目的か知らないけれど、さらっても、そいつはうるさくて手に余るだけだ」
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　男の腕の下で、豊花が唸うなった。よく聞くと「失礼ね」と言ったようだった。

　男が玲洗樹の枝を見み据すえ、何がおかしいのか鼻で笑った時、豊花が大きく身を捩よじった。豊花は男の腕を振り払はらい、自由になった手で摑みかかっていった。豊花の手が、男の頭から帽ぼう子しを奪い取る。不ふ揃ぞろいな長ちよう髪はつに覆おおわれた頭部が現れた。その側頭部には、粘ねん土どを握り潰つぶしたような傷きず痕あとがあった。

　男が豊花を突き飛ばした。豊花は倒たおれ、突き飛ばされた勢いで櫓の柱に叩きつけられた。それだけの震しん動どうで、木材を簡単に組んで作られていた設備は、呆あつ気けなく倒とう壊かいを始める。豊花が落とした帽子を拾いかけた男は、落下する柱を見上げて舌打ちをした。

　京介は自分の上にも降ってきた鉄パイプを払い避よけ、男に玲洗樹の枝を向けた。

「流れよ、大地を走る輝く女神。対象二間、丑うしから未ひつじへ強風。即そく時じに申さるへ沈しずめ」

　強く大気が渦うずを巻き、木材や照明器具が術の効力を受けて粉ふん砕さいする。飛び散った電球が光の粒つぶを舞まわせ、男の黒い衣服に映はえる。

　男が何か怒ど鳴なったが、櫓が崩くずれる轟ごう音おんで京介の耳には届かない。足あし下もとで尻しり餅もちをついたまま動けない豊花の腕を引くと、京介は駆け出した。視界の隅すみに、男が反対方向に走り去って行くのが見えた。

　広場の外れまで避ひ難なんした時、最後に大きな土つち煙けむりを上げて、櫓の倒壊は終しゆう了りようした。引きずられてきた豊花が、もう一度ぺたんと座り込む。廃はい墟きよのようになった周囲を眺ながめ、京介はため息をついた。

　男はいなくなっていた。恐おそらくは櫓の下した敷じきになる前に、あちらも逃にげ切ったのだろう。帽子も落ちていない。広場の入り口からは、町内会の関係者らしい人々が、ざわつきながら集まってきていた。

　京介は足下にいる豊花に目をやった。頭の上に木き屑くずをのせていたが、怪け我がはなさそうだった。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　豊花は首を縦と横の中間に振ふった。声が出て来ないのは、首を絞しめられたからではなく、まだ精神が混乱しているからだろう。

　豊花に差し出そうとした手が別の方向から引っ張られ、京介は振り返った。頭に捻ねじり鉢はち巻まきをした町内会のおじさんが、理由を説明しろと言わんばかりに、地面を指差していた。






















　町内会の人々と共に櫓の復旧作業をし、終了した後、何故なぜか気に入られて缶かんジュースをもらった頃ころには、日はすっかり暮れていた。その間、再び黒い男が現れるのではないかと、京介は終始注意を払っていたが、何も起きなかった。

　缶ジュースは冷えていたが、数時間浴び続けた日光は、京介の後頭部の中でまだ熱を帯びていた。櫓を見上げて缶を呷あおり、ふとあの男の側頭部にあった傷を思い出す。古い傷痕のようだった。

　煙草たばこに火を点つけようとした時、広場の水道を借りて顔を洗っていた豊花が、飛沫しぶきを撒まき散らして戻もどってきた。一時は怯おびえた顔をしていたものの、作業をしているうちにいつもの気力が戻ったらしい。

　豊花は京介の手から煙草を叩たたき落とし、言った。

「京介、一服してる場合じゃないわよ。急いで。もう行かないと」

「どこへ」

「お昼過ぎに昨日のファミレスで、橋口たちと一いつ旦たん情報交こう換かんをする予定だったの。みんな心配して待ってるわ」

　町内会の人々に見送られ、京介たちは広場を後にした。鉢巻きのおじさんに「絶対に盆ぼん踊おどりに来いよ」と言われ、豊花は「絶対踊る」と約束していた。

　ファミリーレストランの昨日と同じ席に、橋口のオレンジ頭はあった。周辺には昨日も顔を見たメンバーがいる。

　だが、昨日は五人いたメンバーが、三人に減っていた。賢かしこそうな男子と蚊かに刺さされた痕の多い女子がいない。

「あの二人は、もう帰っちゃった？」

　豊花が尋たずねると、橋口は首を横に振った。

「聞き込みに出たまま、帰ってこないの。張り切りすぎてるのかも。……ところで、豊花っちたち、何時間もどうしてたの？」

　豊花は今日あったことを順に説明した。榎本沙織のクラスメートに会って聞いた話、寮りようで見た書き置きの内容、そして突とつ然ぜん現れた不ふ審しんな男。

「黒い帽ぼう子しに黒い上着って……」

　橋口がオレンジ色の頭を押さえ、テーブルを睨にらんだ。テーブルの上には昨日と同じく、コーヒーカップだけが散らばっていた。

「今日私たち、街で沙織の足取りを追ってたでしょう？」

　顔写真をコピーした用紙を握にぎり、橋口が言う。

「手がかりになる話はほとんど出てこなかったんだけどさ、ひとつだけ、沙織に似た子が妙みような格好の奴やつと一いつ緒しよに歩いていた、っていう話を聞いたのよ」

「妙な格好の奴？」

　問い返す豊花に、昨日もいた、ピンク色の口紅の女子が答える。

「西口の裏通りで、学生相手に覚かく醒せい剤ざいを売ってる人がいてね、家出人とかに詳くわしいのよ。最初は優やさしく声をかけて、ご飯を奢おごったり、住むところを紹しよう介かいしてあげて、そのうち自分の顧こ客きやくにするんだって」

「で、俺たち、実際そいつに会いに行ったんだ」

　小こ柄がらな男子が、テーブルに身を乗り出して言う。今日一日でずいぶん日に焼けたらしく、顔も腕うでも赤くなっていた。

「榎本の写真を見せたら、ふらふら歩いているところを見たことはあるって言ってた。その時の榎本の目つきが、ぼうっとしてたから、中毒者だと思ったんだってさ」

　男子は顔を顰しかめた後、大げさに胸を上下させた。

「でも、榎本と一緒に黒い帽子に黒い上着の男がいたから、もう別の売人がついていると思って、自分は声をかけなかったって」

「じゃあ、今日沙織の部屋に現れたのは、クスリの売人だっていうの？　やだ、そんなの」

「沙織がクスリをやっているなんて、あまり考えたくないね……」

　コピー用紙をテーブルに置き、橋口も頷うなずいた。ねじれた紙の中で、榎本沙織の表情が歪ゆがんでいる。

「その男、何なんだろう。豊花ちゃんの名前を知っていたんだろう？　どうして狙ねらったのかな……」

　小柄な男子が呟つぶやき、全員がそれぞれの思考に集中して黙だまり込んだ。テーブルの上に沈ちん黙もくが落ち、混こみ合った店内の喧けん噪そうが耳みみ障ざわりに流れた。

「……豊花ちゃん、グループの中で、一番沙織と仲よかったよね」

　豊花の隣となりの女子が、眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。つられたように、豊花の表情も暗くなる。

「まあ、あたしが一番話しかけていたような気はするけど……それがどうしたのよ」

「……その男、沙織を殺して、豊花ちゃんも一緒に埋うめようとして、探していたのかも」

「何よ。どうしたらそういう発想になるのよ」

「その男は沙織とつき合っていて、沙織に友だちと呼べるのは、中学の同窓生しかいないって知っていた。で、最近沙織と別れ話が出て、縺もつれて、うっかり殺しちゃった。死体を山奥に埋めようと思ったけど、ふと一人きりで埋められる沙織を可哀かわい相そうに思って、誰だれか一緒に……」

「やめてってば。沙織がそんなことに巻き込まれるわけないでしょう。それに今日、沙織に彼氏はいないって、虹女付属の人に聞いたわよ」

「じゃあストーカーだ」

「だからやめてよ。沙織は生きてるわよ。それに一緒に埋めるって何よ。埴はに輪わじゃないんだから」

「豊花ちゃん、実は榎本に恨うらまれてたんじゃない？」

　男子が真面目まじめな顔をして、言った。

「卒業後、榎本はずっと復ふく讐しゆうの機会を狙っていた。で、その帽子の男は、榎本が雇やとった一流の殺し屋で……」

「もうやめてってば。沙織がそんなことするもんですか。恨まれる覚えだってないわよ」

「でも豊花ちゃん、よく榎本の給食を奪うばってたよね……」

「あれは、沙織が食べられないものを代わりに食べてあげてたの」

　騒さわぎ出した一同を無視し、京介は椅い子すの背もたれに寄りかかって窓の外に目をやった。夕暮れの薄うす闇やみの中を、ライトをつけた自動車が渋じゆう滞たいを起こしている。どんな色の車も、今ばかりはただの闇色に染まっていた。

　榎本沙織の部屋で、窓ガラスを砕くだいて歩み寄ってきた男のことを京介は思い返していた。男の目的は豊花だった。それは今、同窓生が言い合っているように、榎本沙織に関係することなのだろうか。居場所がわかっていたのは、豊花をつけていたからだろうか。そうだとすれば、いつから──。

　テーブルを挟はさんだ向こう側で、橋口も黙って自分の考えに集中しているようだった。左右に揺ゆれていた黒目が、不意に止まる。

「今、思い出したんだけど……」

　橋口が口を開くと、騒いでいた一同は全員黙った。日に焼けた橋口の顔は、心なしか青ざめて見えた。

「どんな時に出てきた話題か忘れたけど……沙織が、一年生の頃ころ、変な男の人に連れて行かれそうになったって言ってたのを思い出した」

「変な男の人？」

「そう」

　組んだ自分の指先に視線を落とし、橋口が頷く。

「その話を聞いた時は、まあよくいる変質者か何かだと思ったんだけど……」

「その変な男ってのが、今日あたしと京介が遭あった奴やつと同じかもしれないってこと？」

「沙織は前々から、そいつに狙われていたのかも……」

「でも、その男に連れ去られたと考えたら、今度は書き置きの意味がわからなくない？」

「無理矢理書かされたんじゃない？」

「じゃあ、そんな前から榎本を狙っていた男の目的は？」

　疑問形ばかりが飛び交かうテーブルに、仏ぶつ頂ちよう面づらをした店員が「空いたお皿をお下げしてよろしいですか？」と割り込んできた。




　夜は昼間とは違ちがう話が聞けるかもしれない。そんな誰かの提案により、ファミリーレストランを出た一同は、再度街での聞き込みを始めた。

　京介は「夜の街は物ぶつ騒そうだから一条君も協力してよ」と橋口に言われてしまい、同行することとなった。これからの聞き込みは、主に黒い男についての情報を集める予定らしい。戻もどってこない二人の仲間は、最後まで姿を現さなかった。

　自分も行くと主張した豊花は、全員から帰るように言われた。あの男がもう現れないという保証は、どこにもないからだ。

　寮りようの三階の窓ガラスを破ってくるような相手から、どう守るものかと考えた末、京介は豊花を自宅ではなく、本家へ送った。六月に起きた事件以降、本家の建物周辺には常時強度結界が張られ、不ふ審しん人物及および不審生物の侵しん入にゆうを妨さまたげるように設定されている。安全面では申し分のない環かん境きようだ。建物四階には仮か眠みん室しつがあり、そこは本家職員専用であるものの、薄はつ給きゆうのために住居に困った矯きよう正せい術者が住みついているという話もある。豊花には、しばらくそこでおとなしくしてもらうことにした。

「あたしも一いつ緒しよに行く。沙織が今頃何をしてるのかって考えたら、のうのうとしてられないわよ。あんな男だって、怖こわくないもん」

　仮眠室の前で、豊花は不服そうに言った。室内には簡易ベッドの他ほかにテレビもあり、プロレスラーのような体格の女性術者と、ギャンブル好きだが金運の悪そうな老人術者が、リモコンを取り合っていた。

　恋れん愛あいドラマと時代劇と、交こう互ごに切り替かわる画面を眺ながめつつ、京介は答える。

「豊花が怖くなくても、相手の正体がはっきりするまでは、慎しん重ちようにした方がいい」

「正体はクスリの売人かもしれないんでしょう？　だったら探し出して、沙織の居場所を吐はかせるわよ。あたし、拷ごう問もんは得意なんだから」

「それはよく知ってる。でもお前はここにいろ。他の奴にも言われただろう。お前があいつに捕つかまったら、捜そう索さく人にんが増えて困る」

　鼻の頭に皺しわを寄せて十数秒唸うなった後、機き嫌げんのわかりにくい上うわ目め遣づかいで、豊花は言った。

「何か心配だなあ。京介にとって沙織は他人だから、あんた、適当に聞き込みしそう……。ちゃんとやってよ？　第四十八回卒業生なんだからね」

「おれの行動より自分の心配をしろ」

　豊花はまたしばらく唸っていたが、ため息と同時に頷うなずいた。

「わかったわよ。じゃあ、今夜はここにいる。明日の朝迎むかえに来て。でも、今夜中に何かあったら、絶対教えてよ」

　豊花は手を振ふり、仮眠室へ入っていった。

　テレビのリモコン争いは豊花の参戦で、時代劇に落ち着いたようだった。




　虹原駅西口の裏通りには、飲み屋や風ふう俗ぞく店てんなど、日が沈しずんでから看板に明かりを点ともす店が、規模を問わずに百店てん舗ぽ近く軒のきを並べている。それを取り囲むように、パチンコ屋やゲームセンター、カラオケ店が、やはり看板の輝かがやきを競きそい合うようにして隣りん接せつしている。通行人は若者や酔すい客きやくなど、様々。スリや喧けん嘩かやその他の人間関係で、もめ事の種類も、様々。

　そこに「虹西通り」という名前があることを、アーケードを見上げた時に京介は初めて知った。

「なあ、一条……くん」

　京介の傍かたわらで、一緒に行動することになった小こ柄がらな男子が言った。名前は田中とか中田とかいうらしいが、名乗った声が小さかったので京介は聞き取れなかった。

「その、布に包んだ長いの、何なのかな。ずっと気になってたんだけど……」

　男子は京介の玲れい洗せん樹じゆの枝を見上げ、言った。面めん倒どうだったので、京介は「武器」とだけ答えた。男子は「それは頼たのもしいなあ」とうわずった声で言った。

　ジーンズのポケットに手を突つっ込み、煙草たばこをどこかに落としてきたことに気がついた。更さらに残念なことに、新しく買えるほどの小こ銭ぜにもない。何だかんだとタイミングを逸いつし、京介は今日一日、一本も煙草を吸っていないことに気がついた。それは間ま違ちがいなく健康的なはずなのに、あの医師に呪まじないをかけられているような気がして、嬉うれしいことではなかった。

「あ……昼間、榎本の写真を見てもらった売人は、ここにいたんだ」

　アーケードの横、若者が入り口に殺さつ到とうしているカラオケ店の前を指し、男子が言った。

「ここの通りの売人には、組合みたいのがあって、みんな仲間なんだって。でも何十人もいるから、一人一人の素す性じようをそれぞれが把は握あくしてるわけじゃないんだって。昼間に会った売人も、榎本と一緒にいる奴やつの名前は知らないけど、雰ふん囲い気きが怪あやしいから同業者なんじゃないかって言ってた」

　曖あい昧まいな情報だなと心の中で呟つぶやき、京介は暗い空を見上げた。辺り一帯には、夏の夜特有の汗あせばんだ空気が重く滞とどこおっている。金きん融ゆう関係業の店舗が放つネオンの光が、星の見えない夜空を暑苦しく彩いろどっている。こんな蒸むし暑い夜に、こんな混雑した裏通りで時間を過ごそうという人間は、相当我が慢まん強づよいのだろうと思った。

「それで、どうするんだ」

　京介が尋たずねると、緊きん張ちようした面おも持もちで人の流れを見ていた男子は、一いつ瞬しゆんだけ肩かたを震ふるわせた。

「ええと……昼間は売人が一人しかいなかったから、これから他ほかの売人に話を聞こうかと……」

「他の売人はどこにいるんだ」

「知らないけど……それらしい人に、適当に声をかけていけば……」

　男子の声は尻しりすぼみになっていった。「それらしい人」の基準が何であるか京介はわからないが、一見して職業不明な怪しい人間は、そこら中に溢あふれていた。一人一人声をかけていたら日が昇のぼってしまいそうだし、「覚かく醒せい剤ざいの売人ですか」と尋ねられて怒おこらない人間ばかりとも思えなかった。

「ど、どうしよう……」

　男子は京介の背後に回り、その場で足あし踏ぶみをし始めた。

「昼間に来た時は、全然人の姿もなくて、店もほとんど閉まっていて、雀すずめとか鳴いてたのに……」

「雀は、夜は鳴かないだろうな」

「繁はん華か街がいなんか初めて来たけど、ちょろいって思ってたのに……。なあ一条……一条君。話を聞いたけど、手がかりはなかったってことにして、橋口たちのところに戻もどろうよ」

　男子生徒はその場をぐるぐると歩き回りながら言った。

「ここ、俺にも不ふ釣つり合あいだけど、榎本にも不釣り合いだよ。家出をしたあいつが、ここに来たとは思えない……どうせ大した情報なんか、出てこないよ」

　京介はため息をつき、駅の方向に目をやった。橋口や他ほかのメンバーは、東口の方で聞き込みをしている。二時間後に改札前に集合する予定になっていた。

　カラオケ店から飛び出してきた若い女が、男子の肩にぶつかって、謝りもせずに路地裏へ駆かけていった。男子はその反動で逆方向に回転を始めた。

「お前、東口の方に行ってろ」

　京介が言うと、男子はぴたりと回転を止めた。

「え、でも……」

「おれは適当に話を集めてみる」

「え、でも……」

「単独行動の方が合ってるんだ。気にしないで行ってくれ」

　顔から一いつ切さいの怯おびえを払ふつ拭しよくすると、男子は「一条君ってすごくいい人だったんだね。中学三年間、一度も気づかなかった俺は馬ば鹿かだよ」と大きな声で言った。声が大きいのは、周りの喧けん噪そうに負けないようにした結果のようだった。

　駆け足で去って行く男子を見送り、京介はもう一度アーケードを見上げた。榎本沙織の行方ゆくえというよりも、あの黒い男の正体を早めに突き止めたかった。窓ガラスを破って侵しん入にゆうしてくる男も油断できないが、仮か眠みん室しつに閉じこめられた豊花が、退たい屈くつしすぎてそのうち窓を割る可能性もないとは言えない。

　アーケードをくぐり、周囲に視線をやりながら、京介は通りを歩いた。売人に一人一人話を聞くよりも、組合があるならばてっとり早く代表者に話を聞けないものかと思った。夏休みのせいか、制服を着ている者はいなかったが、あちこちから飛んでくる闘とう争そう心しんに満ちた視線は、学校の体育館裏辺りを歩いている時に感じるものとあまり変わらなかった。

　人ごみのせいで、百メートルを進むのに数分かかってしまった。通りはまだ先に続いている。並ぶ店も歩く人間も、見た目がどこか違ちがうだけで、大差はないように思えた。誰だれに聞いても同じ話が出てきそうな気がして、京介は足を止めた。

　数歩前方に、入り口の狭せまい何かの店があった。わずかなスペースの駐ちゆう輪りん場じように、十代後半くらいの若い男が四人、しゃがみ込んでげらげらと笑い声を上げていた。彼らの足あし下もとには多量の吸すい殻がらと、大量の空き缶かんが転がっている。それは十年前からここで笑っていると言われたら、信じてやれそうなほどの量だった。京介は彼らに向かって歩き出した。

　若者たちは目の前で立ち止まった京介に気がつくと、笑いを止めて一いつ斉せいに鋭するどい眼光を飛ばしてきた。己おのれの眼力にそれなりの自信を持っているようだ。結構なことだと思いながら、京介は尋ねた。

「この辺りでクスリを売ってる人間の、元もと締じめを知らないか」

「何だ、このガキ。タメ口きいてるんじゃねえよ」

　若者の一人が空き缶を一本蹴けっ飛ばして立ち上がった。殺気立った音に、通行人の視線が一瞬集まる。すぐに日常茶さ飯はん事じだとわかったらしく、立ち止まる人間はいなかった。

「知らなければ別にいいんだ」

　転がってきた空き缶をつま先で止め、京介は言った。

「あんたたちがこの辺りに詳くわしそうに見えたから、聞いただけだ。他の奴やつに聞く」

「詳しいよ。俺たち、毎日二十四時間ここにいるもんな」

　ビール臭くさい息を吐はき、若者は一歩歩み寄ってきた。残りの三名もへらへら笑いながら、立ち上がる。

「聞きたいことがあるんなら、金を出せや。質問一個で基本料金五万円。答えは一文字一万円。それから……」

　面めん倒どうになってきたので、京介は足下の空き缶をひとつ拾い上げた。そしてそれを黙だまって店の壁かべへ叩たたきつけた。

　側面が歪いびつに押し潰つぶされた缶が地面に落ちる前に、京介は足を振ふり上げ、それを六回ほど壁に蹴り当てる。がっつんがっつんという不気味な破は壊かい音おんは日常茶飯事ではないらしく、多くの通行人が立ち止まった。

　薄うすさが一ミリ程度までに潰され、紙切れのように成り果てた缶が、硬かたい音を立てて地面に落ちた。缶が「暴行」を受けている間、ぴくりとも動かなかった四人の若者は、京介が振り返ると同時に「ひっ」と叫さけんで三メートルほど飛び退のく。京介は彼らに向き直り、もう一度尋たずねた。

「クスリの売人の元締めを知ってるのか、知らないのか。それだけ答えてくれないか」

「存じ上げています、はい」

　若者たちは顔を寄せてひきつった笑え顔がおを浮うかべた。その後、五秒ほど乾かわいた笑い声を上げた後、神しん妙みような顔をして一人が口を開いた。

「この先のゲーセンの角を右に曲がって、路地を抜ぬけた先に神社があって、そこによくいます」

「みんな、『リーダー』って呼んでいます」

　別の若者が答えた。普ふ通つうの目つきで普通に話せば、ここよりも東口にある学がく習しゆう塾じゆくが似合いそうな若者だった。

「自分ではクスリをやらないのに、売ってくれるからいい人なんだそうです」

「でも、本当にいい人かどうかはわかりません。気難しい人で、俺たちはまだ口をきいてもらったことがありません」

　口の中でリーダーと呟つぶやき、京介は礼を言った。

「どうも。参考になった」

　最敬礼をする若者に、京介はふと思いついて、榎本沙織の写真を見せた。

「この女子高生、知らないか」

　若者は、全員同じ方向に向かって首を傾かしげた。

「黒い帽ぼう子しと黒い上着を着けた男は、見たことないか」

　若者は、全員同じ方向に向かって、やはり首を傾げた。

　毎日二十四時間ここにいると彼らは言っていたが、ただ「いる」だけで、周囲のことはそれほど気にしていないようだった。

　中学の頃ころの自分も同じだったのかもしれないと、京介は思った。

　単純に「いる」ということを楽しんでいる彼らの方が、人間らしいとも。




　若者に言われたように、京介は通りを五十メートルほど直進し、右手にあったゲームセンターの角を曲がった。

　その先は、人とすれ違ちがう際には相当苦労しそうな細い路地が長く続いていた。幸いにして前方からやって来る人ひと影かげはなさそうだったので、虹西通りから届く明かりを頼たよりに、京介は路地を進んだ。先ほどからずっと、背後に野の良ら猫ねこがまとわりついていて、鼻を鳴らしては不景気な音を立てていた。

　路地を抜けると、四方をビルに囲まれた正方形の土地に出た。すきま風が絡からみ合って何かの効果を生みだしているのか、虹西通りよりも格段に涼すずしかった。

　狭せまい敷地しきちに、小さな鳥居と小さな社が存在していた。この神社に至る道は、今京介が歩いてきた路地だけだ。恐おそらくは、西口の開発の際に取り残された場所なのだろう。

　辺り一帯に対して一声不ふ遜そんな鳴き声を上げると、野良猫は尻尾しつぽを立てて路地を戻もどっていった。街灯はひとつもないが、ビルの間から漏もれてくる光で、視界はそれほど悪くない。京介はため息をひとつつき、鳥居の方に進んだ。

　もとは全体を赤く塗ぬってあったに違いない鳥居は、全体の九割が色落ちをしていた。社の前には古びた賽さい銭せん箱ばこがあり、神社自身にまだやる気があることを示している。ただ、人の気配はどこにもなかった。

　敷地の隅すみには何故なぜか小さな砂場があり、大きめのスコップが差してあった。何年か前の喧けん嘩かで、あんな感じのスコップで頭を殴なぐられたことがあるのを、京介は思い出した。殴った相手のことは覚えていないが、殴られた瞬しゆん間かん、目ま蓋ぶたの裏で火花が散って、結構綺き麗れいなものだった。

　背後で猫の鳴き声がした。続いて竹を転がすような、軽かろやかな音が聞こえる。先ほどの野良猫が戻ってきたのだろうか。路地の方向に京介は目をやった。

　野良猫の隣となりに体格のよい男が立っていた。胴どうも腕うでも足も、全身のパーツを全すべて直方体で作ったような男だ。角かく刈がりにした頭も固そうな面おも長ながで、モアイ像を思わせた。青いジャージの上下に下げ駄たという服装は、モアイ像にしてはやや俗ぞくっぽいものであったが。

「あんたがリーダーか」

　京介が尋ねると、野良猫が小さく牙きばを剝むいて応じた。その頭を撫なで、リーダーがしわがれた声で答える。

「何か用かよ。一条京介」

「用はある……。前にどこかで会ったか」

　京介の問いに、リーダーは自分のジャージの胸を軽く引っ張った。野暮ったいデザインの生地には、白しろ抜ぬきで「虹原東」と記されている。

　虹原東。虹原東中学の学校指定ジャージは、確かあんな形であんな色だった。

　また同窓生かと呟いた京介の耳に、電車の警笛が聞こえた。




　本家の仮か眠みん室しつで時代劇を見終えた豊花は、退たい屈くつを持て余していた。時刻は午後十時。いくらここが仮眠のための部屋であっても、まだ眠ねむるには早すぎる時間だ。

　だが、ここを住すみ処かにしているという二人の術者は、テレビを消すとさっさと簡易ベッドに潜もぐり込んで眠ってしまった。彼らのポリシーは、睡すい眠みん時間は一日八時間。太陽と地平線の距きよ離りがまだ短いうちの朝日を浴びないと、術者としてよい仕事ができないのだという。そのポリシーを貫つらぬいている人間が、どうして住居代を払はらえるだけの報ほう酬しゆうがもらえないのか、豊花には少々疑問だった。

　備えつけのポットで淹いれたお茶をすすり、術者のいびきを聞きながら、天てん井じようを見上げていると、奇き妙みような感覚を抱いだいた。この寂さびしさはなんだろうと考え、すぐに豊花は思い当たった。修学旅行の夜、一人だけ寝ねるタイミングを逸いつしてしまった時にも、こんな寂しさを感じた。

[image: ]

「こんばんはー。お邪じや魔ましまーす」

　仮眠室の扉とびらが開き、スーツ姿の青年が顔を出した。家長の遠峰だった。豊花は目を丸めた。

「あ、家長だ」

「あれ、豊花ちゃん、どうしたの」

　本家の最高権力者は、豊花の顔を見ると眉まゆを寄せた。

「まさか君も、減げん俸ぽうだらけで家賃が払えなくなっちゃったとか……。あれ、でも確か、自宅暮らしだったよね」

　遠峰は入り口でスリッパに履はき替かえ、部屋に入ってきた。手には色々な種類のスナック菓が子しとペットボトル、そして分厚い書類の束を抱かかえていた。

　豊花の隣に腰こしを下ろすと、遠峰は言った。

「親おや御ごさんと喧嘩して、家出でもした？」

「そうじゃないわよ」

　お茶用の紙コップを握にぎり潰つぶし、豊花は唸うなった。家出という話題は、今の豊花の神経に少し障さわる気がした。

　紙コップをゴミ箱へ投げ捨て、豊花は遠峰へ尋たずねた。

「こんな時間まで仕事なの？」

「そうだよ。最近忙いそがしくてね」

「光こう主ぬしや深しん廉れん寺じ華か奈なはもう本家にいないのに、まだ忙しいの？」

「別に、あの人たちと戦うことだけが仕事だったわけじゃないよ」

　スナック菓子の袋ふくろを開けながら、遠峰は小さく笑う。

「あっちが片づいたから、ようやく手をつけられることも多いんだ」

「ふうん……色々と大変ね」

　菓子袋と共に床ゆかに散った書類を、何となく豊花は眺ながめた。「未解決事件資料」、書類の表紙にはそう記されている。

「それで、仮眠をしに来たの？　でも家長は偉えらいんだから、仮眠をするにしても、もっと別の部屋があるんじゃないの」

「まあそうだけど、そっちにはテレビがないんだよ。だからこっちの仮眠室をよく使う」

　リモコンを使い、遠峰はテレビをつけた。

　チャンネルを野球のナイター中ちゆう継けいに合わせると、寝ている術者を気づかったのか、単に音声は必要ないのか、音量を最小限に絞しぼる。簡易ベッドで眠っている術者は、平へい穏おんそうないびきを奏かなで続けていた。

　豊花は勝手にスナック菓子に手を伸のばし、言った。

「あ、そうだ。水ようかん、どうもありがとう。おいしかったわ」

「いえいえ」

　遠峰は胡坐あぐらをかいた膝ひざの上に、リモコンを放ほうった。

「退院祝いを何にするか迷ったんだけど、食べものが無難かと思ってね。京介君は喜んだ？」

「食べてないわよ」

「やっぱりね」

「それにしても、みんな野球が好きね。あたしの父さんも毎日観みてるし、勝敗で機き嫌げんが変わるし、ほとんど命がけよ」

「夢中になれるものがあるのは、いいことだと思うよ」

「家長は、どこを応おう援えんしてるの」

「巨きよ人じんと阪はん神しんと広ひろ島しまと横よこ浜はまと西せい武ぶとロッテとダイエーとオリックスかな」

「何か、はっきりしない奴やつね」

「自分でも時々そう思うよ。それで──」

　ペットボトルの蓋ふたを開け、そのままスポーツ飲料を一口飲んで、遠峰が言う。

「豊花ちゃんは、どうしてここにいるのかな」

「京介にここにいろって言われたの」

「どうして？」

「えーと……」

　別の菓子袋を開け、豊花は考えた。

　榎本沙織の件は、矯きよう正せい術者として追いかけている事件ではない。本家の職務とは無関係なのに、ここに避ひ難なんしていることがばれたら、やはり怒おこられるだろうかと不安になった。

「言いたくなければ、別にいいけどね」

　テレビに顔を向けたまま、遠峰が頷うなずいた。

「ただ、君にしろ、京介君にしろ、君たち双ふた子ごが別行動をしている時って、何かに巻き込まれている時だなあと思ってさ」

「よく見てるのねえ」

　ホームランがあったらしく、総立ちになる観客の映像が映った。ホームランを打たれた方が、父親の尚の贔ひい屓き球団だった。今いま頃ごろ家で、怒ど鳴なったり叫さけんだり泣いたりしているんだろうな、と豊花は思った。

　京介はもう家に帰ったのだろうか、今日の夕飯は何だったんだろう、とも考えた。

「ところでさ」

　あの黒い男の件を話してみようかと豊花が思った時、遠峰がスナック菓が子しを咀そ嚼しやくしながらそう言って、話題を変えてしまった。簡易ベッドで術者が寝ね返がえりを打ち、室内が一いつ瞬しゆん揺ゆれる。

「護衛隊の件、考えてくれた？」

「あたしはいいかなあって思ってるわよ、報ほう酬しゆうが今より高くなるんなら。でも京介が、全然乗り気じゃないみたいなのよ」

「やっぱりね……」

　顎あごを撫なでた遠峰は、大きく首を捻ひねった。関節の鳴る乾かわいた音が、静かな室内に短く響ひびく。テレビの中で映像が目まぐるしく変わった。もう一度同じ球団の打者が、ホームランを決めたようだった。

　豊花と京介は、二人一組で本家に術者登録をされ、同じ報酬を受けている。二人が別々の職種に就つくのは、恐おそらく規定外ということで許可がおりないだろう。だが許されたとしても、豊花は自分一人で護衛隊に入るつもりはなかった。

　部屋の扉とびらが開き、白い制服を着た護衛隊員がそっと顔を出した。動物園の飼育小屋を初めて覗のぞいた子供のような、緊きん張ちよう混じりの表情を浮うかべて鼻を動かしている。隊員は遠峰の顔を見ると、途と端たんに表情を険しくした。

「家長、こんなところにいらしたんですか」

　遠峰は隊員を見ると「やあ」と言って菓か子し袋ぶくろを差し出した。

「君も食べる？」

「副家長がものすごい形相で探しています。早くお戻もどり下さい」

「わかったよ。じゃあまたね、豊花ちゃん。お菓子は全部食べていいよ」

　テレビのスイッチを切って、遠峰と隊員は何か話しながら廊ろう下かに戻って行った。

　床ゆかに残った菓子袋を眺ながめ、豊花はため息をつく。以前に見た時、護衛隊はわりと格好よく豊花の目に映った。だが今日の隊員は、ほぼ使いっ走りだった。ちょっと格好悪いなあと、豊花は思わず口に出してしまう。

　簡易ベッドから女性術者が起き上がり、何も言わずに廊下に出て行った。トイレにでも行ったらしく、一分もせずにまた仮か眠みん室しつに戻ってくる。

　女性術者はベッドへ突とつ進しんしていったが、途と中ちゆう、菓子袋に躓つまずいて転てん倒とうした。部屋が揺れた。

「痛いじゃん。こんなところに本を置かないでよ」

「本？」

　女性術者は足の裏に張りついた分厚い書類を取り、「これ」と言って豊花を睨にらんだ。書類は遠峰が持ってきた、未解決事件資料というものだった。

「ああ……家長、置き忘れて行ったのね」

「なあに、またあのぼんくら、ここに来てたの？」

　書類を勝手に捲めくり、女性術者は興味もなさそうに鼻を鳴らした。

「私、長いこと術者をやってるけど、今の家長は、歴代家長の中で一番信用できないね」

「そうなの？」

「そうじゃん。梅雨つゆの頃にあった事件だってさ、どっかの矯正術者に全部始末をさせて、病院送りにして、自分は何もしなかったそうじゃん」

「そう……だったみたいね」

「噂うわさによると、その時のお礼で、その矯正術者を試験免めん除じよで護衛隊に入れてやろうとしているらしいけど、それも怪あやしいね。自分の手元に置いて、また何かやらせるつもりなんじゃないの？」

「そう……なの？」

「そうじゃん。リモコンで操作するようにね、偉えらい奴やつは下の奴なんか、どうとでもできると思ってるんだから。あのぼんくら、もとは矯きよう正せい術者だから、ちょっとは期待してたのにさ。偉くなるとみんな同じだね」

「そう……」

　豊花は菓子袋の山と、しばらく見つめ合った。

　護衛隊に誘さそわれた理由。言われてみれば、女性術者の言うような見方もできる。応おう援えんしている球団が八つもあるというのも妙みようで、女性術者の言う通り、遠峰は確かに信用しにくい。

　そうだけど、でも、まだそれは推測。京介も言っていた言葉を心の中で復唱し、豊花は立ち上がった。

「それ、家長に返してくるわ」

「返しに行ったって、お駄だ賃ちんはもらえないと思うわよ。……ああ、こんな事件、あったっけなあ。『術者殺し』」

　書類に目を落とし、女性術者は大きな欠伸あくびをした。先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせたいのか、聞いてもいないのに説明を始める。

「二、三年前ね、矯正術者が担当区域内で、ある事件に遭そう遇ぐうしたんだわ。で、その犯人に殺された。それ自体は、まあ稀まれにある不運なことなんだけど、殺した相手が逃にげたまま、ずっと見つからない。特とく徴ちようはわかってるのにねえ」

　やれやれと言って、女性術者は書類を指で弾はじいた。

「どうして見つからないの？」

「探さなかったからに決まってるじゃん。連続殺人になったならともかく、矯正術者が一人死んだ程度じゃ、お偉いさんは誰だれも焦あせらないの。担当区域で術者が死んだ場合、業務は本家の特別班が引き継つぐもんだけど、あの時も動くのが遅おくれた。当時の先代家長は今のぼんくらと同様に、光主一族のご機き嫌げんとりに忙いそがしかったし」

「ああ……」

　受け取った書類を両手で抱かかえ、豊花は頷うなずく。先ほど遠峰が言っていたことの意味が、わかった気がした。

　女性術者は簡易ベッドの方へ戻りながら、大きな伸のびをした。

「『術者殺し』の事件はね、殺された方はもちろん、光流脈使い全体の不ふ名めい誉よなわけ。だからできれば、早く解決させたいんだろうね。あのぼんくらが指揮をとってるうちは、無理だろうけどさあ」

　再びいびきが聞こえてくるのに、三十秒もかからなかった。

　嫌いやな事件だと思いつつ、豊花は書類を閉じようとした。だが、紙面に並ぶ文字を目にして、ふと手を止めた。

　犯人の特徴。犯人は矯正術者との争いにより、大きな傷を負った。一いつ般ぱん医術、及および、光流脈による治ち癒ゆ術でも、その傷を完全に消すことは難しいほど深いらしい。傷きず痕あとは犯人の目印とされているようだった。

　傷のある場所は、左側頭部。手書きのスケッチによる参照図は、粘ねん土どを握にぎり潰つぶしたような傷痕を示していた。

　豊花が今日遭遇した男の、帽ぼう子しの下にあったものと同じだった。






















　虹西通りでリーダーと呼ばれる男は、京介の横を通り過ぎると、賽さい銭せん箱ばこの上に腰こしを下ろした。手にはコンビニエンスストアのビニール袋ぶくろを提さげていて、食べものがいくつか入っているのが見えた。

　着ているものは出身中学のジャージ。そして京介の名前も知っている。これだけ特徴的な顔と体型をしていれば、何となく覚えていそうなものだが、京介の方は相手の名前が思い出せなかった。

　野の良ら猫ねこが甘ったれた鳴き声を上げ、リーダーの下げ駄たに前まえ脚あしを伸ばしていた。毛並みの悪いその猫を野良だと思ったのは、どうやら京介の一方的な思いこみで、よく見ると細い首輪をしていた。そしてよく考えると、神社の横にある狭せまい砂場は、猫用の排はい泄せつ場所とも思えた。

　リーダーはビニール袋からおにぎりのパックと、キャットフードの缶かん詰づめを取り出した。おにぎりを地面に置いて猫に与あたえ、割り箸ばしを割って、自分はキャットフードに口をつけた。

　何かが間ま違ちがっている気がしたが、余興を見に来たわけではないので、京介は気にせずに質問をした。

「あんたが、この辺りの全すべてを取り仕切っているって聞いた」

　リーダーは何も答えず、割り箸を動かしていた。表情は静かなもので、モアイ像というよりは、仏像に近い。

「聞きたいことがあるんだ。あんたが元もと締じめをしているクスリの売人の中に、黒い帽子に黒い上着の男はいるか。売人の中にいなくても、そういう男を知らないか」

　リーダーはひたすら食事に没ぼつ頭とうしていた。京介はポケットから榎本沙織の写真を出して、差し出した。

「そいつはこの女子高生と一いつ緒しよにいたらしい。二人の姿を見たことはないか」

　猫に鳴かれ、新しいおにぎりを与えた後、リーダーは賽銭箱から降りた。下駄の底が鈍にぶい音を立てた。

　リーダーは京介の手から写真を取り、目を細めた。

「榎本沙織か」

「知ってるのか」

　聞いた後で、榎本沙織とこのリーダーも同窓生なのだから、顔を知っていてもおかしくはないかとすぐに気づいた。

　リーダーは写真を丸めて放ほうり捨てた。食事を終えた猫が、京介の足あし下もとまで駆かけ寄ってくる。猫は肉球の汚よごれた前足で、布の上から玲れい洗せん樹じゆの枝を引っ搔かき始めた。

　京介が猫から玲洗樹の枝を離はなしていると、リーダーは賽銭箱に戻もどり、下駄を左右に揺ゆらしながら言った。

「一条」

「何だ」

「お前、今、何しているんだ？」

「何って」

「職業だよ」

「一応、高校生と、その他」

「俺は今、お前も言ったように、この辺りの全てを取り仕切ってるよ。夏休みだからっていうわけじゃない。ずっと前からだ」

「へえ」

　社の後方に茂しげった雑草の中から、かすかに虫の声が聞こえた。リーダーは先ほどよりも強く、下駄を揺すった。

「学校はどうしたとか、聞かないのかよ」

「どうでもいい」

「どうでもいい、か」

　リーダーは喉のどの奥に何かが詰つまったような音を立てた。それが笑ったものとわかるのに、京介は三十秒を要した。

　猫は京介の靴くつ紐ひもを引っ張っていたが、一向に相手にされないことに飽あきたらしく、鳥居の方へ去って行った。

　ビニール袋を綺き麗れいな三角形に折り畳たたむと、リーダーが言った。

「俺はな、普ふ通つうの奴やつらには情報は漏もらさない主義でいるんだ。そもそも、普通の奴らとは話なんかしてやらない。だけど同窓生のよしみで、お前には特別に教えてやるよ」

　普通の奴らというのが自分のことだと気づき、京介は違い和わ感かんを感じた。だが相手がそうだというのならば、そうなのだろう。魔ま法ほう使つかいの杖つえに似た武器を引きずって、真夏の市内を歩き回る自分も少し変だが、神社でキャットフードを食べるリーダーも、まあ普通とは言い難がたい。

「まず、黒い帽ぼう子しに黒い上着の男」

　近くから聞こえたパトカーのサイレンに目を閉じ、リーダーが言う。

「俺がまとめているクスリの売人じゃないよ。だけど知っている。正しい名前は知らないけど、『具ぐ幻げん屋や』って呼んでいる奴がいた」

「具幻屋……」

「最初に見たのは三年前。その後、この街からは姿を消したと思っていたけど……また現れたのか」

　リーダーは、足下にある丸めた写真を蹴けった。写真は地面を転がり、砂場の中で止まった。

　どうやら、榎本沙織が家出の果てにクスリの売人に捕つかまったという、気分のよくない可能性は消えたようだ。だが、まだ安心のできる段階ではない。

「その具幻屋ってのは、何をする奴なんだ」

　京介が尋たずねると、リーダーは目を開いて空を仰あおいだ。そこに答えがあるのかと勘かん違ちがいし、京介も頭上に目をやる。昨夜と形の変わらない月があるだけだった。

「詳くわしいことは知らないよ。客の願いを叶かなえてくれると、聞いたことがある」

「客の願い……」

　眉まゆを寄せ、京介は問い返した。

「便利屋みたいなものか」

「多分違うと思うな。あいつには店も電話もない。そんな痕こん跡せきの残るものがあれば、俺のところにも情報は来るだろうし、街でももっと噂うわさになる。でも、全くならない。客はあいつの方から選んでいるらしいよ。知っているのは、これだけ」

　月に向かってリーダーは呟つぶやいた。

「次に、榎本沙織。こいつは常習だ」

「常習？」

「常客と言った方がいいかな」

「具幻屋の常客っていうことか」

「一条、やけに熱心だな。お前と榎本にどんな繫つながりがあるんだ？」

「繫がりなんてない。榎本沙織は、何日か前から行方ゆくえがわからなくなっている。榎本を探している友人グループに、おれは巻き込まれただけだ」

　京介はリーダーと距きよ離りを置いたまま、答えた。考えてみれば、写真を受け取った時以外には、リーダーも京介に近づいてこようとしない。猫ねこだけが、落ちつきなく走り回っている。

「手がかりは、具幻屋らしい男と一いつ緒しよにいたという話だけ。具幻屋は、榎本を探している友人にも近づいた」

　リーダーが下げ駄たを鳴らして賽さい銭せん箱ばこから降りた。京介から数歩離はなれ、鳥居の傍かたわらでしゃがみ込み、猫の顎あごの下を撫なでる。

「一条」

「何だ」

「体温は何度だ？」

「さあ」

「低そうだよな」

「この間、医者には低すぎるって言われた」

「そうだろうな。それでも、中学の頃ころよりは、上がっているんじゃないのか」

　言っていることの意味がわからず、京介は黙だまった。リーダーは猫を抱かかえて立ち上がり、賽銭箱の上に戻もどった。

「あんたは、榎本の居場所を知っているのか」

　にゃあと呼びかけてきた猫を無視し、京介は尋ねた。猫がリーダーの膝ひざから飛び降りて、砂場の方へ駆かけて行く。リーダーは首を緩ゆるく横に振ふった。

「知らないよ」

　京介は地面を見つめて考えた。

　榎本沙織の願い。それは書き置きにもあった「どうしても行きたい場所に行く」ということなのだろうか。「行きたい場所」がどこなのか、豊花も見当がつかないと言っていた。

　大たい抵ていの願いを叶える具幻屋は、榎本沙織を土星に連れて行くこともできるのか。頭上にある暗い星を見上げ、京介は無意識に唸うなっていた。

「用はそれだけか？」

　リーダーに問われ、京介は視線を戻した。リーダーはジャージの膝を叩たたいていた。何かのリズムに沿った、規則的な音だった。

「最初にお前を見た時、クスリを買いに来たのかと思ったよ。ありえなさそうだけど」

「最近は、煙草たばこを買う金もない」

「東中学の卒業生も、たまに来るよ。向こうは俺のことを知らないようだけどな。一条、三年間で何回学校に行った？」

　三百六十五に三を掛かける暗算の途と中ちゆうで、それでは多すぎることに京介は気づいた。休日や祝日、長期休みに加えて、サボったことも数え切れないくらいある。

「俺は言えるよ。俺の場合は七十二回」

　膝を叩くリズムを崩くずさず、リーダーが言った。

「一年の時、五十七回。二年の時、十一回。三年の時、四回。卒業までに合計七十二回だ。卒業式には行っていないから、俺はまだ在校生なのかもしれないけどさ」

「体でも弱いのか」

　京介が尋たずねると、リーダーはまだ喉のどを鳴らして笑った。

「そうは見えないだろう？」

「まあな」

「やることがなくて、この辺りを歩いていたら、前の元もと締じめに会った。そのおっさんの商売は、年ねん齢れいも学歴も社交性も必要ないやり方だった。それを三年かけて教わったよ。教え終わった後、そのおっさんがぽっくり死んじまったから、仕方なく俺が引き継ついだんだ」

「へえ」

「絶対断ると思うけど、一条も一緒にやらないか」

　リーダーの指が刻むテンポは、四よん拍びよう子しのように思えた。

「別に深い意味はないんだけどさ、あの猫が懐なつく人間って、珍めずらしいから」

　京介は自分のつま先に向かって、ため息をついた。一年間で何回ため息をつくか、今度数えてみようかと考えつつ、答える。

「答えがわかってるなら、きかないでくれ」

　猫が京介の足を踏ふんで、路地の方へ走り去って行く。京介は軽くリーダーに会え釈しやくをし、猫の後をゆっくりと追った。

　四拍子。中学の校歌は、四拍子で編成されていた。

　歌詞も旋せん律りつも覚えるつもりがなかったので、覚えていない。だが、音楽の筆記試験の直前に暗記した知識だけは、今もまだ京介の頭の片かた隅すみに転がっている。




「委員長……」

「何だね、塩原君」

「これ、効果あるんでしょうかね」

　虹原駅東口。午後十時を過ぎても、駅前広場は多くの若者で混こみ合っている。ここはナンパや喧けん嘩かなど、未成年のもめ事にはよく使われる舞ぶ台たいだ。そんな広場の入り口に、風紀委員の長谷常彦と塩原友子は立っていた。

　二人はこれから、夏休み特別夜間パトロールを始める予定である。服装は高校の制服。ただし、体の前後には大きなベニヤ板をぶらさげている。所謂いわゆる、サンドイッチマンというスタイルだった。

　ベニヤ板には委員会で作成した「夏休みは危険がいっぱい。喫きつ煙えん・万引き・覚かく醒せい剤ざいは処しよ刑けい」のポスターが貼はってある。この格好で繁はん華か街がいを練り歩き、若者の自主管理を喚かん起きしようという長谷の作戦だった。

　風紀委員の格好を目にし、笑う者、威い嚇かくする者。先ほどからそんな反応ばかりで、反省する人間など一人もいないようだった。

「どうした塩原君。気に食わないような顔をしているが」

　眼鏡めがねを押し上げた長谷が、塩原の顔を覗のぞき込んだ。その背後から、小学生くらいの子供が駆け寄って来て、長谷のベニヤ板を蹴けった。子供に五分ほど説教をした後、長谷は塩原を鋭するどく睨にらんだ。

「もしや塩原君。恥はずかしい、とか思っているのではないか？」

「そんなことはありません」

「いや、やはりおかしいぞ。というか、最近の君はおかしい。その証しよう拠こに、今日は髪かみゴムの色が、黒から紺こんに変わっている」

「校則では、黒か紺か茶色と決められているから、全く問題ありません」

「靴くつ下しただって、今日は何か変な印がついているぞ」

「ワンポイントソックスです。三つ折りの白なら、ワンポイントまでは校則で許可されています」

「爪つめが光っているではないか」

「私だって爪くらい磨みがきます。委員長も眼鏡を磨きますよね。それと同じことです」

「睫まつ毛げがカールしている。朝から何か変だと感じていたが、そのせいかね」

「いい加減にして下さい。私がどんな格好をしようとも、校則に従っていれば、文句を言われる筋合いはありません」

　対たい峙じした長谷と塩原は、それぞれのベニヤ板を揺ゆすって口論を始めた。広場に集まる若者は見せ物と勘かん違ちがいしたらしく、拍はく手しゆをした。

「まあよい。それでは私は西口を回るから、塩原君はこの辺りをまんべんなく回りたまえ。胸を張ってな」

　一方的に口論を打ち切った長谷は、嬉うれしそうにベニヤ板を揺らし、駅の方へ歩いて行った。残された塩原は、肩かたを落として呟つぶやく。

「……変ってことは、ないじゃないですか」

　広場を後にし、あてもなく歩きながら、塩原はため息をつく。

「……だって今日は、朝十時に来るって言ったから、ずっと待っていて、それなのに遅ち刻こくしてくるし、しかも髪ゴムにも靴下にも爪にも気づいてくれないし、委員長が気づいたってどうしようもないし、それに変ってことはないじゃないですか」

　すれ違ったサラリーマンが、怪け訝げんそうな顔で塩原を見ていた。そこで塩原は、心の中で思っていたことを、無意識のうちに全すべて口に出していることに気がついた。しかもわりと大きな声で。

　恥ずかしくなった塩原は、街路樹にしがみついて顔を隠かくした。イチョウの幹とベニヤ板がぶつかり合い、殺さつ伐ばつとした音を立てる。

「すみませーん、そこの蟬せみみたいな人、ちょっといいですか？」

　塩原の前に、若い女性がやって来た。年ねん齢れいは高校生くらいで、唇くちびるにピンク色の口紅をしている。

「……このくらい派手なお化け粧しようでもすれば、気づいてくれるんでしょうか……ああ、でもこれは、あきらかに校則違い反はん……それは駄だ目め、それはよくないです……絶対に違反は禁止で油断は禁物で禁断の恋こいであっても」

「さっきから何言ってるの？」

　高校生が不ふ審しんげに首を傾かしげる。また思考を口にしていたことに気づいた塩原は、咳せき払ばらいをして街路樹から離はなれた。

「あのさ、こういう女子高生を最近見なかった？　虹女付属の子なんだけど」

　高校生は、一枚の用紙を塩原に差し出した。写真をコピーしたものらしく、おとなしそうな少女の顔が写っている。

「見ていませんけど……」
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「そう。どうもありがとう」

　ピンクの唇を軽く笑わせると、高校生は車道を渡わたって行った。

　その後ろ姿を見届けたところで、塩原は今日の日中、高校であった出来事を思い出した。虹女付属の生徒を呼び出し、話をしていた一条兄妹きようだい。家出少女の話題だった。

「もしかして、一条さんの友人……？」

　呟いた塩原は、高校生の姿を探した。反対側の歩道に、後ろ姿が見える。歩道沿いに並ぶ商店は、ほとんどシャッターを下ろし、自動販はん売ばい機きの白い光がぼんやりと浮ういていた。

　その光が遮さえぎられた。歩道の脇わき道みちから現れた黒い人ひと影かげが、高校生に手を伸のばす。高校生の姿は黒い腕うでに摑つかまれ、脇道に消えた。

　血相を変えた塩原は、ガードレールを乗り越こえて、車道に飛び出した。通りかかった車が急ブレーキをかけ、塩原を撥はねる寸前のところで、停車した。車のバンパーとベニヤ板が当たっていた。

　運転手が窓を開けて「馬ば鹿か野や郎ろう」と叫さけんだので、塩原は頭を下げて謝った。校則はもちろんのこと、道路交通法の違反もよくないと塩原は思っていた。

　反対側の歩道にようやく辿たどり着き、塩原は高校生が消えた脇道を覗き込んだ。ゴミの転がっている暗い道には、高校生の姿はなかった。彼女を引きずり込んだように見えた、黒い人影もない。

　先ほど見た光景が錯さつ覚かくだったような気がして、塩原は立ちすくんだ。

　生暖かい風が吹ふいて、ベニヤ板が揺れた。ゴミが舞まい上がって、紙切れが塩原の胸に張りつく。

　あの高校生が持っていた白い用紙が、そこにはあった。




「だからね、家出したあたしの友だちを追っかけてたら、この資料に載のっている犯人……『術者殺し』？　そいつと同じ特とく徴ちようの男が現れたんだってば」

　冷やし中ちゆう華かの細切りきゅうりを勢いよく咀そ嚼しやくし、豊花は言った。

　午後十時半。定まった業務時間の存在しない光流脈統とう轄かつ管理本局は、一日を通して無人になる時間はない。だが日付を変へん更こうする頃ころが近づくと、事務系職員の多くは帰宅をし、建物内も閑かん散さんとしてくる。

「それはつまり……」

　一階ロビーの隅すみに座った遠峰が、口から箸はしを外す。手には豊花と同じ、冷やし中華の皿を抱かかえている。夜食用に注文したこの品は、五分ほど前に届いた。家長室に運ぶのが面めん倒どうだからという理由で、ここで食べている。

「『術者殺し』が、豊花ちゃんの友だちだったってこと？」

「違うわよ。そうじゃなくて……だからまだよくわかんないんだけど、あたしの友だちの周りをうろついてる男が、『術者殺し』かもしれないってこと」

　麵めんの上に載のったハムに、豊花は唇を尖とがらせる。冷やし中華には、ハムより焼き豚ぶたの方が豊花は好きだった。だが、文句を言ってはいけない。十時を回っても出前を受けつけている店の心意気にも、自分の冷やし中華を譲ゆずってくれた副家長にも、感謝をしようと思った。

　遠峰に「部下に譲ってあげなよ」と命じられた副家長の石田は、豊花の背後で険しい顔をし、直立している。

「それで京介は、一いつ般ぱん人じんの子たちとその男の情報を集めているの。『術者殺し』のことを教えようと思って家に電話したんだけど、まだ帰っていないみたいなのよ」

「なるほどね。で、豊花ちゃんはそいつから身を守るために、仮か眠みん室しつにいたわけだ。確かに本家の中は安全だけどね」

　紅べに生しよう姜がを箸で避よけ、遠峰が言う。

「でも、この強度結界、時々不便だよね。登録された術者以外の立ち入りを遮しや断だんするってことは、出前のおじさんも立ち入り不可能になっちゃうってことでさ、入り口まで受け取りに行かないとならないんだもんね。僕の車も強度結界仕様だけど、色々と面倒でさ」

「出前と安全の、どちらが大切なんです」

　石田が低く口を挟はさんだが、遠峰は無視をしていた。

　遠峰たちが深夜まで仕事をしているのは、未解決事件についての案をまとめていたからであるらしい。事件を追うための、特別班の人員編制など、色々と手続きがあるそうだ。豊花たちがやっているように、ファミリーレストランで適当に話し合った後、「とりあえず行ってみよう」という勢いで街に飛び出す、というわけにはいかないらしい。

　偉えらい人は大変だと豊花は思った。一方で、何だかまどろっこしいなとも思った。仮眠室にいた女性術者が見たら「そんなことに時間をかけていたら、逃にげられちゃうじゃん」とでも言いそうだ。

「それで……」

　遠峰が箸の先を豊花の鼻に向け、尋たずねてきた。

「君が見た男って、本当に『術者殺し』だったわけ？」

「特徴は同じだったわ。頭のここに、傷があったもの」

　豊花は自分の左側頭部を指差して、頷うなずいた。すると遠峰が答える前に、石田が口を出した。

「他ほかに『術者殺し』との共通点はないのか」

「ひとつじゃだめなの？」

「ひとつでは、情報としては非常に曖あい昧まいだ」

　眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻み、石田が言う。

「頭に傷のある男など、世界中に何人もいる。参考になる話があると君が言ったから、我々はここで聞いてやっているんだ。その程度の話ならば、夜食代を請せい求きゆうするぞ」

　豊花は冷やし中華のスープを飲み干すのをやめ、手の甲こうで口をふいた。

「ええっと……服装はね、黒い帽ぼう子しに黒い服だった」

「そんな服装の人間も、世界中に山ほどいる。他には？」

「あたし、そいつにさらわれそうになったの。力が強くて首が痛かったわ」

「それならばそいつは、ただの力のある人さらいではないのか。他には？」

「クスリの売人っていう噂うわさもあるわ」

「それならばそいつは、ただの売人ではないのか。他には？」

「ちょっと副家長、さっきから何なのよ」

　豊花は頰ほおを膨ふくらませて、立ち上がった。

「そんなふうにいちいち否定するんだったら、もう教えないわよ」

「勘かん違ちがいするな。教えてもらっているのではなく、聞いてやっているだけだ。未解決事件は『術者殺し』以外にも、山ほどある。我々上層部は、下っぱと違って忙いそがしいんだ」

　豊花が石田に摑つかみかかろうとすると、遠峰が「ブレイクブレイク」と言って間に入ってきた。それぞれの靴くつ音おとが天てん井じように響ひびき、豊花たちの前を、清せい掃そう員いんが眠ねむそうに通り過ぎて行く。

「情報はちゃんと参考にするよ、ありがとう」

　曲がったネクタイを直し、遠峰は書類の束を豊花に差し出した。

「興味があるなら『術者殺し』の事件資料、あげるから。君はもう、仮眠室に戻もどってさっさと寝ねること。夜よ更ふかししていると、朝顔の観測日記をつけられなくなって、新学期に先生に怒おこられるよ」

「そんな宿題ないわよ……」

　去って行く遠峰の後ろ姿を睨にらみ、豊花は唇くちびるを尖らせた。

「何だったら『術者殺し』の事件は、君が解決しても構わんぞ」

　立ち去り際ぎわ、石田が豊花を見下ろし、目を細めた。

「何せ君は、家長が直々に、護衛隊の新隊員候補にと推おす優ゆう秀しゆうな人材らしい。そんな事件、どうということもなかろう」

「まあ、嫌いや味みな言い方をする上司だこと」

「嫌味ではない。こちらとしても、矯きよう正せい術者が一人殺された程度の事件に、かかり切りになっていられないものでな。特別班の人件費も節約になるし、非常に助かる」

　石田は豊花に塀へいのような背を見せ、ロビーを横切って行った。

「何だかなあ。いちいち気に障さわることを言うわよね、あの副家長」

　豊花は唇を尖とがらせ、足あし下もとにある冷やし中ちゆう華かの皿を睨んだ。窓から差す月の光を受け、冷たい光を放っている。

　榎本沙織や、グループのみんなや、京介は夕飯を食べたのだろうか。そんなことを、豊花はふと思った。




　京介が集合場所の東口改札前へ行くと、そこにはオレンジ頭の橋口が一人、立っていた。

「みんなまだ戻ってこないんだ。熱心だよねえ」

　そう言って笑う橋口の顔にも、かすかな疲ひ労ろうが滲にじんでいるように思えた。

　この真夏日の中、朝から晩まで同じことをしているのだから、疲つかれない方がどうかしている。しかも橋口たちは事務的に動く京介と違い、榎本沙織の行方ゆくえを憂うれいながら聞き込みをしているのだ。進展のない状じよう況きようで受ける疲労は、京介の倍だろう。

　京介は橋口に、虹西通りで聞いた情報を伝えた。黒い男の正体はクスリの売人ではないということに、橋口は安あん堵どの表情を見せた。

　リーダーの人相を教えると、橋口は首を傾かしげていたが、「あまり学校には来ていなかった」という点を京介がつけ加えると、手をひとつ叩たたいた。

「きっとそれ、横よこ田た君だね。へーえ、今そんなことしてるんだ。人生は色々だね」

　オレンジの頭を頷かせ、橋口が言う。その背後、改札を通り抜ぬけるのは、下車客がほとんどだった。虹原駅の終電時間は早い。

　誰だれもが暑さにうんざりした顔をして、バスロータリーやタクシー乗り場へ去って行く。人の流れをぼんやりと見つめながら、橋口が不意に笑った。

「そうだ……。今日さ、一条君と豊花っち、虹女付属の人に話を聞きに行ったでしょう？そこで沙織が小学校の頃ころ好きだった男の子がいるっていう話、出なかった？」

「出た……と思う」

「豊花っちは、沙織とそういう話をしたことがないからわからないって言ってたけど、私、前に沙織から聞いたことがあるんだ。小学校の頃好きだった子って、横田君みたいよ」

「小学校の頃からの、同窓生なのか」

「そうみたい。わりと仲はよかったって。でも横田君、中学に入ってからはほとんど学校に来なかったし、性格も変わっちゃったみたいだから、沙織も次し第だいに疎そ遠えんになっていったみたい」

「ふうん……」

「人生は色々だよね、本当」

　頭を搔かく橋口の傍かたわらで、酔よっぱらいが転てん倒とうした。

　酔っぱらいの人生も、きっと色々なんだろう。京介は喫きつ煙えんの欲求を、ため息でごまかした。




　その後、明日の集合時間を聞いて、京介は自宅に向かった。

　家に帰ったら、まず父親の夕食の支し度たくをしなくてはならない。風ふ呂ろに入り、夏休みの課題と少々睨み合い、多分手をつけずに眠る。翌朝起き床しようしたら、父親の朝食の支度をし、本家へ豊花の様子を見に行き、捜そう索さく隊の集合場所へ移動。予想していた以上に、今年の夏休みは多た忙ぼうのようだ。体の節々が、早くも悲鳴を上げている気がした。

　自宅まであと数メートルという路上で、三軒げん隣となりの家に住む小学生に会った。街灯が点ともる人通りのない夜道に、小学生はチューブ入りの蜂はち蜜みつをばら撒まいていた。

「あ、一条さん家ちの不良のお兄ちゃん。こんばんは」

　その小学生は、親のしつけがしっかりしているらしく、近所では礼れい儀ぎ正しいことで有名だった。九十度のお辞じ儀ぎをされた京介は、首だけ前に倒たおして「こんばんは」と返してやった。不良のお兄ちゃんとしては、上等な挨あい拶さつだと自負した。

　地面には、蜂蜜が水みず溜たまりのように広がっていた。蒸むした風に混じり、甘ったるい匂においが京介の鼻先を掠かすめる。

「夏休みの自由研究のために、アゲハ蝶ちようが必要なんです」

　小学生は手にした虫取り網あみを掲かかげ、真面目まじめな顔で言った。

「それで、罠わなを。蝶々の好物は蜜だから、蜂蜜を罠にすれば、絶対引っかかるって」

「誰が言ったんだ」

「一条さん家のお父さんです。髪かみの毛がぴょこぴょこしたお姉ちゃんに聞こうと思ったら、留守だっていって、お父さんが教えてくれました」

「蜂蜜で引っかかるのか」

「引っかかります。甘いから」

「でも、蜂はちと蝶々は違ちがう」

「そう言われてみれば、そうですね。じゃあ、黒蜜にしてみます」

　小学生が虫取り網を振ふり回し、後方に駆かけ去って行く。曲がり角の先に、小学生の住む家はある。

　京介がため息をついた時、背後から短い悲鳴が聞こえた。振り返った京介は、一いつ瞬しゆんだけ息を止めた。一体いつからそこにいたのか、黒い帽ぼう子しと黒い服を着けた細長いシルエットが、そこにはあった。

　男の片かた腕うでの中には小学生が抱かかえられ、口を塞ふさがれた小学生は苦しげにもがいていた。地面には虫取り網が転がっている。具ぐ幻げん屋やと呼ばれる男を見つめ、京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎる手に力を込こめた。

「同じ顔の、少女……豊花、だったか。あの少女は、どこだ」

　具幻屋が口を開いた。小学生を抱えたまま、ゆっくりと歩み寄ってくる。

「どこに、隠かくした？　目が届かない」

「どうして豊花を狙ねらうんだ」

　三メートルほど前方まで来た具幻屋に、京介は尋たずねた。手元は見ずに、玲洗樹の枝の布を解ほどく。

　具幻屋はその位置で立ち止まり、唇くちびるの形を歪ゆがめて笑った。笑っただけで答えなかった。

　京介は虫取り網の動きに注意を払はらいながら、言った。

「その子供を放せ」

「杖つえを捨てろ」

　具幻屋が強く肘ひじを引いた。小学生の喉のどが軋きしむ嫌いやな音が、京介の耳にも届いた。

「わかった」

　京介は玲洗樹の枝を足あし下もとに放ほうった。具幻屋がゆっくりと頷うなずく。小学生のざらついた呼吸音が、切れ切れに響ひびいた。

　次に京介は、足下にあった虫取り網を具幻屋に向かって蹴けりつけた。蹴った足を地面につき、反動を使って相手に向かって走る。

　具幻屋の脛すねを蹴り、足下を崩くずした。一瞬よろめいた黒い体の、肋ろつ骨こつをめがけて拳こぶしを叩たたき込む。具幻屋は後方に倒れ、電信柱にぶつかった。腕から解放された小学生が、地面に膝ひざをついて咳せき込む。

　京介が玲洗樹の枝に手を伸のばした時、起き上がった具幻屋が駆け込んできた。応戦しようとした京介の足に小学生が抱だきついてきて、はからずも動きを妨さまたげた。

　目の前まで歩み寄ってきた具幻屋が、片手で玲洗樹の枝を、別の手で京介の左腕を摑つかんだ。京介は振り払おうとしたが、動けなかった。体の外側と内側で、何かが砕くだける音を聞いた。

　玲洗樹の枝が、真ん中から真っ二つに折られた。それは初めて見る光景だった。この枝の硬こう度どが高いことは有名で、京介はもう何年も同じものを使い続けているが、一度も破損したことはなかった。粗そ末まつに扱あつかった時も、化けもの退治をやらされた時も、いつも。

　修理代にいくらかかるのか、京介はぼんやりと考えた。ひどく頭が痛んだ。

「痛いか。痛くて、声が出ないか」

　京介の左腕を摑んだまま、具幻屋が笑っていた。痛いのは頭ではなく、腕だった。左の肘も折られたことに、ようやく京介は気がついた。具幻屋の手の力が、とんでもなく強いことにも。

「だが、喋しやべってもらう。豊花という少女は、どこにいる？」

　頭の上から具幻屋の声が聞こえ、京介はいつの間にか、自分が膝をついていることに気づいた。困ったと思った。困ったとしか脳は言わなかった。頭の中が困こん惑わくだらけで、今自分は相当焦しよう燥そうしていると自覚した。武器と骨が同時に折れると、人は焦あせるということを、京介は初めて知った。

「言え。早く言え」

　具幻屋は虫取り網を折り、竿さおの部分を京介の頭上に振り降ろしてきた。尖とがった断面図は刃は物もののようで、立派に凶きよう器きの役割を果たした。

　頭と腹を打たれ、京介は地面に倒された。具幻屋が何度も虫取り網を振るい、暗い視界の向こうで、小学生の泣き喚わめく声が聞こえた。

　耳の側そばで固い音と嫌な匂いがし、京介は目ま蓋ぶたを気力で押し上げた。赤く染まった虫取り網が転がっていた。無地だったはずのＴシャツに、見たこともない大きな染しみが広がっている。自分の血を見るのは、およそ四週間ぶりだった。

「目め障ざわりだ。昔に遭あった奴やつを、思い出す。殺したくなる」

　具幻屋の声がした。体の左側が妙みように重くて、地に沈しずみそうだった。骨折の痛みは他ほかの傷に埋うもれ、ただの重みになっている。単純に目を開けていることが、苦痛になってきた。

　強い力で顎あごを摑まれ、頭だけ引き起こされた。具幻屋の声がさっきよりも近くで響く。

「だが殺さない。豊花という少女を、出せ。明日まで、時間をやる。榎本沙織が待っている。いいな」

　顎を放され、後頭部が地面に叩きつけられる。痛くはなかった。体の他の箇か所しよの方が、痛んでいた。

　ひとつの足音が遠ざかって行った。数十秒経たってから、「誰だれか大人を呼んできます」と叫さけぶ小学生の手を、京介は摑んだ。こんな時、しつけの行き届いた子供は大人を呼ぶが、しつけの行き届いていない不良は、追いかけなくてはならない。

　立ち上がった京介の目の前を、蝶ちようのような影かげが横切る。京介は影を目で追ったが、狭せまい視界では、それが現実のものなのか錯さつ覚かくなのか、判断がつかない。

　頰ほおを掠かすめて吹ふいた風は鬱うつ陶とうしく湿しめっていた。今夜は熱帯夜かもしれない。倒たおれて意識が消える前に、京介はそんなことを思った。




　仮か眠みん室しつの床ゆかの上で、豊花は菓か子し袋ぶくろと資料を抱かかえ、ひっくり返っていた。

　なかなか眠ねむれない。豊花は枕まくらが変わったくらいで眠れなくなるほど繊せん細さいな性格ではないが、今夜は何故なぜか眠れない。

　エアコンの効いた仮眠室は、自宅の部屋よりもずっと快適なはずなのに。そう思って、豊花はスナック菓子を嚙かみ砕く。あっという間に一袋あけてしまった。またトイレに立った女性術者に、一言「太るよ」と言われた。

　難しい資料でも読めば、勝手に神経が参って眠くなるかもしれない。未解決事件資料を捲めくり、豊花は早くも欠伸あくびをした。いい兆ちよう候こうだと思った。

　術者殺し。事件があったのは、三年前の五月。豊花が中学一年の頃ころだ。当時は、矯きよう正せい術者の研修生になりたてだった。本家や正式な矯正術者に何かが起きていても、その情報が研修生のところまでおりてくることは、ほとんどなかった。たとえ、術者が一人死んだとしても。

　事件の概がい要ようは、女性術者が話していた通りだった。だが資料には更さらに詳しよう細さいな記述でつづられている。

　犯人は、恐おそらく拝はい呪じゆ能力のある一族の末まつ裔えい、と推測されていた。拝呪能力とは、古代日本に存在した、特とく殊しゆな力を持つ人間の総そう称しようだ。その力で恩おん恵けいなり奇き跡せきなりを、他者や世界に与あたえる。光流脈使いの先祖である巫女みこも、ここに含ふくまれる。

　巫女は、光こう儀ぎ大たい神しんという精せい霊れいの力を借りていた。その子孫である光流脈使いは、精霊の欠片かけらから創つくられた光流脈から力を得る。犯人の能力の拠より所どころとなるものは、不明。しかし特定の道具や呪文を使わないことから、力の源は主に肉体そのものにあるものと予想されている。そのパターンの拝呪能力を備えた人間は、得てして寿じゆ命みようが短く、繁はん殖しよく力りよくも極きよく端たんに低い。犯人の同族が他に存在する可能性は、ほとんどないということだった。

　豊花は更に欠伸をし、目をこすった。あとは羊を三匹びきくらい数えれば、もう熟じゆく睡すいできるところまで来ていた。早く眠って、明日はさっさと起きて、捜そう索さく隊たいに戻もどらせてもらおう。涎よだれを拭ぬぐいながら、無意識に資料を捲る。

　三年前の事件で、犯人は一人の女子中学生に接近した。名前は榎本沙織。豊花の眠気が一気に覚めた。住所や外見特とく徴ちようなど、豊花の知っている榎本沙織と間ま違ちがいなく同一人物だった。

「『犯人には、他者の願望を叶かなえる能力があり、女子中学生に誘さそいの言葉をかけた』。……どういうこと？」

　中学一年の頃、榎本沙織は不ふ審しんな男に連れて行かれそうになったことがあった。ファミリーレストランで聞いた話を思い出し、豊花は眉まゆを寄せる。その不審な男が、拝呪能力を持つこの犯人なのだろうか。

「『犯人の動きを妨さまたげようとした矯正術者は、犯人と争いになり、負傷。犯人も重傷を負い、逃とう走そう。矯正術者は、女子中学生から事件の記き憶おくを一部削さく除じよ。その後、本家入院施設に運ばれたが回復せずに死亡。以降、犯人は姿を現さず』。……何よこれ。こんなに事件のことがわかってたのに、今まで何もしなかったわけ？」

　豊花は資料を強く握にぎりしめた。そのまま立ち上がり、廊ろう下かに飛び出した。女性術者が「トイレならあっちだよ」と教えてくれたのを無視し、逆方向に走る。

　外に出て京介を探しに行くか、それとも家長室の遠峰に報告するべきか、豊花が迷った時、頭上のスピーカーが鳴った。

「本家内業務連れん絡らくです。仮眠室でお休み中の一条豊花さん、一条豊花さん、ご自宅からお電話が入っています。術者センターまで来て下さい」

　豊花は舌打ちし、廊下を方向転てん換かんした。

　自宅から──父親の尚だろうか。夕飯はまだかとか緊きん張ちよう感かんのないことを言ってきたら、母親が今実家に帰っているのはただの帰省ではなく、尚に嫌いや気けがさしたのだという真実を告げてやる、と心の中で決めた。

　一階にある術者センターで、豊花は電話を受けた。相手は予想通り尚だったが、内容は予想とは違った。

　京介からの伝言で、絶対に本家から出るなということだった。

　そしてその京介は──。




「だから、見たんです。暗い脇わき道みちに人が引きずり込まれて、消えるのを」

　塩原友子は駅前の派出所で、自分が目もく撃げきした光景を警官に説明していた。一応の相あい槌づちを打つ警官は、胡う散さん臭くさそうな目で塩原を眺ながめていた。特に、体の前後に吊つったベニヤ板を不審そうに見つめていた。

「何かの事件かもしれません」

　胸の前で両手を交差させ、ベニヤ板を隠かくして塩原は言った。

「早く捜そう査さをして下さい」

「じゃあ、まあ、後で様子を見に行ってきますけど……」

「後ででは、遅おそいんです」

　塩原はベニヤ板を揺ゆらし、警官に詰つめ寄った。

「いいえ、もう遅いんです。私が駆かけつけた時、もう誰だれもいなくなっていたんですから」

「その前にさあ」

　警官はボールペンで自分の背後を示した。

「この人、あんたの仲間？　西口で演説なんかしていて、うるさいって苦情が来たから、しょっぴいちゃったんだけど」

　塩原の頰ほおがひきつった。そこには膝ひざを抱かかえた長谷が、小さくなってしゃがみ込んでいた。




　蟬せみの声が神経を逆さか撫なでする。今が夏だということは、彼らが声こわ高だかに教えてくれなくてもわかっている。

　夏。そう、今は夏なのに、何故なぜ雪が降っているのか。目に映る光景に、京介は長い唸うなり声を上げた。

　寝ねている場所は自室のベッドの上。窓から見える空は、素す直なおな幼よう稚ち園えん児じが塗ぬりたくったような、原色に近い青。光の色は透とう明めいなのに目に痛い。

　だが、部屋の中には雪が降っていた。天てん井じよう辺りに濃こい靄もやが立ちこめ、白くて丸い細かな粒つぶが、音もなく床ゆかに降り積もる。寒い。京介は寝返りを打ち、布ふ団とんを頭から被かぶろうとした。体を動かした途と端たん、左ひだり腕うでと腹部を中心に、激痛が全身を駆けた。

　左腕はギプスで固定され、首から布で吊つるされていた。絵に描かいたような骨折患かん者じやの姿。自分の腕を眺め、ギプスに積もった雪を払はらいながら、京介は茫ぼう然ぜんとそんな感想を抱いだいた。

　血にまみれたシャツは、新しいものと着き替がえさせられてある。シャツを捲まくって体を眺めると、昨夜受けたはずの傷はほとんど塞ふさがっていた。だが腹部の皮ひ膚ふが攣つれて、少し痛む。誰が手当をしてくれたのだろうと考えて、枕まくら元もとにメモが落ちていることに気がついた。表面の雪を払うと、父親の文字が現れた。

　治ち癒ゆ術は父親が施ほどこしてくれたという点と、骨折は治しきれなかったという記述があった。無効治癒体質の限界だろう。更さらに強い治癒術を使えば、体質の段階が進行してしまう。

　他ほかにも、本家にいる豊花には伝言をした、ということも書かれてあった。おぼろげにしか覚えていないが、昨夜、近所の小学生が呼んできた尚に、まず伝言を頼たのんだ記憶がある。メモには、京介の玲れい洗せん樹じゆの枝は、修理に出しておいたということも記されていた。

　最後に、雪は冷れい房ぼう代わりのサービスだと記されていた。費用は全すべて含ふくめて九万五千円。京介はひどい目眩めまいを感じた。

　寝起きの脳が少しずつ動き始め、今起きている状じよう況きようの再確かく認にんを始める。具幻屋。豊花を狙ねらう黒い男。榎本沙織が呼んでいる。

　時計を見ると、ちょうど午後二時を示していた。昨夜、自宅に運び込まれたのは、十一時前後。そこからの記憶は全くないので、実に十五時間も眠ねむっていた計算になる。

　階下で電話が鳴った。家には誰もいないらしく、留守番電話にもセットされていないらしい。呼び出し音はいつまでも鳴り続けた。

　京介は仕方がないので、ベッドから起き上がった。部屋を出る際、雪をかき分けて進むのに苦労した。思い切り転んで頭から雪に突つっ込んだ時、これはサービスではなく罠わななのではないかと疑ったほどだった。

　二階の部屋から十二段の階段を降りるのに、痛みを堪こらえる時間を含め、一分近くかかってしまった。電話はもう切れていたが、またかかってくるかもしれないので、廊ろう下かに寝転がって待つことにする。床板が肌はだに暖かく、意外に快適だった。

　三十秒くらいそうしていると、また電話が鳴った。

「も、もしもし……もしもし」

　電話の向こうから聞こえたのは、切せつ羽ぱ詰つまった女の声だった。どこかで聞いたことがある声だが、誰だかわからなかった。

　京介が黙だまっていると、相手が裏返りかけた声で呼びかけた。

「もしもし……豊花っち？」

　電話の相手は、オレンジ頭の橋口だった。すっかり寝込んでいて、捜そう索さく隊たいの集合時間に間に合わなかったことに、京介は気がついた。

　受話器を耳と肩かたの間に挟はさみ、空いた右手で顔に残る雪を払って、京介は言った。

「豊花は今、別の場所にいる。それから集合時間……」

「一条君？　一条君なんだね？」

　橋口の声が大きくなった。受話器にすがりついているような声だ。京介は眉まゆを寄せ、尋たずねた。

「どうかしたのか」

「黒い男が……黒い男が来たの」

　橋口の声は震ふるえていた。どこか外から電話をかけているらしく、雑音が激しい。

「集合時間にみんな来なくて、誰も来なくて、おかしいでしょ、だから家に連れん絡らくしたら、昨日から帰ってないって言われて、どうしたんだろうって思って、そしたら、私の部屋に……」

「お前、今どこにいるんだ」

　受話器を握にぎり直し、京介は尋ねた。具幻屋の狙いは、豊花だけではなかったのか。

「どうしよう、一条君……沙織が待ってるって、どういうこと？　みんな連れて行かれちゃったの？」

　震える声でそう言った後、橋口が大きく息を飲む音が響ひびく。

「私のせいかな、私のこと、沙織は恨うらんでいるのかな。私、三年の時に沙織に言っちゃったことがあるの、一人で何もできないのって。どこへ行くにもずっと後ろを歩かれて、つい言っちゃったんだ、本心じゃないんだよ。でもその後、沙織は虹女付属を一人で受験することに決めたんだ。それがずっと気がかりで、だから今回も率そつ先せんして沙織を探していたけど、私は……」

「橋口、今どこにいるんだ。まずそれを言ってくれ」

　受話器の中に、しばらく沈ちん黙もくが落ちた。

「──家から逃にげて来て……六丁目の交差点にある、コンビニの電話のところ」

「わかった。そこから動くな。すぐに行く。いいな」

　京介は電話を切り、家を飛び出した。

　太陽が真上から照りつけ、十秒も走ると汗あせが流れてくる。ギプスで固められた腕うでが、走行の邪じや魔まになる。腹部の痛みを無視して、京介は角を曲がった。

　出会い頭がしらで、セーラー服の女子生徒とぶつかりそうになった。お下げ髪かみの相手は、偶ぐう然ぜんにも知人で、風紀委員の塩原友子だった。

　塩原は京介のギプスを見ると、目を見開いた。

「い、一条君、どうしたんです、それ。喧けん嘩かですか？　いけません、喧嘩は」

「急いでいるんだ、どいてくれ」

「あの、豊花さんはお家うちにいますか」

　目を三度ばかりしばたたかせ、塩原が言った。

「豊花さんの知り合いらしい人と、昨日会ったんです。虹女付属の生徒さんを探していたから、きっと仲間だろうと思って。その人が変な人に連れ去られるのを、私、見たんですけど、警察が……」

　京介は舌打ちし、塩原を迂う回かいして走った。背後から何か言ってきたが、耳には入らなかった。

　県道沿いにあるコンビニエンスストアの前には、誰もいなかった。入り口の横にある公衆電話にも人の姿はない。受話器が元の位置に戻もどされておらず、コードに吊つるされて宙に揺ゆれていた。

　ガラス越ごしに店内を覗のぞいてみたが、橋口の姿はない。腕にギプスをつけて、息を切らしている京介を、店員が不思議そうな顔で見ていた。




　京介の知っていることと、豊花が資料で読んだ情報を合わせると、ただひとつの疑問を残して、事件の骨組みは見えた。

　特とく殊しゆ能力で他者の願いを叶かなえる、具幻屋。

　榎本沙織は三年前にも、具幻屋と接せつ触しよくをしている。その際、具幻屋の妨ぼう害がいをした矯正術者が死亡した。それが未解決事件のひとつ、『術者殺し』。

　今回、榎本沙織が書き置きを残して消えたと同時に、具幻屋は三年ぶりに動き始めている。二人が共にいたという情報もある。榎本沙織が、具幻屋に何かの願いを託たくしているのは間ま違ちがいなさそうだった。疑問点は、三年前や今回も含ふくめ、榎本沙織の願いは何かという部分だ。

「友人が、次々に消えている。で、豊花ちゃんが最後の一人……」

　遠峰が天てん井じようを見上げ、呟つぶやいた。

　本家三階にある会議室では、京介と豊花、遠峰と副家長の石田がテーブルを挟み、向かいあって座っていた。入り口には護衛隊員が数名控ひかえている。

　京介が仮か眠みん室しつにいる豊花に会いに行くと、ここへ呼び出された。遠峰は眠ねむそうな顔をしながら豊花の話につき合っていたが、石田の方はこの場所にいることが心底不快だという顔をしていた。

「中学の同窓生なんだよね。じゃあ……」

　紙コップに入ったコーヒーをすすり、遠峰が言う。

「君たちが全員、その沙織って子をいじめていて、それへの復ふく讐しゆうが願いとか」

「いじめたことなんかないわよ」

「いじめた方はいつもそう言うからね。……ああ、今の発言は無視してね。寝ね不ぶ足そくだと頭も体もきれが悪くてさ、気が回らないんだ。じゃあ、友だち全員集めて、誕生日パーティーでもしたかったとか」

「沙織の願いは『行きたい場所がある』ってことなの」

「じゃあ、修学旅行にもう一度行きたいとか」

　豊花は頰ほおを膨ふくらませ、苛いら立だちを紛まぎらわすためには、京介のギプスを指で弾はじいていた。最初にこの怪け我がを見た時はひどく心配してくれたが、所しよ詮せんは豊花だ。そのうちギプスに落書きでもされるんだろうと、京介は予想していた。

「具幻屋は、君を狙ねらっているんだろう。君を目の届くところに出せと言って、君の兄を傷つけた」

　初めて口を開いた石田が、京介と豊花に向かって目を細めた。

「だったら君が強度結界の外に出て、具幻屋の囮おとりになればいい。そこを君の兄が捕つかまえれば、片づく問題だ。我々を呼び出すほどのことではなかろうが」

「それができればとっくにやってるわよ」

　豊花がテーブルを叩たたき、石田を睨にらんだ。

「でも京介は怪我をしているし、玲れい洗せん樹じゆの枝も修理中なの。万ばん全ぜんじゃないから、誰だれか術者を貸してって言ってるの」

「人件費の無む駄だだ。却きやつ下かだ。それがいやなら、君たちは引っこんでいろ。『術者殺し』の件は、特別班の編制が決まり次し第だい、行動を開始する」

「具幻屋はあたしの友だちを連れ去ったのよ。その子たちの安否を考えたら、ぐずぐずしていられないの」

「石田、けちけちしてないで、護衛隊を何人か貸してあげようよ」

　遠峰が欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、言った。

「また『術者殺し』に矯正術者が二人殺されました、ってことになったら、問題になるよ」

「大した問題にはなりません」

　眉み間けんに深い皺しわを刻み、石田はきっぱりと言い放った。

「殺されたところで、どうせ彼らは殉じゆん職しよくの森行きです」

　遠峰が深く肩かたを竦すくめ、石田が黙だまる。豊花が歯は軋ぎしりをする音だけが、京介の耳元で聞こえた。

　京介は音を立てない程度のため息をついた。豊花としては、榎本沙織の件が本家の扱あつかう事件に絡からんでいるので、応おう援えんを要よう請せいしたかったのだろう。仲間は全員連れ去られ、自分も標的にされている。そして京介は見るからに怪我人だ。だが本家側としては、具幻屋の件を、さほど大きな問題として捉とらえていないらしい。事件が起きていても、その地で澱よどみが発生しなければ、そもそも術者は動かないものだ。

　自分でもギプスを指で弾きつつ、京介は考えた。一人で何とかするしかないだろう。この腕うでは鬱うつ陶とうしいが、無効治ち癒ゆ体質が四段階に進むのを覚かく悟ごし、医務室に行くか。玲洗樹の枝が、修理中の場合、代わりを貸し出したりしてくれないのか。

　突とつ然ぜん、隣りん席せきの豊花が歯軋りをやめた。

「もういいわよ」

　テーブルを叩いて椅い子すを蹴けっ飛ばし、豊花は立ち上がった。入り口にいた護衛隊員が身構えるほどの勢いだった。

　全身から怒いかりに近いオーラを漂ただよわせ、豊花は眉まゆをつり上げた。

「あんたたちに相談したあたしが馬ば鹿かだったわよ。確かにこれは、あたしの友だちが絡んだ私的な問題だわ。本家の予算が動かなくて当然よね。だからもういい。もういい」

　一ひと頻しきり怒ど鳴なった後、声のトーンを変えて豊花は遠峰に呼びかけた。

「ねえ、家長。車の鍵かぎはどこにあるの？」

「車の鍵？」

　豊花の勢いに目を丸めていた遠峰は、スーツのポケットを軽く叩いて答える。

「鍵なら、ここに……」

　豊花はテーブルを乗り越こえると、遠峰に飛びかかった。石田と護衛隊員が慌あわてて動くが、豊花の方が速い。豊花は石田や護衛隊の腕をかいくぐると、会議室の扉とびらに向かって走り出した。

「京介、急いで！」

　豊花に怒鳴られ、状じよう況きようは理解できなかったが、京介もとりあえず椅子を蹴って走った。

　扉を出たところで豊花に追いつくと、豊花に右手を摑つかまれた。豊花は京介を引っ張り、廊ろう下かを猛もう然ぜんと走り始めた。背後から複数の人間の叫さけび声が聞こえ、廊下を行き来する職員が、ぎょっとなって立ち止まる。豊花は何人かを撥はね飛ばして進んで行った。

「今いま更さらだけど、走れる？」

　廊下を曲がり、階段を駆かけ下りながら、豊花が叫ぶように聞いた。

「一応」

「あたしたちで具幻屋を追うわよ。沙織のいる場所を見つけて、奇き襲しゆうをかける」

「駄だ目めだ」

　京介が立ち止まると、豊花も引っ張られて止まる。サンダルが床ゆかと擦こすれて、かん高い音を立てた。

「豊花が出て行ったら、奇襲にならない。お前はここにいろ。結界の外に出るな」

　京介が言うと、豊花は手に持っていた鍵を掲かかげ、得意気な笑えみを浮うかべた。先ほど、遠峰のポケットから奪うばったものらしい。

「家長の車にも、強度結界が使われてるんだって。だからこれを使えば大だい丈じよう夫ぶ。怪我してるあんたを、炎えん天てん下かに、歩き回らせたりもしたくないし」

「怒おこられると思うけど」

「怒っているのはこっちよ。小さな事件だと思って、馬鹿にして」

「でも、運転はどうするんだ」

　当然だが、京介も豊花も自動車の免めん許きよは持っていない。そう思って尋たずねると、豊花は廊下を素す早ばやく見回した。

　すぐ側そばで初老の男性職員が、階段から駆け下りてきた京介たちを茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「おじさん、車の運転できる？」

　豊花は問いながら、すでに男性職員の手首を握にぎっていた。

　職員が目をまたたかせながら頷うなずくと、豊花は京介も引きずり、再度廊下を走り始めた。誰だれの血を引いたらこんなに元気になれるのだろうと、京介は引きずられながらどうでもいいことを考えた。

　駐ちゆう車しや場じよう通用口と記された扉の前まで来た。豊花が力いっぱい扉を開くと、その先には灰色の塀へいがそびえ立っていた。塀に見えたそれは、灰色のスーツを着た石田だった。

　先回りに成功したことが嬉うれしかったのか、石田は口元に不敵な笑みを浮かべた。両りよう腕うでを上げると、豊花に向かって突進してくる。京介は豊花に腕を摑まれていたため、動くのが遅おくれた。豊花が悲鳴を上げ、運転手にされた男性職員も金切り声を上げた。

　石田の背後に、突然人ひと影かげが現れた。プロレスラーのような体格をした女性術者が、石田に対して飛び蹴りを食くらわせた。石田が地面に倒たおれると、地じ響ひびきが生じた。

　石田に関かん節せつ技わざを決めた女性術者が、豊花に視線をやって叫んだ。

「早くお行き。矯きよう正せい術者魂だましいを見せてやりな」

　豊花が「ありがとう」と叫び返し、京介と職員を引いて走り出す。

　職員は「矯正術者魂って何」と小声で呟つぶやいていた。それは京介も疑問だった。




　自動車に知識のない京介は、それがどこのメーカーの何であるかわからなかったが、遠峰の車は四人乗りの白い普ふ通つう車しやだった。この車にも、強度結界が使用されているという。外から見る限りでは、やはりどこにでもある車と変わらなかった。

「何だあ。家長の車っていうから、ベンツとかロールスロイスとかを期待してたのになあ」

　京介と並んで後部座席に乗り込んだ豊花が、薄うすいクッションの上で尻しりを弾はずませる。結界にどう作用するかわからないので、窓は閉め切ったままにしておく。運転席に押し込められた職員は、渋しぶい顔をしてエアコンのスイッチを動かしていた。

「家長って、それほど高い報ほう酬しゆうはもらってないのかもね」

　豊花はどこか嬉しそうに言い、跳はね続けた。車体が上下に揺ゆれ、職員が迷めい惑わくそうにしているのを、京介はバックミラー越ごしに見た。

　車は本家を出発し、駅前のロータリーを回って国道へ出た。何度も自動車電話が鳴っていたが、豊花は職員に電話をとるなと命じた。

「で、どこへ向かうんです？　そのうち追っ手が来ると思いますけどね」

　職員は役に徹てつすることを決めたのか、運転手らしい口調で尋ねてきた。問われた豊花が、ようやく跳ねるのをやめる。

「そうね……車を奪うのに必死で、沙織の『行きたい場所』がどこなのか、考えてなかった。追いつかれる前に何とかしないと」

　窓の外は風が吹ふいているらしく、徒歩や自転車の通行人は、誰もが暑さに辟へき易えきしたように移動していた。周囲に怪あやしい気配はなく、具幻屋の目はこの車内にも届かないらしい。

「沙織は中学一年の時にも、具幻屋に遭あったのよね」

　座席の上で揃そろえた膝ひざを軽く叩たたき、豊花が言う。

「その時の記き憶おくは、一部削さく除じよされた。それで『変な男に連れて行かれそうになった』っていう、曖あい昧まいな記憶だけ残ったのね。沙織はその時、何を願ったんだろう。……誰か、その当時のことを詳くわしく知っている人、いないかな。あたしたちよりも前から、沙織のことを知っている人……」

「榎本のことを、具幻屋の常客だと言った奴やつがいる」

　ギプスの位置を直し、京介は運転席に向かって言った。

「虹西通りに行ってくれ」

「そこに、誰がいるの？」

　豊花の丸い瞳ひとみに、京介はリーダーの説明をした。榎本と小学校からの同窓生であるという彼ならば、何か知っているかもしれない。

　職員は交差点を左折し、西口方面に向かって車を走らせた。途と中ちゆう、道路の両側に赤い提ちよう灯ちんが連なる一角があった。毎年の市の恒こう例れいで行なわれている夏祭りが近いせいだった。

「去年は、沙織やみんなと行ったなあ」

　窓に張りついた豊花が、力の抜ぬけた声で呟く。京介は自分が去年のその日、何をしていたか思い出せなかった。

「今年はお金がないから、行けそうにもないわ……」

　豊花の呟きに、職員が小さく笑った。






















　昼の虹西通りは、夜の喧けん噪そうが噓うそのように静まり返っていた。

　一いつ切さいのネオンが消え、奥まで続く道が、行き止まりまで見通せる。動いているのは早めの開店準備を始めたわずかな店員の姿と、いつから寝ねているのか知らないが、道の隅すみに転がっている酔よっぱらい、そして雀すずめだけ。

　アーケードの入り口に車を停とめてもらい、運転手と豊花を残して京介は外に出た。エアコンの効いた車内と屋外の気温差に、脳が気弱な降参を示す。

　ゲームセンターの角を曲がり、狭せまくて暗い路地を進んだ。やがて昨夜と同じ、正方形の土地に出た。昨夜と同じ賽さい銭せん箱ばこの上に、リーダーは昨夜と同じ格好で腰こし掛かけていた。社と鳥居が作る日ひ陰かげには猫ねこだけが丸まっていて、リーダーはその位置で日光を吸収するかのように、じっとしていた。

「横田」

　京介が呼びかけると、リーダーが顔を上げた。そして小さく喉のどを鳴らす。

「どうしたんだ？　その怪け我が」

「これはどうでもいい」

「そうか。じゃあどうでもいいけど、俺の名前、よくわかったな。卒業アルバムで調べたのか？」

「アルバムはどこにあるかわからない。偶ぐう然ぜん、人に聞いた。あんたが榎本と、小学校の頃ころからの友人だとも」

　賽銭箱の前で京介は立ち止まった。砂場にはやはりスコップが突つき刺ささり、その後ろには、昨夜は気がつかなかったが、ひまわりが数本咲さいていた。自生しているらしい大きなひまわりが、青すぎる空に対し昂こう然ぜんと花の形を示している。

「榎本は、中一の時にも具幻屋に遭あったらしい。その時に何があったか、知らないか」

　リーダーは黙だまって膝ひざを叩たたくと、賽銭箱から立ち上がり、猫の方へ歩いて行った。

　猫の側そばには、昨夜リーダーが食べたキャットフードの空き缶かんがあった。リーダーはそれを持って立ち上がった。

「こういうところの切り口な、結構使えるよ。人の体くらい、簡単に切れる」

「横田」

「クスリの元もと締じめなんかやっていると、色々とあるんだよ。だから、しつこい奴やつは、大たい抵ていこうやって帰ってもらう……」

　リーダーが空き缶を振ふった。京介は避よけなかった。蓋ふたの切り口が、喉の手前で止まった。

　空き缶を砂場に投げ捨て、リーダーは面めん倒どうくさげに耳の裏を搔かいた。キャットフードを食べているせいか、そんな動作は猫に似ていた。

「だけど、帰らない奴はずっと帰らないんだよな」

　焼けた砂の中で、日光を浴びた空き缶が眩まぶしく輝かがやいた。リーダーは目を閉じ、残像を追い払はらうように首を一度横に振ってから、「わかったよ」と言って話し始めた。

「榎本は中学に入って間もない頃、ずっと俺の後ろにくっついて歩いていた。小学校からの親しい奴が、他ほかにいなかったからだ。あいつは新しい環かん境きように慣れるのに苦労する性格で、新しい友だちがなかなかできなかった」

　猫が砂場を突っ切り、ひまわりの根本へ駆かけて行く。大きな蜂はちが頭上を旋せん回かいした。京介は黙って、リーダーの言葉の続きを待った。

　リーダーは額の汗あせを拭ぬぐい、日向ひなたと日陰の中間に腰を下ろした。

「でもその頃、俺だって自分自身のことで苦しかった。他人のことなんか気にしていられない。そのうち、榎本は俺の後を追わなくなったよ。具幻屋がいるから平気なんだって言ってた。それ以降、まともに口はきいてない」

「榎本がその時、何を願ったか知ってるか」

「昔の環境に戻もどりたい。前みたいに、楽しく過ごしたい。そう言ってた」

「戻ることなんて、できるのか」

「さあな。具幻屋が榎本をどこかに連れて行ったことまでは、俺も知っている。その後、何があったかはわからないよ。具幻屋も消えて、榎本も普ふ通つうに生活を送っていたから、失敗したことは確かだろうな」

「今、榎本がどこにいるか、本当に知らないか」

「本当に知らないよ」

　長くため息をつき、リーダーは静かにうなだれた。

「でも想像はつくだろう。新しい場所に対応しきれなくなった時、以前の環境とか、過去の記き憶おくとか、そういう方向に意識が行っちまう榎本が、今何を考えてるのか」

「ありがとう、助かった」

　去りかけた京介に、顔を上げたリーダーが喉を鳴らして笑った。

「一条。お前、暑さでどうにかなっちまったんじゃないか？　他人のことなんかどうだっていいって、そういう奴だったじゃないか。それなのに、どうしたんだよ」

「どうもしない」

　額の汗を払って京介は答えた。

「どうもしないけど、ただ、身のまわりがうるさいと、ゆっくり眠ねむれない。それだけだ」

　京介はリーダーに背を向け、路地に戻った。見送りのつもりか、猫が気楽な鳴き声を上げてついてきた。

　猫の背中を見つめていたら、ふと人間は面倒だなと京介は考えてしまった。猫には猫の、苦労があるに違ちがいないのだが。




「具幻屋というと、三年前の『術者殺し』の犯人ですか」

　ハンドルを握にぎったまま、職員が不意に口を挟はさんできた。

　今の榎本沙織の願いは、恐おそらく、中学の頃ころに戻りたいということだ。京介と豊花は、榎本沙織が今どこでそれを願っているか、話し合った。車を中学校や、豊花たちがよく遊んだ場所へ向かわせたものの、異変は見当たらず、具幻屋もいなかった。

　最後に思いついた、今は空き家になっているという、榎本の住んでいた家へ向かう道の途と中ちゆうで、運転手が話しかけてきた。京介たちの会話を無視しているように見えて、職員はしっかり聞いていたらしい。

「なあに、おじさんも知ってるの？」

　運転席を覗のぞき込み、豊花が問う。職員はミラー越ごしに後部座席を一いち瞥べつして、頷うなずいた。

「まあ仕事上、一応は。私は本家で、空間調査部に所属しておりますので」

「空間調査部って、何をするの？」

「名前の通り、空間を調べます。この場所は澱よどみやすいから技術のある矯きよう正せい術者を配置させるとか、この場所には他に上級精せい霊れいが多いから光流脈の威い力りよくが下がるとか、そういうことを調べますね」

「ふうん、理系な感じね。報ほう酬しゆうもよさそう」

　クッションの上でまた何度か跳はねた後、豊花はミラーの中の職員に首を傾かしげた。

「で、おじさんの仕事が具幻屋の件と、どう関係するの？」

「関係するというか、興味深かっただけなんですが。具幻屋は対象──彼の場合、客ですかね、客の願った通りの世界を、客の周囲にだけ創つくることができるんです。客の脳内に探さぐり込みをかけて、鮮せん明めいに」

　車は市街地を離はなれ、田たん圃ぼが広がる道を走り続けた。榎本沙織が住んでいた家は、虹原市の郊こう外がいにあるらしい。

「世界を変えちゃうってこと？」

「いいえ、創れるのは現実の世界じゃありませんよ。だから私の部署では、仮想空間と呼んでいます」

　赤信号の交差点で、職員は車を停車させる。他ほかの車も人の姿もなく、田圃の緑だけが揺ゆれる景色は、どこか荒こう涼りようとしていた。

　座席の中で首だけを後ろに捻ひねり、職員が豊花を見る。

「さっき、友だちがさらわれたとか言ってましたでしょう？　それは恐らく、仮想空間内に客以外の実在する人物を組み込んで、更さらに鮮明な世界を創るためでしょうね」

「ふうん……。何かさあ……」

　目を素す早ばやくしばたたかせ、豊花が言う。

「今の話を聞いていると、具幻屋って、そんなに悪い人じゃなさそうな気がしてきたんだけど……。実際、商売としてあるわよね、そういうの。臨場感の溢あふれる映像とか音の世界に浸ひたって、疲つかれを癒いやしましょう、みたいなの」

「ありますね。でも具幻屋の創る仮想世界に居続けても、疲れは癒いえませんよ」

　顔を前方に戻もどし、職員が言う。

「その世界で食事をしようが、眠ろうが、全すべてただの幻まぼろしなんです。客の肉体は時間が経たつにつれて、衰すい弱じやくする一方。具幻屋はそうやって、自分の創った空間を経由し、他人の散らした生命力を自分のものにするんです。客本人には、そんなことまで教えないでしょうけれど」

　豊花が唸うなり、意味があるのか、京介の膝ひざを引っぱたいてきた。京介は豊花から聞いた、具幻屋の拝はい呪じゆ能力のことを思い出した。その能力を備えているがために、寿じゆ命みようが短い。具幻屋はその命の長さに甘んじていないのだろう。

「じゃあ……」

　豊花が眉まゆをつり上げて、運転席と助手席の間に体を乗り出す。

「仮想世界にずっといたら、死んじゃうんじゃないの？」

「最終的にはそうなりますね」

「沙織以外にも、今までそうやって殺されてきた人はたくさんいるんじゃないの？　どうして本家は今まで何もしなかったのよ？」

　職員に責任があるような口調で、豊花は言う。京介は止めようとしたが、職員は冷静な声で答えた。

「三年前に『術者殺し』が起きるまで、気づかなかったからです」

「どうして？　人が人の悪意で殺されているのに、その地に澱みが出ないわけないでしょう？」

「仮想空間の中で死んでいった人は、誰だれも苦しんでいません。むしろ、幻を見続けて、喜びながら死んでいった。だから、その場所は澱まないんです。土地が澱まなければ、そこで何が起きているかなんて、術者は調べようがありませんからね」

　信号が青に変わり、職員は車をゆっくりと発進させた。豊花は低い声で「急いで」とだけ告げた。

　風景から田圃が消え、道はやがて緩ゆるやかな上り坂に至った。その頂上は行き止まりになっていたが、ここが目的地のようだ。京介は窓の外に目を凝こらす。

　伐ばつ採さい途と中ちゆうで業者が投げ出したのか、半はん端ぱな規模の雑木林を背負った一いつ軒けん家やがあった。それほど広くはない二階建てだが、屋根も壁かべも古びており、窓は全て雨戸で覆おおわれている。

　家の周辺には有ゆう刺し鉄てつ線せんの柵さくが設けられ、「売り家」の看板がかかっている。そしてその看板の前には、黒い車が停車していた。

　日光を跳はね返す、ボンネットの険しい輝かがやき。先日、自宅へ退院祝いを届けにやってきた石田は、こんな車で帰って行った。京介と豊花が同時にため息をついていると、車を停とめた職員は、諦あきらめを含ふくんだ軽い口調で言う。

「副家長ですね。やはり先回りされていましたか。副家長は追つい跡せき術の名手ですから、まあ、残念でしたということで……」

　職員が言い終わらないうちに、玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎった豊花が車から飛び出した。京介が止める暇ひまもなかった。すぐに黒い車の扉とびらも開き、石田や護衛隊員が豊花の前に駆かけ込む。

　夏の日光のせいで体力の充じゆう電でん具合がいいのか、単にたまたま神経が研とぎ澄すまされているだけか、豊花の動きは俊しゆん敏びんだった。京介が車を降りた時には、もう有刺鉄線を飛び越こえ、家に向かって走って行くところだった。

　京介は豊花の名前を呼んだが、豊花は振ふり返らずに、玄げん関かんの扉を開けて消えた。

「何を考えているのだ、あの娘むすめは」

　石田は顎あごをさすりながら、唸っていた。豊花に蹴けられたらしく、顎やスーツの至る所にサンダルの跡あとが残されている。護衛隊員も殴なぐられたか蹴られたかしたらしく、石田の背後で苦々しい顔をしていた。

　車から降りてきた職員が、家を見回して嘆たん息そくする。石田が職員に気づき、尋たずねた。

「空間調査部長か。どうかしたのか」

「いえ、間ま違ちがいないと思いまして。この屋内に、仮想空間の気配がします。具幻屋というのも、この中ですね」

　京介が動こうとした時、石田に肩かたを押されて、一歩下がらされた。石田は真上から、京介の顔を睨にらみつけた。

「勝手な行動をするな。君たち兄妹きようだいを、家長に対する暴行と車の窃せつ盗とう、及および空間調査部長を拉ら致ちした件で、今すぐ本家へ連行する。前代未み聞もんの減げん俸ぽうにしてやるから、覚かく悟ごしておけ」

「副家長……」

　護衛隊員の一人が、眉を下げて口ごもりながら、言う。

「家長は、彼らに任せるようにと仰おつしやいましたが……」

「君は黙だまっていろ。ここでの指揮は私がとる」

「減俸なら、あとでいくらでも受ける」

　石田の手を振り払はらって、京介は言った。

「仮想空間の中で、人が死にかけているかもしれないんだ」

「矯きよう正せい術者の職務は、澱よどみの浄じよう化かだ」

　家を指差し、石田が怒ど鳴なる。もう誰も住んでいない家には、確かに澱みを表す青い光は見えない。

　それでも京介は、石田の鋭するどい目を見上げて言った。

「わかってる。だけど、それ以外やったらいけないなんていう規則はない」

「偉えらそうな口を叩たたくな。正式登録を受けて、四ヵ月やそこらの術者のくせに」

　石田はギプスの上から、京介の左ひだり腕うでを摑つかんできた。

「力もないのに、余計なことに手を出す。三年前に具幻屋に挑いどんだ術者は、だから死んだのだ。そんなに殉じゆん職しよくしたいなら止めはしないが、私の前で死ぬな。空間内には護衛隊員を行かせる」

「行かない方がいいかもしれません」

　職員が口を挟はさんだ。動きかけた護衛隊員が、有刺鉄線の手前で立ち止まる。職員は石田や護衛隊員に向かって言った。

「この仮想空間は、ほぼ完成型になっています。この状態で空間にそぐわない者が立ち入ると、存在を消されます」

「消されるとは」

　眉み間けんに皺しわを刻む石田に、職員は急せかされて口早に答える。

「要するに、死んでしまうということです」

「空間にそぐわない者とは、どういうことだ」

「制作者──具幻屋の客が願った設定の問題ですが、例えば、家族団だん欒らんの仮想空間がこの中で展開されていたとします。この場合のそぐわない者とは、家族ではない者です。客と初対面の副家長が立ち入れば、即そつ刻こく消されてしまいます」

　石田は大きく舌打ちをすると、家を睨んで呟つぶやいた。

「外側から術による攻こう撃げきで、家ごと壊こわせないものか……」

「中に人がいるんだ」

　京介は言い返したが、石田に睨まれただけだった。黙っていろということらしい。

「外側からは無理です」

　しばらく口ごもった後、職員が言う。

「空間自体が、我々の使う結界のような働きをしています。空間を終しゆう了りようさせるには、客の意思が拡散することが第一かと思われます。客の命が尽つきないうちは、空間は展開し続けますから」

「客というのが死んで具幻屋が現れるまで、ここで待機するしかないのか」

　石田はギプスを握る手の力を強めた。ギプスが軋きしんだが、恐おそらく内側で折れたままの骨も歪ゆがんだだろうなと京介は思った。

　既すでに折れているのならば、もういい。京介は石田の手の中から、力を込こめて左腕を引き抜ぬいた。今まで以上の痛覚が腕を駆かけ抜けた。ギプスの割れる音に一いつ瞬しゆん驚おどろいた石田を突つき飛ばし、走る。

「あの……！」

　家に向かって走る京介の前に、護衛隊員が一人立ち塞ふさがった。しかし行く手を遮さえぎるつもりはなさそうで、手に持った玲れい洗せん樹じゆの枝を差し出してきた。隊員の所有物ではなく、その色と形は、古代術専用のものだった。

「あなたに渡わたすようにと、家長から使用許可を受けていました」

「どうも」

　玲洗樹の枝を受け取り、京介は追ってきた石田を振ふりきって走った。かつて一度だけ握にぎったことのある、専用術具の冷たい感かん触しよくが、腕を通り抜けて背筋まで滲しみる気がした。

「気をつけて下さい。空間内での負傷や死は、幻まぼろしではなく現実にも引き継つがれます」

　有ゆう刺し鉄てつ線せんの前に、職員がいた。両手に何故なぜか、どこからか拾ってきたらしい丸太を抱かかえている。

　丸太を抱だきしめ、職員が説明した。

「いいですか、仮想空間に入ると、空間に属した外見になります。時代が過去のものならば、今よりも低い年ねん齢れいの姿になるでしょう。あなたの意思を攪かく乱らんする作用が働いて、そこが現実ではないということを忘れるかもしれません。ですがそれが幻だとわかっていれば、問題ありません」

「もし、忘れたら」

「意思が姿に同調します。空間を破は壊かいするという目的も、忘れてしまうでしょう。それから……」

　京介の背後を見て息を飲み、職員は言った。

「あなた自身が、具幻屋の次の客にされないようにして下さい」

　言った後で、丸太を抱えて走って行った。背後から石田の怒ど鳴なり声と、職員の悲鳴が聞こえた。

　太陽の光と、足に伝わる地面の熱さを一度ずつ確かく認にんし、京介は有刺鉄線を乗り越こえた。玄げん関かんの扉とびらの前には、豊花のサンダルが転がっていた。

　扉を開けると、その向こうには虹原東中学校の校舎が見えた。




「よく、来たな」

　校庭の隅すみにある水飲み場の前に、黒い帽ぼう子しの男が立っていた。帽子の下から温度のない笑えみを豊花に投げてくる。

　榎本沙織の姿を探し、学校中を走り回っていた豊花は、額の汗あせを拭ぬぐった。

　仮想空間でも、ここは暑い。夏なのだろう。空にはきちんと太陽が傾かたむき、校庭の木々からは蟬せみの鳴き声が、うるさいほどにきちんと聞こえてくる。対照的に校舎は静まり返っているが、それはきっと、夏休みで生徒がいないからだ。現実と何も変わらない風景が、ただ広がっている。仮想空間なのに、頭の中は焦しよう燥そう感かんだらけなのに、どこかで懐なつかしさを感じているのが、豊花は不思議だった。

　具幻屋は豊花に向かって、歩み寄ってきた。初めて遭あった時に感じた危機感が、今はない。豊花の知っている中学の校庭にはいるはずのない人物だが、不ふ審しんな感じもしない。具幻屋は地面から浮うき上がった影かげのように、音もなく動いていた。

「沙織は、どこ」

　水飲み場に肘ひじをつき呼吸を整えながら、豊花は尋たずねた。

「あたしを呼んでいるんでしょう。どこにいるの」

　豊花と水飲み場の周囲を、具幻屋はゆっくりと歩いていた。

「呼んでいるが、今のお前には、用はない」

「どういう意味よ。沙織はどこなの。いつまでこんなところにいさせるつもりよ」

「ここにいろ。ここで、榎本沙織と空間の一部になって、死ね」

「いやよ」

　豊花は怒鳴った。声に驚おどろいて、校庭にいた鳩はとが空へ逃にげて行く。

「全然わからないわよ。こんなところにいて何になるの。ここは、中学の頃ころは、あたしだって楽しかったわよ。楽しいことだけじゃなかったけど、思い出せばいいことの方が多かった。アルバムだって何度も見る。でも戻もどりたいとは思わない。だってもう、過去のことでしょう。沙織をここから連れ出して、外で、現実で、楽しいことをたくさん一いつ緒しよにする。中学の頃みたいに、一緒にいる。だから沙織を返して」

　具幻屋が豊花の真後ろで立ち止まった。

「私の世界に、割り込んできた者は、誰だれでもそう言う。私の客を、自分の力で救おうと、そう言う」

　抑よく揚ようのない声が、校庭に低く響ひびく。

「気持ちは、本物だろう。だがそれを、実現できるのか。お前はこの先、いつまでも、榎本沙織と居続けられるか」

「できるわよ。前だってそうだった」

「お前は、別の友人に話を聞かなければ、榎本沙織の失しつ踪そうにも、気がつかなかった。自分の都合で、時に思い出すだけのお前には、榎本沙織は救えない」

「うるさい。あんただって救うふりをして、他人の命を自分のものにしようとしているだけじゃないの」

　怒鳴り返した豊花に、具幻屋が笑った。

「私は、誰も救わない。だが、終わらない喜びを、与あたえることはできる。お前よりは、お前たちよりは、榎本沙織に優やさしい」
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「うるさい。うるさい。あんたなんかに、どうしてそんなことを言われなきゃならないのよ」

　豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝を振ふり、具幻屋に駆かけ寄った。具幻屋は軽い跳ちよう躍やくで水飲み場を越え、豊花の攻こう撃げきをかわす。

「榎本沙織は、何度も願っている。もう思いを、全うさせてやれ。お前に限らず、救える人間など、存在しない」

　目に滲にじむ汗を振り払はらい、豊花は攻撃をやめなかった。玲洗樹の枝を具幻屋に突つきつけ、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。酉とりより出いでて辰たつへ三、掃そう射しや。前方対象を消しよう滅めつ」

　三つ続けて発せられた光こう弾だんは、全すべて具幻屋にかわされた。豊花は呪文を続けた。怒鳴るように唱え続けた。

「十、掃射」

　水飲み場一帯が光の渦うずに包まれた。黒い衣服に包まれたまま、具幻屋は笑っていた。

「二十、掃射。三十──」

　豊花の精神力が尽つきた。目眩めまいを起こしてふらついた豊花の頭部を、具幻屋が鷲わし摑づかみにする。水飲み場の角に、豊花は頭を叩たたきつけられた。足あし下もとに、汗と血が同時に散った。

「そこで、死ね」

　倒たおれた豊花に、具幻屋がそう言い捨てた。声に冷れい酷こくな響きはなかった。ただ事実を告げるだけの、確かな声だった。

　具幻屋は豊花が落とした玲洗樹の枝を拾い、片手で折ろうとした。枝が歪ゆがみ、亀き裂れつの走る音が豊花の耳に突き刺ささる。やめろと言って立ち上がろうとしたが、声帯も足も動かない。豊花は歯を食いしばった。

「誰か、来た」

　不意に具幻屋が手を止め、どこか遠くを見た。

「誰か、来た。新しい客に、なりそうな奴やつが」

　具幻屋は上着の裾すそをなびかせ、校庭を突っ切って行った。豊花は視界の端はしで、黙だまってそれを見つめていた。

　どうしてだろう。

　倒れたまま空を見上げ、豊花は呟つぶやいた。青かったはずの空が、赤い。夕暮れが近いのか、目に血が入っているせいか、豊花には判断がつかなかった。

「豊花っち、どうしたの？」

　そんな声と共に、複数の足音が近寄ってくるのが聞こえた。榎本沙織の捜そう索さく隊たい、中学三年の友人グループが、豊花の顔を覗のぞき込んでいた。橋口の髪かみは、オレンジではなかった。ピンク色の口紅が好きな女子は、色つきのリップスティックで我が慢まんしていた。全員、中学三年の頃ころの姿だった。

「あたしは平気……沙織はどこ……？」

　豊花は起き上がろうと手足に力を込こめた。友人たちは不思議そうに豊花の姿を見つめていた。

　何かあれば、いつも誰かが声をかけてくれた。卒業をしてその声が頻ひん繁ぱんに聞けなくなっても、豊花はまたいつでも会えるから大だい丈じよう夫ぶだと思っていた。

「どうしてだろう……」

　そう思っていたのは、自分だけだった。




　仮想空間に入った京介は、まず自分の姿を見回してみた。体の大きさにこれといった変化はないが、左ひだり腕うでのギプスがなくなっていた。骨折の痛みも感じないが、きっとこれも幻げん覚かくなのだろう。幻覚なんだと二回呟いて、自分の意識を固くした。

　目の前にあるのは、三階建ての校舎だった。高校に比べると一回り小さな校舎の上に、茜あかね色いろの空が広がっている。懐なつかしさは特に感じず、京介は夕焼けの光に目を細めた。

　学校内で京介が馴な染じみ深かった場所は、校庭の隅すみにある朝礼台と体育館。どちらも授業をサボって居い眠ねむりをする時に使った。そんなことばかりしていたから、生徒の顔をまともに覚えなかったのだろうが、今いま更さら気づいてもどうしようもない。

　京介は感覚に神経を集中させた。蟬せみの声や鳥の鳴き声、チャイムの音は聞こえるのに、人の気配はどこからも感じない。豊花はどこにいるのだろう。具幻屋は、榎本沙織は。玲洗樹の枝を握り直し、ひとつ息を吐はくと、京介は校舎に向かった。

　昇しよう降こう口ぐちの手前で、数名の生徒の集団とすれ違ちがった。それまで楽しげに雑談をしていた生徒たちは、京介の顔を見ると一いつ斉せいに声を潜ひそめた。

「……うわ、一条京介だよ……」

「……相変わらず無表情だなあ……」

「……俺の行ってる塾じゆくでも、あいつ有名だよ。北中の不良グループに、一対十五で勝ったって」

「……誰だれか、サインもらって来なよ。高く売れるよ」

「……怖こわい。殺されちゃう」

　生徒たちを無視し、京介は昇降口を通り抜ぬけた。校舎内に入ると、どこからか楽器の音が聞こえてきた。吹すい奏そう楽がく部が練習をしているようだ。榎本沙織の脳の中では、そんな音の聞こえる時間が、一番印象深かったのだろう。

　人のいない廊ろう下かを歩いた。窓から夕日が差し込み、床ゆかも壁かべも橙だいだい色いろ一色に染まっていた。半はん端ぱなワックスがけをされている廊下を歩くと、靴くつ底ぞこがかん高い音を立てた。京介は在校中、はしゃいでいるように聞こえるこの音が、とても苦手だった。

　背後に人の気配がして、京介は足を止めた。真後ろに人がいることは、床に伸のびる影かげで気がついた。京介はゆっくりと振ふり返った。数メートル後方に、具幻屋がいた。

「立ち止まっている者」

　具幻屋は手にゴミをつまむように、玲れい洗せん樹じゆの枝を持っていた。豊花のものだろう。それを手の中でもてあそびながら、微笑ほほえみかけてきた。嫌いやな笑え顔がおだった。

「動けずにいる者。願いは、ないか？」

　玲洗樹の枝を捨て、具幻屋は京介の目の前まで近づいてきた。術で攻こう撃げきしようにも、具幻屋に手を伸ばされたら何もできなくなる、そんな至近距きよ離りだった。

「悔くやんでいることは、ないか？　行きたい場所は、ないか？」

　声には今まで通り感情は見当たらなかったが、不ふ審しんや不快な印象はなかった。これも幻げん聴ちようの一種なのかもしれないと、京介は考える。ほんの数十センチの距離で見る具幻屋の瞳ひとみは、底が見えないほどに深かった。

「何でも、言え。何でも、叶かなえる」

　具幻屋が手を伸ばしてきた。日に焼けていない肌はだに、静脈が透すけて見える。片手で術具を折り、骨すらも砕くだく指の先に、白い糸のようなものが見えた。

　こうやって、客から願いを引き出すのだろう。京介は目を閉じた。客は具幻屋の方から選んでいると、リーダーは言っていた。自分は客になりそうだと思われたのか。まあ、妥だ当とうな判断だろうと思い、京介は一度だけ深呼吸をしてから、目を開いた。

「願いは、ないか？」

　両手を差し伸べた具幻屋の指先が、京介の側頭部に触ふれる。温かくも冷たくもない指だった。触れられた肌の下で、何かがうごめく感覚が生じる。具幻屋の指から伸びた糸が、脳を探さぐっているのかもしれない。だがその感覚も、京介には不快と感じなかった。

　頭ず蓋がい骨こつの内側を、乾かわいた音を立てて糸が動いていた。その糸の先せん端たんが、脳の深い場所を突ついた。一いつ瞬しゆん痛みを感じたが、やがてそれは柔やわらかに糸で包まれてゆく。治ち癒ゆ術を受けている時に近い、息の休まる思いがした。

「願いはある」

　目を閉じて京介は口を開いた。具幻屋が頷うなずくのが気配でわかった。

「願いはある。砂島礼子に会いたい。会って、そんなに頑がん張ばらなくても、おれは充じゆう分ぶん満たされていたんだと伝えたい」

「わかった。叶えてやる」

　具幻屋が言った。両手の指先の糸は、完全に京介の側頭部と繫つながっているようだった。

　京介は目を開けて、玲洗樹の枝の先端を、具幻屋の顎あごの下に押しつけた。

「願いはある。でもお前に叶えてもらわなくてもいい」

　具幻屋が両りよう腕うでを動かそうとした。頭の中心に力をかけて、糸ごとその腕を放さないようにイメージをする。京介は古代術の呪じゆ文もんを唱えた。

「撃げき砕さい、消しよう滅めつ。──始動」

　廊下に満ちていた橙色が、黒く染まった。具幻屋の顔が歪ゆがみ、衝しよう撃げき波はで帽ぼう子しが飛んだ。頭の古い傷きず痕あとが裂さけ、具幻屋の体が吹ふき飛ぶ。自分自身にも相当な震しん動どうが返ってきて、京介は床に叩たたきつけられた。床や壁には亀き裂れつが走っていた。

　震動がおさまるのを待ち、京介は立ち上がった。足あし下もとに、無数の糸や帽子の破は片へんが散らばっていた。

「強大な力を持つ者」

　背後で具幻屋の声がした。声なのか、息いき漏もれが声に聞こえるだけなのか、奇き妙みように掠かすれた声だった。

「いつかその力で、自分の身を、滅ほろぼすことになる……同じだ」

　そう言って笑った具幻屋に背を向けて、京介は廊下を進んだ。

　教室の扉とびらが開いて、夏物の制服を着た女子生徒が顔を出した。先ほどは人の気配はどこにも感じられなかったが、この空間が無人というはずはない。見覚えのある顔を見つめ、京介は足を止めた。この二日間、顔写真のコピーだけで、幾いく度どとなく顔を合わせていた少女がそこにいた。

「榎本か」

　京介が尋たずねると、女子生徒はおとなしそうな顔の中に、かすかな笑みを浮うかべて頷いた。

「うん。本物の私の体は、空間の外で眠ねむっているけど」

「おれのことは……」

「知ってる。豊花ちゃんからいつも聞いていた。それにあなたは有名だから」

　榎本沙織は教室の中に戻もどって行った。扉は開いたままだから、入れという意味なのかもしれない。京介は「三年三組」という札を確かく認にんしてから、教室に入った。

　中はごく普ふ通つうの教室だった。教きよう卓たくに向かって机と椅い子すが並び、掲けい示じ板ばんには個性的な色と形の時間割や学級新聞、掃そう除じ当番表が貼はってある。書道の授業の作品らしく、半紙が大量に貼ってある壁かべもあった。「夢」、「勇気」、「努力」など、題目は好きな言葉なのか、様々な漢字が様々な書体で書かれている。これら全すべてが榎本の記き憶おくから再現されたものだとすれば、相当な記憶力だと京介は感心した。

　中庭に面した窓から、木々の間に沈しずんでゆく太陽が見えた。庭には大量のひまわりが咲さいていたが、全ての花は斜しや陽ようを受けて、元の色を失っている。

　赤い色に染まった教室の後方で、数人の生徒がふざけあって走り回っていた。女子が三名、男子が二名。知った顔だった。そして彼らとは離はなれた床ゆかの上に、豊花が俯うつぶせに倒たおれていた。

　黙だまったまま見つめてくる榎本を迂う回かいし、京介は豊花のもとへ歩いた。屈かがみ込んで確かめると、額の辺りに怪け我がをしている。京介は治癒系の古代術を使って全癒させたが、豊花の意識は戻らなかった。

「何となく覚えてる……」

　いつの間にか側そばに立っていた榎本が、玲れい洗せん樹じゆの枝を見つめて言った。

「何年も前に、私の願いを叶えてくれるっていう男の人を邪じや魔ました人。その人も、そういう杖つえを持っていた」

　榎本は、京介の顔へ静かに視線を移した。三年前、瀕ひん死しの状態の術者が施ほどこした術のため、完全な記き憶おく削さく除じよには至らなかったようだ。豊花の体を仰あお向むけに直してから、京介は立ち上がった。

　京介を凝ぎよう視しして、榎本が尋ねた。

「一条君も邪魔をするの。豊花ちゃんも一条君も、どうして私をここから出そうとするの」

「何が起きているか、自分がどうなるか、わかってるか」

「わかってる。でも私はここにいたいだけ」

　口早に答えると、榎本は机の間を歩いて行った。騒さわいでいる生徒たちは、京介のことを無視してはしゃぎ続けている。

「豊花ちゃんたちを呼んでもらわなくても、自分の中で思い出して、それを形にしてもらいたかったんだけど。だけどあの男の人が、勝手に連れて来た……だからみんなも巻き込んじゃった」

　教卓の前で立ち止まり、榎本は窓の外に目をやった。顔を顰しかめていたが、夕日が眩まぶしいというわけではなさそうだった。

「榎本」

「何？」

「新しい環かん境きようで、お前に何があったか、おれにはわからない。だけど……」

「何もない」

　京介の言葉を遮さえぎって、榎本が言った。

「何もない。何もなかった。いじめられた、勉強についてゆけない、親が不仲、そんなことはひとつもなかった。何もないのに、何もないから困ったの。教室の中が前と違ちがって凍こごえそうだとか、寮りようの部屋が静かすぎて頭が痛くなるとか、そんなこと、誰だれがわかってくれる？」

「話してみるだけなら、できたんじゃないか」

「話してどうなるの？　新しい学校でも元気に過ごしている豊花ちゃんたちや、何も感じなさそうな一条君が、何かをわかってくれるの？」

　近くにあった椅子を引き、榎本は座った。声を荒あららげているわりには、表情は穏おだやかなものだった。

「でも私だけじゃなくて、みんな自分のことで精せい一いつ杯ぱいなんだってことはわかってるの。立ち止まるのも、周りのせいにするのもやめて、ここに戻りたいって願った」

「榎本」

「私は豊花ちゃんたちのことが好きよ。でも現実にいるみんなのことじゃなくて、私が覚えているみんなが好き。だからどうしてもここがいいの」

　榎本は上半身を倒し、愛いとおしそうに机へ頰ほおを当てた。

　京介は長くため息をつき、筆記用具が散らばっている別の机に寄りかかった。この空間を破は壊かいしなければ、ここにいる全員は、榎本の命が尽つきるまで閉じこめられ続ける。具幻屋に命を吸収されて死に至ることはもうないが、このままいけば、単純に平等な衰すい弱じやく死しが待っているだけだ。

「ここから出たいの？」

　机に頰をつけたまま、榎本が京介に呼びかけた。

「でもごめんね。私が現実に目を向けないと、出口は開かない。もちろん私にその気はない」

「榎本……」

「お願いだから、『現実は思っているよりも楽しい』とか、そんな言葉は言わないで。そういう言葉が私に効くのなら、とっくに歩き出せているはずだから」

　机の上で首を動かし、榎本は京介から目を逸そらした。京介は目の前の筆記用具に向かい、参ったなと呟つぶやいてみた。助言をくれるほど気の利きいた筆記用具は、もちろんなかった。

　シャープペンや消しゴムに混ざり、カッターが転がっていた。刃はの長さが調節できるタイプだ。京介はそれを手に取り、刃を数センチ出した。固い音に反応して、榎本が顔を上げる。

「何をするの？」

　カッターを持って立ち上がった京介を見上げ、榎本が微笑ほほえんだ。

「そうだ。一条君たちがここから出る方法は、もうひとつあるわ。私が死ぬこと」

「知ってる」

「いいよ、私は別に」

　カッターの刃を見つめ、榎本は頷うなずく。

「私の本当の体はもう何日もここにいるから、衰弱しきっているのはわかってる。どうせもうすぐ死んでしまうなら、どっちだって……」

「榎本、現実は思っているよりも楽しくない」

　京介はカッターを自分の左胸に突つき刺さした。榎本が目を見開き、椅い子すの脚あしが床ゆかを擦こする。激痛に京介は顔を顰めたが、四月に同じ場所を刺された時、傷はもっと深かった。

　榎本は机の表面に爪つめを立て、食い入るようにして京介を見ていた。京介はカッターを床に投げ捨てて、言った。

「中三のおれには、まだここに傷はない。現実のおれには、傷きず痕あとが残っている。それでもおれは、現実の自分の方がいい。左ひだり腕うでだって、本当は今、折れている」

　呼吸を整えた後、右手で自分の左手首を摑つかみ、肘ひじを思い切り教きよう卓たくに叩たたきつけた。教卓が重い音を発したが、肘にはまだ異常がない。京介はもう一度腕を叩きつけた。教卓がまた軋きしんだ。教室の後ろの方にいる生徒たちは、ただ無む邪じや気きな笑い声を上げている。京介は目をつぶり、同じ動作を繰くり返した。榎本が悲鳴を上げたが、それは「もうやめて」という叫さけび声のようにも聞こえた。

　榎本が叫んだと同時に、窓ガラスが一枚砕くだけ散った。生徒たちが騒さわぎながら駆かけ寄って行き、率そつ先せんしたり、誰かの背を押したりして、窓まど枠わくを乗り越こえて行く。そこがきっと、空間の出口なのだろう。折れて力の入らなくなった左腕を押さえ、京介は割れた窓を眺ながめた。

「どうして邪じや魔まをするの」

　机に顔を伏ふせた榎本が、こもった声で言った。

「ここにいたいのに、ここにいれば何もいやなことなんかないのに、誰にも迷めい惑わくをかけないつもりだったのに」

　シャツの左胸に滲しみた血を見下ろし、京介は苦い息を吐はいた。痛かった。刃の長さは自分で調節し、致ち命めい傷しようには至らない程度にしたが、痛みの調節はできないようだ。ここが仮想空間でなければ、目の前に豊花が一人で倒たおれていなければ、こんなことはできないと思った。誰かにやれと言われても、腹や手首を自分で切って死ぬことは、根こん性じようが足りなくてできない気がした。

「邪魔するつもりはなかったんだ。ただみんな、家出をしたお前を探しているだけだったんだ」

　京介は豊花に歩み寄り、右腕だけで豊花の体を起こした。意識がないせいだろうが、豊花の体はひどく重かった。食い過ぎなんじゃないかと口の中で呟きながら、自分の背にもたれさせ、引きずって歩く。目をしっかり閉じて意識がないはずなのに、豊花の睫まつ毛げは濡ぬれていた。

　窓の手前で一度立ち止まり、京介は振ふり返らずに言った。

「おれは出て行く。榎本がどうしてもここにいたいと言うなら、それが一番いいんだと思う。自分で決めてくれ」

　割れた窓の向こうで、蟬せみが鳴いていた。校舎の中にチャイムが響ひびいた。

　京介の背後で、椅子を引く音がした。




　国道沿いにある虹原市立病院の駐ちゆう車しや場じようは、満車だった。

　正午間近の日光に炙あぶられて、百台近い車の屋根が輝かがやいている。ロータリーにサイレンを鳴らした救急車が突っ込んできて、その横では路線バスが排はい気きガスを撒まき散らし、のんびりと出発する。四階建ての病院を見上げ、豊花は短いくしゃみをした。

　駐車場同様、満員状態の待合い室を抜ぬけ、豊花は入院棟とうに向かった。すれ違ちがう看護師が豊花の会え釈しやくに対し、物もの珍めずらしそうな笑えみを返す。

　豊花は手に持った花束を眺め、やはり変だっただろうか、と唇くちびるを尖とがらせた。ひまわりの花束は花屋で買ったものではなく、道に咲さいているものを自分で取ってきて、リボンを巻いたものだった。花の大きさは不ふ揃ぞろいで、葉や茎くきの形はひたすら野性的。リボンはお中元の包装に使われていたものを再利用した。財さい布ふが財政難というか、大だい恐きよう慌こうにある現状では、仕方がないのだった。

　四〇三号室に行くと、ちょうど部屋から中年の女性が出てくるところだった。榎本沙織の母親だった。

「あらこんにちは。今日も来てくれたの？」

　遠い他県から来ている榎本の母親は、豊花と無骨な花束を見比べて微笑んだ。豊花は笑顔で頷き、医者に話があると言った母親に断ってから、病室の扉とびらを開けた。

「沙織、元気？　今日もお金のかかっていないお花でごめんね」

　個室のベッドの上には、呼吸器をつけた榎本沙織が眠ねむっていた。枕まくら元もとの花か瓶びんには、先日豊花が持ってきた朝顔が、場違いな顔をしつつも、結構元気に咲いている。

「これから三ヵ月、十割の減げん俸ぽうなの。まあ要するに、お給料はなし、でも働けってこと。上層部は鬼おによねえ」

　朝顔の隣となりにひまわりを突つっ込み、豊花は手についた土を払はらった。榎本は何も答えずに、ただ静かな表情で眠り続けている。

　仮想空間を維い持じする榎本の意思が拡散し、空間は崩ほう壊かいした。閉じこめられていた同窓生たちは全員無事。その後、外で待機していた護衛隊員から記き憶おく操作の術を施ほどこされて、帰された。

　衰すい弱じやくしていた榎本にも、すぐに治ち癒ゆ術が使われた。だが榎本の体は術を受けつけず、体力も意識も回復しない。術の効かない体質ではなく、本人の意識が術を受け入れないせいだと、護衛隊員は言っていた。そんなことがあると、豊花は初めて知った。

　光流脈による助命が通じないのであれば、榎本を本家で保護しておくことはできない。榎本は郊こう外がいで行き倒だおれていたということで、一いつ般ぱんの市民病院に運ばれた。一人の女子高生が行方ゆくえを絶った事件は、こうして終局を迎むかえた。

　仮想空間の跡地から、具幻屋の遺体は発見されなかった。

　以来、もう一週間が経過したが、榎本の意識は戻もどらない。医師による診しん断だんでは、肉体には何の問題もなく、すぐに目を覚ましてもおかしくはない状態らしい。目を覚まさないことが、おかしいとも。大らかそうな榎本の母親は、近々榎本を自宅に近い他県に転院させて、回復を待つと豊花に話していた。

「減俸の他ほかにね、もう一個、処しよ罰ばつを受けちゃったのよ」

　窓に寄りかかり、豊花は答えない榎本に話す。三ヵ月の減俸処分の他、豊花と京介は半年間、あらゆる昇しよう級きゆう試験を受けることができなくなった。当然、護衛隊の入隊試験も受けられない。以前、遠峰が試験免めん除じよにしてくれると言ったものの、願書そのものを術者管理部が受け入れてくれなければ、どうしようもない。結果として、今期の入隊の話は白紙に戻った。

「でもね、これでよかったのかなって思ってるの。あたしはもうちょっと強くなりたいなって思ったし、それに護衛隊は確かに今より報ほう酬しゆうがいいけれど、よく考えてみたら階級的には副家長の下なのよ。あのおっさんをぎゃふんと言わせられるような地位につきたいの。でも副家長の上って言ったら、家長しかいないのかな？　家長就任試験って難しいかな。成り上がっちゃおうかな……」

　榎本には通じない話題であることは承知で、豊花はただ喋しやべり続けた。術者のこと。高校のこと。家族のこと。自分のことしか話していないと気がついて、豊花は黙だまり込んだ。

「あたしはきっと、具幻屋の言っていた通りの人間なんだと思う」

　ベッドの横に移動し、豊花は言った。榎本の寝ね顔がおはとても安らかだった。笑っているようにも見える。榎本の母親が「いい夢でも見ているような気がして、起こすのを躊躇ためらってしまう」と言っていたほどだ。

　花瓶の中で傾かたむいたひまわりを、豊花は指でつついた。

「あたしは自分の尺度で、沙織を友だちだと思ってた。もし今が夏休みじゃなかったら、術者の仕事が忙いそがしかったら、沙織を探さなかったかもしれない」

　小児科病びよう棟とうが近いせいか、廊ろう下かの方で子供の笑い声が聞こえる。豊花はひまわりをつつき続けた。

「だからって、これからは二十四時間沙織のそばにいるなんて、そんなことは軽はずみに言えない。言いたいけど、具幻屋の言った通り、実現できるかどうかわからない。だけどあたしは、昔のあんたも今のあんたも、どっちも好きだから。今のあたしに会いたいって思ってくれたなら、いつでも言ってよね」

　ひまわりが面めん倒どうくさげに頭を揺ゆらしつつも、ようやく安定した位置に収まってくれた。豊花は病室を出た。

　廊下で、虹原女子大学付属高校の制服を着た生徒に会った。かすみ草とガーベラの小さな花束を持った生徒は、豊花を見ると鼻をぴくりと動かした。

[image: ]

「空っぽの財布を嗅かいだ時の匂においがしますわ」

「あなたの占うらない、当たるわね。今日はお見み舞まいに来る暇ひまがあったの？」

「花を置いたら、すぐに帰りますわ。でも、少し待っててくれます？　お話があります」

　榎本の病室の扉に手をかけ、生徒が言う。豊花は首を傾かしげた。

「いいけど、何？」

「自分で言い出しておいて、忘れないで下さいな。花火の相談です」

　生徒は不ふ機き嫌げんな顔で言った。

「病院の駐ちゆう車しや場じようで派手な花火でも打ち上げてあげれば、榎本さんも目を覚ますかも」

「いいかもね」

　豊花は自分でも不敵だと思う笑えみを浮うかべた。




　本家内の術者センターで、修理の終わった玲れい洗せん樹じゆの枝を受け取った。「修理費は二十三万円です」と言われた時、京介は本気で失神しそうになった。冗じよう談だんだと思ってセンターの係員に確かく認にんしたが、冗談ではないと言う。

　持ち合わせがないことと、三ヵ月の減げん俸ぽう十割期間であることを京介が説明すると、係員はそっと顔を伏ふせた。同情してくれたのではなく、下を向いて噴ふき出していた。

　修理代は正常な報酬が受けられるようになった月から支払うということで、天引きの申込書を書かされた。二十三回での分ぶん割かつ払ばらい。支払いの終わる二十三ヵ月後とは何年後かと計算をしかけ、どうでもいいかと京介はため息をつく。

　直ったばかりの玲洗樹の枝を右手に持ち、治らない左ひだり腕うでに注意をして、京介は歩き出す。一度目の骨折中に大事に扱あつかわなかったのが原因らしく、当初は全治三週間だった予定が、全治六週間になってしまった。だが、自分で刺さした胸の傷にしろ、骨にしろ、時間がかかってもまだ治るのであれば充じゆう分ぶんだった。

　本家の入り口のところで、家長の遠峰を見かけた。護衛隊員を従えて歩いていた遠峰は、京介に気がつくと「やあ」と言って軽く手を上げた。

「今、外から帰ってきたんだけど、笑っちゃったよ。サンドイッチマンの格好した高校生が二人、言い争いしてた」

「元気だな」

　京介の前に立つと、遠峰はしげしげとギプスを眺ながめてきた。

「痛いかい？」

「別に」

「前から思っていたんだけど、何だか君は、障子みたいな人だね」

「障子って」

「障子は和室とかにある、あの障子だよ」

　大きく伸のびをして、遠峰が言った。

「障子って、何度張り替かえても、必ず破ける箇か所しよがあるじゃないか。人が足をぶつけやすい位置とか、子供がそこばっかり狙ねらって穴を開ける位置とか、そういう箇所がある気がするんだよ」

「それがどうしたんだ」

「だから、治しても治しても怪け我がをするのは、もうそういう運命なんじゃないかと思ってね」

「諦あきらめろっていうことか」

「諦めるか、障子紙を強化するかは、持ち主次し第だいだよ」

　遠峰の背後で、隊員の一人が何か耳打ちをした。会議でも控ひかえているのか、急せかしているようだ。遠峰は適当に頷うなずき返すと、京介に言った。

「この間の件、色々とご苦労さま。処分はなしにしてあげたかったんだけど、会議で決まっちゃってね」

「別に」

「僕がちゃんと指揮をとれればよかったんだけど、未解決事件が他にもまだまだあって、動けなかったんだ」

「別に」

「護衛隊の件は……」

「別にいいんだ」

　ため息混じりに京介は言い、遠峰を見た。

「もともと、入る気はなかった。今いる場所で、やれることをやる。できることを見つける」

「そう」

　遠峰は薄うすく笑い、「じゃあ、また」と言って去って行った。京介は正面玄げん関かんから本家を出た。

　肌はだに突つき刺さるような日光が、真上から照りつけてくる。涼すずしくもない風が、どこか遠くから祭まつり囃ばや子しを運んでくる。夏祭りは今日からだった。

　京介は自分が去年のその日、何をしていたか思い出せなかった。二年前のその日は、砂島礼子に引っ張られて一いつ緒しよに行った。

　いつか、全すべての傷が治らなくなる日が来る。いつか、自分の力で自分の身を滅ほろぼすことがあるのかもしれない。肉体が壊こわれて、太陽の光すら感じなくなる日が来る。だがそうなったら、そうなった時に、砂島礼子には伝えよう。願いを叶かなえる手段は、今はそれだけで充分だと思った。

　今年の夏祭りは、家にいて夏休みの課題と睨にらみ合っていた。そんな思い出が残りそうな予感を抱いだき、京介は日の当たる場所に向かって歩き始めた。







　あとがき







　いつも『バイトでウィザード』を読んで下さって、ありがとうございます。椎しい野の美み由ゆ貴きです。

　今回はおめでたいことに、一月一日発売のようです。

　皆みなさまはどのようなお正月を過ごされていますか？

　私はきっと、『バイトでウィザード』のことを考えています。




　過去の元がん旦たんを振ふり返ってみようと思います。

　去年の元旦は、やっぱり『バイトでウィザード』のことを考えていました。

　一昨年おととしの元旦は、角川学園小説大賞の応おう募ぼ原げん稿こうを、ワープロで印刷していました。その作業は大おお晦日みそかから続けていたのですが、私のワープロは印刷時に発する音がものすごく大きく、歌合戦も除じよ夜やの鐘かねの音も、全く聞こえないほどでした。

　インク用のリボンを使い切ってしまい、元旦から営業している近所の電器屋さんに駆かけ込んだこともあります。店員さんが異常に親切で「この辺一帯で今時ワープロ用品をここまで充じゆう実じつさせている店は、うちだけなんですよ」と目を輝かがやかせて言っていたことが印象的でした。

　数年前の元旦は、暴飲暴食で倒たおれていました。

　大学受験の年の元旦は勉強そっちのけで、近きん隣りん市町村の神社へ合格お守りを集める旅に出ました。最終的には十数個手に入り、試験会場には腰こしから紐ひもで全すべてぶら下げて、じゃらじゃらと向かった思い出があります。後ろの席の知らない受験生に「この人じゃらじゃらしてるわ」という目で見られました。

　高校受験の年の元旦は、勉強という名目で部屋にこもって漫まん画がを読んでいたら、酸欠になりました。暖だん房ぼう時じの換かん気きには、皆さまもご注意下さい。

　こう考えると、ここ数年で、随ずい分ぶん落ち着いたお正月を過ごせるようになれた気がします。この先の元旦も、小説のことを楽しく考えていられたらと思っております。




　さてさて、長編四巻目です。

　長編一巻目のあとがきに、

「周囲に迷めい惑わくかけたので、次からはすんなり進むように精しよう進じんしたい」

　というようなことを書きましたが、実は今回、これまで以上に周囲まわりへご迷惑をおかけしてしまいました。

　担当の主藤さん、編集部の野崎さん、女井さんには、書き出したら紙面が足りなくなるほど感謝しております。編集部方面に足を向けて眠ねむれません。ありがとうございました。

　イラストレーターの原田たけひとさん。スケジュール的にご迷惑をおかけしているのに、毎回素す敵てきなイラストを描かいて下さって、ありがとうございます。

　前回の短編集の表紙は主藤さんと共に、

「可愛かわいいですね。すごいですね。綺き麗れいですね」

「可愛いよね。すごいよね。綺麗だよね」

「光とかって、どうやって描くんですかね」

「俺もわからんね」

　と、ひたすら賞賛してしまいました。

　また、出版に係かかわって頂いた全ての方々に、心からお礼を申し上げます。

　そして、読者の皆さま。今回もここまで読んで下さって、どうもありがとうございました。

　こうしてシリーズを続けさせて頂いているのも、応おう援えんがあってのことです。お手紙は繰くり返し読んで励はげみにしています。最大の感謝をこめて、私は頑がん張ばり続けます。

　それでは、また次の巻でお会いできる日を楽しみにしております。





椎野美由貴　　


















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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